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序　　　文

近年，本市西南部地域の都市化の傾向が強まり，自然環境の変貌には目を見はるもの

があります。これにともない文化財の発掘調査が数多く実施され，貴重な発見が相次ぎ，

福岡市が古来より大陸との窓口として日本の歴史上，重要な地域であった事がわかって

来ています。

この報告書は市道田・飯盛線建設に伴って発掘調査した結果の一部をまとめたもので，

吉武遺跡群内の調査の一つでは最初の報告書にあたるものです。

本書が埋蔵文化財への理解と認識を深める一助となり，研究資料としてご活用いただ

ければ幸いです。叉，調査に際してよせられた多くの方々のご協力に対し心から謝意を

表する次第であります。

昭和61年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　佐　藤　善　郎



例　　　言

1・本報告書は1981年9月～1982年2月に実施した，市道田．飯盛線建設に伴う埋蔵文化財の

発掘調査の第1次調査の調査報告書である。

2・遺跡名称は福岡市文化財分布地図西部Iより使用した。

3．遺構は呼称を全て記号化し，土壙→SX，掘立柱建物→SB，井戸→SE，溝・旧河川→SDと

する。

4．本書に使用した地図は国土地理院発行の「福岡西南部（1／25000）」を，叉航空写真は国

土地理院撮影のものを使用した。

5・遺構の実測写真撮影は山崎龍雄が行なった。叉，整理にあたっては，遺物の実測は山崎が

行ない，遺物の写真撮影は白石公高，宮島成昭が行なった。製図は山崎，深堀博子，永井

C和子，植田令子が行なった。

6．付図．2は二宮忠司氏より，飯盛圃場整備地区での第8・9区調査区の全体図の提供をうけ

た。

7．本書の執筆編集は，熊本大学大学院生明瀬真悟の協力を受け山崎が行なった。
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第1章　はじめに
1．調査に至る経過

昭和56（1981）年，福岡市土木局道路建設課より早良区大字田字花立932－2から西区大字飯

盛字トイ927－1における市道田．飯盛練達設計画が文化課に提出された。申請地一帯は飯盛地

区農業構造改善基盤整備事業に伴う圃場整備地区内で，昭和56年度より事業に伴って埋蔵文化

財の発掘調査が行なわれており，弥生時代前期から中期迄の甕棺墓群・住居址群をはじめ，多

くの貴重な遺構．遺物が発見されていた。その為，申請地における埋蔵文化財の有無の確認が

事前に必要となった。

文化課では土木局と協議を行ない，用地買収が終了した時点で試掘調査を行なう事とした。

試掘調査は用地買収が終了した昭和58年度工事地区について56年11月に実施した。その結果，

58年度工事予定地区の約4．800m2に埋蔵文化財の包蔵が認められた為，その発掘調査が必要とな

った。試掘成果をふまえた協議の結果，今回の調査区城の両側が昭和57年度圃場整備事業地域

に含まれる事から，作業の工程上，圃場整備事業に伴う埋蔵文化財調査と同一時期に行なう方

が望ましいという事で，昭和57年9月から調査を実施する事となった。発掘調査は昭和57年9

月22日より58年2月12日迄行なった。発掘調査面積は幅20m，長さ260mの5・200mZである。

2・調査体制
今回の調査体制は以下のとおりである。

所在地

調査期間

調査委託者

調査主体

調査担当

調査責任

調査捜当者

西区大字飯盛字トイ

昭和57年9月22日～58年2月12日

福岡市土木局道路建設課

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会文化部　文化課埋蔵文化財第2係

文化部文化課長生田征生　第1係長柳田純孝
1

岡嶋洋一，岸田隆（庶務担当）

二宮忠司，山崎龍雄（調査担当）

調査協力者　大原義雄，柴田大正，青柳弘子，1井上ムツ子，井上和子，井上清子，海津静枝，

倉光アヤ子，倉光千鶴子3　倉光京子，小柳和子，斉藤トク，斉藤国子，清水文代，杉村文

子，武本栄子，高木フジミ，筒井浩子，西嶋洋子，藤タヶ，森山早首，横溝恵美子，米嶋

バツネ，山口タツエ，山口富子，柴田多津子，森みえ子

資料整理　深堀雅基，明瀬慎吾，永井和子，植田令子，井上カツ代，能美須賀子，大田け

い子，松本桂子，原田佳史子，脇坂冨士子，吉岡友子，当房純子

－　1　－



第2章　遺跡の立地と歴史的環境

1．立地と歴史的環境（Fig・1）

立　　地　今回の調査地が所在する吉武遺跡群は，福岡市の西部にある早良平野を南北に貫流

して博多湾にそそぎ込む室見川中流の左岸，叶岳，飯盛山から派生する低丘陵（扇状地）の，

標高20－30mの地点に立地する。遺跡から海岸迄の距離は，直線にして4．5kmを測り，徒歩で約

1時間を要する距離で，それ程離れていない。室見川迄は500mの距離である。
＼

吉武遺跡群が所在する低丘陵には飯盛山，西山から源を発する室見川の支流の日向川，竜谷

川などの小河川がそれぞれ小谷を形成して流れ込む。北側に日向川が，南側を竜谷川が流れ，

lその日向川と竜谷川の谷にはさまれた地域が，吉武遺跡群の範囲である。遺跡の範囲は，最大

南北約1．200m，東西850mを測り，面積は約47万m2と広大である。今回の調査地点は遺跡群の

北側に立地する。

周辺の歴史的環境　吉武遺跡群が立地する早良平野は，東側を背振山が派生する山塊の油山と，

西を同様に背振山から派生する飯盛山，叶岳，長垂山などの山塊で界された，南から北へ逆三

角形状に広がって行く室見川の沖積作用で形成された平野である。規模は南北最大長約9km，

東西最大長6kmを測り，弥生時代の伊都国が所在する西の糸島平野とほぼ同等の規模を持つ平

野である。

吉武遺跡群周辺では，旧石器時代から，遺跡が確認されている。西北の羽根戸地区では，尖頭

器が表採されており，又吉武遺跡群でも昭和60年度の圃場整備に伴う調査でナイブ型石器等が
註l

検出されている。縄文時代では室見川右岸の四箇遺跡，田村遺跡で後期の集落址が確認されて
註2　　　′註3

いる。弥生時代には，羽根戸原C遺跡群や，国史跡の野方遺跡がある。古墳時代では周辺山麓に
註4　　　　　　　　註5

は，古墳時代後期の群集境が，いくつかの群に分かれて多数分布している。吉武遺跡群周辺は

羽根戸原C遺跡群，飯盛太田遺跡，石釧が出土した飯盛谷遺跡，高木遺跡群，羽根戸古墳群，金
註5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註了　　　　　　　　註8　　　　　　　　　註9

武古墳群など特に遺跡の集中密度が高い地域で，近年の市西南部への市街化の進行と共に開発

による埋蔵文化財の調査が頻繁に行われ多大な成果を上げて来ている。これらの調査成果から，

吉武遺跡群が，地域の中心的機能をもった遺跡である事が，判明してきている。

2．吉武遺跡群の調査の経過（Fig・2）
吉武遺跡群は昭和56年に始まった圃場整備事業に伴う調査から数えて，市道田・飯盛線に伴

う調査と合わせて昭和60年度迄，7次の調査が行なわれている。調査総面積は90．768㎡を数え

る。各年度毎の調査概要は以下のとおりである。

昭和56年度調査　昭和56年度圃場整備事業に伴う調査である。工事で削平される4地点の調

査を実施し，調査面積は12．000㎡である。弥生時代の甕棺墓，集落址，古墳時代集落址が検出
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1．吉武遺跡群　2．樋渡古墳　3・吉武高木遺跡　4・羽根戸原C遺跡群5・（史）野方遺跡　6．有田遺跡群

7・有田七田前遺跡　8．田村遺跡9．四箇遺跡10．飯盛谷遺跡11．飯盛大出遺跡

Fig・1吉武遺跡群周辺の遺跡（1／25000）
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土吉武遺跡群　2・樋渡古墳　3．大石遺跡　4．高木遺跡群　5．吉武高木甕棺墓遺跡

6．飯盛大田遺跡　　　　Fig．2吉武遺跡群各調華地点分布（1／10000）
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されている。

昭和57年度調査　昭和57年度は圃場整備に伴う調査と市道田．飯盛線建設に伴う調査を行っ

た。圃場整備事業に伴う調査は、工事による削平部分及び、道路，水路部分の調査を行った°

調査面積は，20．768m2である。この調査では縄文時代後期初頭の貯蔵穴群が検出されている。

市道田・飯盛線に伴う調査は，．今回報告する調査である。

昭和58年度調査　昭和58年度圃場整備事業に伴う調査である。工事による削平部分及び，道

路，水路部を中心に25．000mZの部分を調査した。この調査では樋渡古墳が早良平野唯一の前方

後円墳である事，その下に弥生時代中期後半の甕棺墓を埋葬する墳丘墓が存在した事が判った。

墳丘墓内の甕棺からは，前漠鏡の重圏文星雲鏡など副葬品を伴ってお生　副葬品を持たない甕

棺墓と明確に区分されている。

昭和59年度調査　昭和58年度未から実施した市道田・飯盛線建設に伴う調査と昭和59年度圃

場整備事業に伴う調査がある。市道田．飯盛線に伴う調査は，調査面積は2・800mZである。古墳

時代の集落址，掘立柱建物等が検出されている。圃場整備事業に伴う調査は工事による削平部

分を中心に調査面積は25．000m2である。弥生時代中期を中心とする甕棺墓が約400基出土した。

叉，古墳時代後期の古墳が21基検出された。

昭和60年度調査　昭和60年度圃場整備事業に伴う調査である。工事による削平部分を中心に

調査面積は25．000mZである。弥生時代中期初頭の金海式甕棺墓群からは，細型鋼剣が多数出土

し，又古代未の瓦顆，八稜鏡片が出土し，古代寺院存在の可能性を窮わせた。

註1　福岡市教育委員会『神松寺遺跡』1978年。

註2　公団住宅建設に先立って昭和50年より53年迄調査。

註3　市営住宅建設に先立って昭和55年度より調査中。

註4　昭和58年－59年度調査。

註5　昭和50年国史跡へ指定。

註6　田・飯盛線建設に伴う第3次調査地点。

註7　飯盛西地区圃場整備に伴って昭和59年度調査。

註8　昭和59年度に飯盛地区圃場整備に伴って調査。

註9　墓園建設に伴って昭和60年度調査。
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第3章　調査の概要

1・調査の方法（Fⅰg．3）

今回の調査地城は，両側を飯盛地区圃場整備地内にはさまれており，将来的に圃場整備地区

内調査地点との遺跡の連けいを計る必要がある°　その為に圃場整備地区内に発掘調査の為に設

定された，南北軸を磁北にとる50mグリッドのラインにのるように，市道田・飯盛線のセンター

ラインに50m毎の調査杭を設定した。調査範囲は試掘成果をふまえた田．飯盛線内のセンターラ

インの基準杭No．25－No・39迄であり，幅20m，長さ260mの範囲である。調査区は圃場整備地区の50

mグリッドを基準に50m毎に東からA～F区迄設定した。更に，各地区を道路のセンターライ

ンを基準に南をⅠ区，北をII区と小地区に分割した°調査に当たっては，各地区毎に遺構番号

を設定したが，整理の段階では全区を統一し，通し番号をつけた。但しピット番号について

は未整理で各地区毎の番号である。土壌番号については，巻末の表に旧遺構番号を記載した。

2．調査の概要（付図1，2，PL．2，3）
今回の調査地点は吉武遺跡群の北側に位置し㌢標高は22－18mを測る地点にある。地形は西

から東へ緩やかに低くなって行く。

調査は圃場整備事業に伴う工事と並行して行ったため，かなり労働安全衛生面で気をつかっ

たが，事故なく怪我なく無事に調査を終了する事が出来た。発掘調査期間は57年9月22日から

58年2月12日迄，約5ヶ月要した。今回の調査ではSDO2，SD05を中心に弥生時代中期から，

古墳時代中期迄を中心とする遺物が，パンコンテナで約40箱程出土した。特に初期須恵器や朝鮮

半島からの流れをくむ土器類がかなり出土しており，その出土は注目に値するものである。次

に，各調査区の調査状況について述べる。

A区1．2－1・4mの盛土及び近代水田耕作土の下に，灰色砂粒から灰褐色シルトを主体とす

る地山があり，氾濫原的様相を示す地区である。土壌1基，溝状遺構を3条検出した。いずれ

も自然流路と考えられる。

B区　A区と同じ土層堆積状況を示すが，A区の氾濫原的様相とかわって黄褐色一明褐色粘

質土が遺構面となる。水田開墾時に削平をかなり受けており，遺構の残りは良くない。主な検

出遺構は土壌7基，掘立柱建物4棟，溝状遺構1条である。他にも柱穴として，しっかりした

ピットは認められたが，調査区が狭く限られた範囲の為，建物としてまとめ得なかった。

C区　遺構面迄の堆積状況はA，B両区とほぼ同じであるが，近代水田面の下にもう2枚水

田土壌が認められたが，平面プランとしては把握出来なかった。当地区では旧河川SD02と溝状

遺構を3条検出した。SDO2内には，2号杭列が認められた。この地区のSD02からは，遺物はあ

まり出土していない。集落の中心からややはずれたと考えられる。
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D区　20cm前後の表土（耕作土）の下す

ぐに遺構面の黄褐色粘質土となる。又，場

所によっては，砂礫層となるところがある。

’1当地区ではSDO2及び溝状遺構2条，ピット

を検出した。ピットはいずれも小さく，又，

覆土は暗茶褐色粘土を示すが，掘立柱建物

としてはまとまりを得なかった。SD02か

らは弥生時代中期～後期を中心に多量の土

器類が出土している。

E区，厚さ20cmの表土の下で，黄褐色一

明褐色粘質シルトの遺構面となる。土壌26

基，掘立柱建物7棟，溝状遺構7条，ピッ

ト群を検出した。SD05からは5世紀代を

中心とする多量の土師器類，そしてSX14

からは多数の滑石製臼玉が出土している。

F区，厚さ20－30cmの表土の下で，遺構

面の暗灰褐色砂又は，明黄褐色粘質シル、ト

となる。当地区では，土壙10基，井戸2基，

掘立柱建物4棟，溝状遺構1条が検出され

た。この地区で特に注目される事は，SX

36に5世紀中頃を中心とする多量の土師器

類が一括廃棄されており，その中に朝鮮系

の土師器も混ざっていた事である。
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第4章　調査の記録

1．検出遺構

調査で検出された遺構は土壙45基，井戸2基，掘立柱建物15棟，溝状遺構18条である。時期

的には，大半が古墳時代の遺構である。

土壙（SX）

全体で45基検出した°各地区の内訳膚，A区1基，B区7基，D区1基，E区26基，F区10

基である。SX12，29については欠番である。

SXOl土壙（Fig・4，PL．6）

EI区で検出した。長さ1・7m．幅0．53m，深さ0・22mを測る，平面形は隅丸長方形を呈す土
．1

壕である。断面は逆台形状を呈す。覆土は大きく2層に分かれ，上層が黒褐色粘質土に，砂礫

混rO地山ブロック混入，下層が暗黄褐色粘質土に，砂礫と黒褐色粘質土ブロックを混入する。

遺物は須恵器の細片がごく少量出土している。形態から見て，土壙墓と思われる。

SXO2土壌（Fig．4，PL6）

EI区で検出した。長さ1・06m，幅0．63m，深さ0．38mを測る。平面形は隅丸長方形，断面は逆

台形を呈する土壌である。覆土は大きく3層に分かれる。上層が暗灰褐色粘質土に黄灰褐色地

山ブロック混入土，中層は黒灰色シルト粘土に地山ブロック混入土，下層．は暗灰色粘土に地山

ブロックの混入土で，全体に木炭粒を含んでいる。遺物は時期不明の細片が6点出土したのみ

である。

SXO3土壙

EII区で検出した。非常に残りが悪く図示してない。遺物は古墳時代土師器の細片が10点出

土している。

SXO4土壙（Fig・4）

EII区で検出した。長さ3・3m，幅1・93mを測る不定形の土壙である。深さが0．07mと浅く地

山の落ち込みの可能性もある。遺物は少ないが，古墳時代の土師器や須恵器の細片が出土して

いる。

SXO5土壌（Fig・4，PL5）

EII区で検出した。長さ1．85m，幅1・4m，深さ0・23mを測る，平面形は楕円形を呈する土壌

である。覆土は暗茶褐色粘質土に黄褐色粘質土地山ブロック又は黒褐色粘質土の混入土である。

遺物は弥生時代後期から古墳時代土師器迄，ビニール袋2袋程出土した。

SXO6土壙（Fig・5）

EII区で検出した。長さ3．22m，幅1．42m，深さ0．3mを測る。平面形は不整楕円形を呈する土

－　8　－



＼一二一「、一
L＝20・102m

」
L＝20．837m SXO4

SXO2

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
土　　一一一一一一一一＿一一一1■一一一」

∈

「－1

詔

完
11

－1

L＝20．837m

L＝20．722m

芋＝三三三三：＝⊇空

Fig．4　SXOl，02，04，05，07，土壌（1／30，1／40）

－　9　－

SXO7



壕である。覆土は黒褐色粘質土に黄褐色地山粘質土ブロック混入土で，木炭粒が含まれる。遺物

は弥生時代後期土器片や，古墳時代の土師器片が，ビニール袋2袋程出土した。

SXO7土壙（Fig．4，PL6）

EII区で検出した。長径1・25m，短径1・23m，深さ0．13mを測る円形の土壌である。覆土は

黒褐色粘質土に黄褐色地山ブロックを混入する。遺物は弥生時代後期土器片や古墳時代のキ師

器片がある。量としては圧倒的に古墳時代土師器が多い°

SXO8土壌（Fig．5，PL7）

EII区で検出した。SX06に切られ，SB03と重複する。長径1・93m，短径1・73m，深さ

0．15mを測る，不整円形の土域である。床面にはピットが掘り込まれる。覆土は黒褐色粘質土

に黄褐色地山粒子を混入する。中からは弥生時代後期土器片や古墳時代の土師器，須恵器片が

出土しているが，細片がほとんどである。

SXO9土壙（Fig．5，PL7）

EII区の圃場整備地区と写り境界地で検出した。全体の2／3程が圃場整備地区内に入っている。

長径2．9m，短径2．35m，深さ0・17mを測る，平面形は不整隅丸長方形を呈する土壌である。覆

土は，黒灰褐色粘質土に黄褐色地山ブロックを混入したもので，中に多量の炭化物，焼土ブロ

ックが入っていた。焼土，炭化物は大きく2ヶ所に集中していた。中からは古墳時代の土師器

がビニール袋2袋程出土した。

SX10土鳩（Fig．5，PL7）

EI区で検出した。長径1・12m，短径1．06m，深さ0・85mを測る平面円形の土壌である。底

面は上面に比べて，逆円錐形にすぼまる。底面に向って，挙大の転石が落ち込んでいた。覆土

は大きく2層で，上層が暗灰褐色粘質土に黄褐色粘質土混入土，下層が黒灰色粘質土である。

遺物は弥生時代後期土器片や古墳時代の土師器がある。

SX日土壙

圃場整備地区内で検出された。本報告書では路線内の遺構を対象とするため，記述しない。

SX13土壙（Fⅰg・6）

EI区で検出した。長径1．0m，短径0．78m，深さ0・14mを測る，平面形は隅丸長方形を呈す

土壕である。床面には直径20cm，深さ15cm程のピットが1ヶ見られた。性格用途は不明，出土

土遺物はなかった。

SX14土壙（Fig．6，PL5）

EII区で検出した。SD07を切る，長さ5．58m，幅1・05m，深さ0．22mを測る断面は皿状

を呈する細長い土壌である。覆土は黒灰褐色叉は，暗灰褐色粘質シルトであり，中に炭化物，

焼土ブロックなどが混入してrいた。遺構内より，弥生時代から古墳時代迄の土器片及び，滑石

製の臼玉が1ヶ所にまとまって48個出土している。滑石製臼玉の出土から，当遺構で何らかの
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祭祀が行なわれた事が考えられる。

SX15土二壙（Fig．6，PL6）

EII区で検出した。SX28に切り込む長さ1・44m，幅0・85m，深さ0・12mを測る隅丸長方形

の土壙である。底面はほぼ水平で，断面は逆台形を呈する。遺物は弥生式土器片や，古墳時代

の土師器片が出土しているが，量はそれ程多くない。

SX16土・壙（Fig・6）

EII区で検出した。SX17．22を切る。長径1．83m，短径1．13m，幅0．26mを測る，平面形は不

整楕円形を呈する土壌である。断面形は船底形を呈す。覆土は黒褐色粘質で灰や炭化物，焼土

などを含んでいる。出土遺物は古墳時代の土師器が多く，須恵器は細片が1点ある。

SXI7土壙（Fig・6，PL4）

EII区で検出した。長径3．5m，短径2．5m，深さ0．．44mを測る，平面形が不整楕円形を呈す

る土壌である。土層観察によればSD05より古い。覆土は大きく2層に分けられる。上層は暗

茶褐色粘質土（鉄分混rO），下層は黒褐色粘質土（炭化物混rO）である。遺物は弥生式土器や

古墳時代の土師器，須恵器，砥石迄出土している。量としては土師器が圧倒的に多い。

SX18土壙（Fig・7，PL4）

EII区のSD05の東側で検出した。長さ3．3m，幅2．73m，深さ0・06mを測る。平面形は隅丸

長方形を呈する。SX19と切団合い，又，SD9・10を切るなどして底面はかなり凹凸が激しく，又

遺構の残りは悪い。遺物は土師器のみで，すべてが細片である。

SXI9土壌（Fig．7，PL4）

EII区で検出した。SX18やSD7と切団合う為全体の平面形状ははっきりしないが，現状で

は長さ2．42m，幅1・95m，深さ0．07mを測る不整方形の土壕である。遺構の残りは悪い。遺物

は弥生時代中期土器片，古墳時代の土師器や砥石が出土している。

SX20土．壙（Fig・7，PL4）

EII区で検出した。SDO5，SX17を切る土壙である。長さ4．23m，幅2・9m，深さ0・77mを測

る。平面形は隅丸三角形を呈する土頻である。覆土は黒褐色粘質土を主体とし，下層に植物の

枝などを含んでいる。遺物は弥生式土器片や，古墳時代の須恵器片が出土している。又特記す

べきものとして，2連の耳環がある。

SX21土壙（Fig・7，PL8）

EII区で検出した。SX27と切り合い，SX27との先後関係は不明。長さ2．1m，幅1・6m，深

さ0・28mを測る隅丸長方形の土壌である。覆土は黒褐色粘質土を主体とし，中に炭化物，焼土

ブロックを混入する。遺物は弥生時代土器片や古墳時代土師器片が出土した。

SX22土壙（Fig．7）

EII区で検出した。長さ2・47m，幅1・88m，深さ0・23mを測る隅丸長方形の士壙で，SX21
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SX17

Fig．6　SX13－17土壙（1／40，1／60）

－13　－

土層名称
上嶋茶褐色粘質土（鉄分，砂礫を多量に混入）
2・黒褐色粘質土（鉄分，須恵器舟を含む）
3．2に炭化物，地山粒子を混入
4・2に地山粒子を混入
5．暗褐色粘質土と黄褐色地山ブロックの混合
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に切られる，覆土は黒褐色粘質土で，遺物は弥生式土器片や古墳時代の土師器片がある。

SX23土壙（Fig．7）

EII区で検出した。長さは1・2m，幅1．1m，深さ0・13mを測る平面形は隅丸方形を呈する土

壙である。南側が削平により消滅する。覆土中より古墳時代土師器片が出土している。

SX24土壙（Fig．7，PL8）

EII区で検出した。SX20土壌に切られる。長さ1・55m，幅0．59m，深さ0．28mを測り，平面形

は隅丸長方形を呈する土磯である。覆土は大きく2層に分かれる。上層は黒褐色粘質土，下層

は淡黒褐色粘質土に黒褐色地山ブロックを混入している。遺物は弥生式土器片や，古墳時代土

師器の細片が数点出しているのみである。

SX25土壙

EII区で検出したが，明確な遺構として把握出来なかった。滑石製臼玉が1ケ出土した。

SX26土鳩

図示していないがEII区で検出した°1辺0．83m，深さ0・07mを測る平面形は隅丸方形の土

境である。削平を受けたためか，遺構の残下目ま悪い。古墳時代の土師器片が少量出土した。

SX27土壙（Fig・7，PL8）

SX21と瑚団合うため規模は不明。幅は1・47m，深さは0・25mを測る，床面はほぼ水平であ

る。覆土中には炭化物を含む。中から古墳時代土師器片が出土している。

SX28土壙（Fig・8）

EII区で検出した。長さ3．65m，幅3．4m，深さ0．1mを測る，平面形は隅丸長方形を呈する土

壌である。SX16，22に切られる。遺物は弥生時代後期土器片や古墳時代土師器，須恵器片が，

ビニール袋4袋程出土している。

SX30土壙（Fⅰg．9，PL8）

FI区で検出した。SBlO，11と重複する。長さ2．06m，幅1．38m，深さ0．38mを測る平面

形は楕円形を呈する士境である。覆土は3層に分かれ，第1層，黄褐色粘質土と茶褐色粘質土

の混入，第2層，黒褐色粘質土に黄褐色粘質土少量混入，第3層，黒褐色粘質土に黄褐色地山ブ

ロック混入である。部分的に炭化物（灰）が集中する部分が見られた。弥生時代中期の甕の破

片や古墳時代の須恵器の坏蓋などが出土した。

SX32号土堰くFig・9，PL9）

FI区で検出した。直径1．08m，深さ0．63mを測る，平面形は円形の土壌である。断面形は

逆台形状を呈する。覆土は暗灰褐色砂質土であり，遺物は古墳時代の須恵器の杯身が出土して

いる。

SX33土壙（Fig．9，PL8）

FI区で検出した。長さ0・9m，幅0．75m，深さ0．24mを測る，平面形は隅丸長方形を呈する
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Fig・7　SX18－22，27土壙（1／30，1／40）　アミ部分は炭化物
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土層名称
土黒褐色粘質土
2．淡黒褐色粘質土
に黄褐色地山小
ブロック混入

SX24

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
」　　　一一一一一一一一一一一一一一⊥一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一」

Fig・8　SX23，24，28土壙（1／30，1／60）

土壙である。底面に直径22cm，深さ10cmのPitが1ヶ見られた。覆土は暗灰褐色粘質土に黒灰

色粘質土を混入する。古墳時代の土師器，須恵器片が少壷出土した。

SX34土壌（Fig・9，PL9）

FII区で検出した。長さ1・45m，幅0．8m，深さ0．15mを測り，長軸方向を略北に取る。平面形

は隅丸長方形を呈する土壙である。断面は浅い皿状を呈する。底面は一部Pitで・切られる，弥

生式土器や古墳時代の土師器が，細片で少数出土している。
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SX36土壙（Fig・9，PL9）

FII区で検出した。長径3．0m，短径2．33m，深さ0．2mを測る不整楕円形の土壙である。底面

はほぼ水平で，皿状を呈する。覆土は5層に分けられる。第1層，暗褐色砂混り粘質土，第2

層，明褐色地山粘土ブロック，第3層，黄褐色粘質土に炭化物混入，第4層，明褐色地山ブロ

ックに炭化物混入，第5層，黒褐色炭化物混r）粘質土である。この土壙からは多量の土師器が

出土している。出土状態は大きく東西の2ヶ所に集中している。完形品は少なく，土器溜め穴

的な性格と考えられる。

SX37土壌（Fig・9，PLlO）

FII区で検出した。長径1・44m，短径1．3m，深さ0．1mを測る，平面形は不整円形を呈する

土壙である。削平のため壁面の残りは悪い。底面は浅い皿状を呈し，中央がやや深くなる。出

土遺物はない。

SX38土壌（Fig．9）

FII区で検出した。長軸を略北西に置く。長さ2．3m，幅0．95m，深さ0・16mを測る。平面形

は隅丸長方形を呈する土壌である。底面はほぼ水平で，北側隅と南側隅はピットに切られる。

遺物は弥生式土器や，古墳時代土師器が出土している。いずれも細片である。

SX39土壌

FII区で検出した。削平がひどく，残りも悪いので図示していない。古墳時代の土師器や須

恵器が小量出土している。

SX40土壙（Fⅰg．10，PLlO）

FII区で検出した°SX35に切られ全様は判らないが，現在長さ1．80m，幅0．85m，深さ0．2m

を測る平面形は隅丸長方形を呈すと思われる土壙である。底面は2段掘りである。覆土は淡黒

褐色砂が主体である。弥生後期の甕や壷が出土しているが，遺物量は少ない。

SX41土塀

FI区で検出した。図示していないが，長さ0・85m，幅0・83m，深さ0．15mを測る，平面形

は隅丸方形を呈する土壙である。底面はピットが切り込み凹凸が激しい。　ピット内に柱根が

残る事から掘立柱建物の柱穴の可能性がある。覆土は上層で暗灰褐色粘質土に明褐色地山ブロ
．

ック混入，下層で明黄褐色地山粘土ブロックに灰色粘質砂を混入する。土師器がやや多く出土

しているが，細片が大半である°

SX42土壌（Fig．10，PLlO）

D．II区のSDO2内で検出した°長径2・13m，短径1・83m，深さ0．62mを測る平面形は楕円形を

呈する土壙である。底面はほぼ楕円形で，断面は逆台形を呈する。SD02との先後関係は不明，

土師器片が少量出土している。

SX43土壙（Fig．10，PLlO）
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Fig．9　SX30，32，34，36－38土壙（1／40）アミ部分は灰．炭化物
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F噛・10　SX40，42－44，48土壙（1／40）

BI区で検出した。SX48に切られる為，全様は明らかでない。現存規模で長径1．37m，短径

1・1m，深さ0．1mを測る平面形は楕円形を呈すると思われる土壙である。底面は浅くほぼ水

平で，断面は皿状を呈する。覆土は黒褐色粘質土に地山ブロック混りである。遺物の出土は少
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土層名　称
土黒褐色粘質土と茶褐色粘質土少量混入，　4．茶褐色粘質土に黒褐色粘質土混入
炭化物混入（SX48）
2・黒褐色粘質土と茶褐色粘質土の混合
3．黒褐色粘質土に茶褐色相賀土浪人

5・暗茶褐色粘質土，（粒子が密でシルト質）
6・暗灰褐色粘質土に茶褐色地山粘土ブロッ
ク混入

L＝18．544m

2m

仁一一　　　　口　　　．　　　一一一一一一一一一一　　　．－－2

L＝18・012m

Fig・11SX46－48，50土壙（1／40，1／60）アミは灰・炭化物
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ないが，大半が古墳時代の土師器であり，細片が多い。

SX44土壙（Fig．10）

BI区で検出した。図示していないが長さ0．98m，幅0．86m，深さ0・27mを測る，平面形は

隅丸方形を呈する土頻である。底面は2．段掘りとなり，1段目迄の深さは7cm，2段目は長径

0．75m，短径0．58m，深さ0．20mと楕円形状に深くなる。覆土は上下2層に分かれ，上層が暗

茶褐色粘質土，下層が黒褐色粘質土で，上下両層とも黄褐色地山ブロック，炭化物を混入する。

出土遺物はなかった。

SX45土壙（Fig．10）

BI区で検出した。長さ0・95m，幅0・53m，深さ0．18mを測る，平面形は隅丸長方形を呈する

土域である。底面は水平で，中央に直径12cm，深さ7cmのピットがある。覆土は黒褐色粘質土，

又は暗茶褐色粘質土である°　中から土器の細片が1点出土しているが，時期は不明。

SX46土壙（Fig．11，PL5）

BI区で検出した。SX47，48と切り合い，長さ6．14m，幅3．65m，深さ0．25mを測る平面形

が不整楕円形を呈する土壙である°底面はほぼ水平であるが，部分的に皿状の落ち込みが見ら

れる。覆土は暗茶褐色粘質土を主体とし，一部に灰・炭化物の集中が見られた。覆土中より古

墳時代土師器，須恵器片が出土している。

SX47土壙（Fig．11，PL5）

BI区で検出した。SX46，48を切る土壙である。長径2・4m，短径2．3m，深さ0．21mを測り，

平面形が隅丸方形を呈する。底面は浅くほぼ水平で皿状を呈す。遺物は弥生時代土器片や古墳

時代の土師器片などが出土している。

SX48土壙（Fig．11，PL5）

BI区で検出した°SX47に切られ全様は判らないが，現存長2．1m，幅1．77m，深さ0．2mを

測る。平面形が不整楕円形を呈する土壙である。底面はやや中央が深くなる°覆土は暗茶褐色

粘質土を主体とし，中に炭化物　焼土ブロックが含まれる。古墳時代の土師器がビニール袋1

袋程出土した°　いずれも細片である。

SX49土壌（Fig・10，PLlO）

BI区で検出した。SX43を切る土壌である。確認規模で長径1・44m，短径0・97m，深さ

0．49mを測り，平面形は楕円形を呈する。覆土は黒褐色粘質土に暗茶褐色粘質土ブロックを含

む。土壙内には小礫が流れ込み，又底面に近い部分では，板材が見られた。少数ではあるが古

墳時代土師器の細片が出土している。

SX50土壙（Fig．11）

AI区のSD17の東側の調査区南側の境界地で検出した。境界地にかかる為，全様は判らな

いが，現存長1．8m，幅1．48m，深さ0・16mを測る。平面形は不整円形を呈する土壙である。底
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面は更に1段落ち込み，凹凸が激しい。底面内には

幅5cm，厚さ1cmの板状の杭列が2列に並んで認め

られた。杭の現存長は13－18cm程で残りはあまり良

くない。樹種については不明。覆土は暗黒青灰色粘

質砂である。遺物は弥生式土器や古墳時代の土師器

が出土するが，いずれもかなり磨滅し細片が多い。

井戸（SE）

F区で2基検出した。いずれも深さは2m未満で

それ程深くない。番号は土壙番号との通し番号であ

る。

」　　L＝2土。。4m

Fig．12　SE31，35（1／40）
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SE31（Fig．12，PL8）

長径1．87m・短径1．4m，深さ1．38mを測り，平面形は楕円形を呈する。壁面は地表から深さ

約1m前後のあたりで中窪みし・そのあたりが吃水線と考えられる。井戸埋土は大きく3層に

分かれる。上層が茶褐色砂混り土（鉄分を混入する）。中層が黒灰色粘土（炭化物，植物の種

子を含む）。下層が青灰色粘土である。埋土より弥生時代から古墳時代にかけての土器片，砥

石，種子類が出土した。特に初期須恵器類が多く出土している。

SE35（Fig・12，PL9）

SX40を切る二段掘りの井戸である。井戸掘り方上面は長径2・5m，短径2．2mを測り平面形は

隅丸方形を呈する。井筒部は上面で直径0．7m，短径0・55mを掛出），平面形は底面で円形である。

井戸底迄の深さは上面より，1・55mを測る。埋土は大きく3つに分ける事ができる。上層は暗

灰褐色砂質土や，暗茶褐色粘質土，中層は黒褐色粘質土，下層は黒色砂混り粘土である。埋土

からは弥生中期から古墳時代迄の土器片を含むが，量はビニール3袋程でそれ程多くない。

DII区Pit3（Fig．13，PLll）

DII区で検出した。長径35cm，短径30cm，深さ16cmを測り上面及び，底面とも平面略円形を

呈するPitである。中から弥生後期の甕形土器が破壊された状態

で1個出土した°　当初小児甕棺と考えたが，∴甕棺墓として明確な

墓域を把らえられず，甕棺墓としての可能性は少ない。

掘立柱建物（SB）（PL12，－16）

全体で15棟検出した。旧河川SD02を挟んで西側のE，F区で

11棟，東側のB区で4棟検出している。建物の規模の内訳は，2

間×3間が1棟，2間×2間が5棟，2間×1間が5棟，1間×

1間が3棟である。

SBO1建物（Fig．14，PL12）

EII区で検出したSB15と重複する2間×2間の総柱の建物で　　　』i畠菖cm

ある。主軸方位をN36030，Ⅶこ取lO，桁行全長3・9m（13尺）・梁行全　Fig．I3DII区Pit3（1／20）
長3．68m（12．3尺）を測る°柱穴の直径は27－28cm，深さ26－45cm

l

で比較的大きくしっが0している。柱穴中より土師器の細片が数

点出土しているだけである。

SBO2建物（Fig・14，PL12）

EI区で検出した2間×1間の建物で梁行中央に東柱を持つ。2間×2間の総柱の建物とも

考え・柱穴の精査を行ったが，検出しえなかった。主軸方位をN45。Eに即），桁行全長3・09m
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（10．3尺），梁行全長3．15m（10．5尺）を測る。柱穴の直径は25－38cm・深さ7－40cmを測る。出

土遺物はほとんどなかった。

SBO3建物（Fig．14，PL13）

EII区で検出した。SX04と重複する2間×1間のいびつな側柱の建物で中央に深さ10cmの

東柱を持つ。桁行全長2・52cm（8・4尺），梁行全長2．76m（9・2）を掛出），主軸方位をN53。30′Eに取

る。柱穴は直径22－45cm，深さ9－56cmで側柱はいずれも深くしっかりしている。柱穴中には

長さ5－15cm，幅4－15cmの柱根が残る。樹種については同定を行っていず不明。柱穴中より

土師器の高坏の坏部甕の胴部，甕の胴部の細片が3点程出土している。

SBO4建物（Fig．14，PL13）

EII区で検出した1間×1間の建物で，SB06と漉穴が重複する。桁行全長3・15m（10．5尺），

梁行全長2・7m（9尺）を漁出），主較方位をN45。Wに取る。柱穴は直径43－53cm，深さ35－57cm

でいずれも大きく深く，しっかりしている。柱痕径は13－15cmである。柱穴中より弥生後期の

器台の細片から土師器の細片が数点出土している。

SBO5建物（Fig・14，PL13）

EII区で検出した。SXO5，SBllと重複する2間×1間の側柱の建物である。桁行全長3・8m

（12．7尺），梁行全長3．3m（11尺）を測り，主軸方位をN43。Wに取る。柱穴の直径は30－75cm，

深さは22－44cm測る。柱穴中より5世紀代と思われる土師器の高坏の細片，甕の細片が若干出

土しているだけである°

表1　掘立柱建物計測表

規　 模
桁　　 行　 輌 梁　　 行　 両 主　 軸

方　 位

床 面 積

（m z）

柱　 穴　 状　 態
備　 考

全 長 ㈹ 柱 間 寸法 （良） 全 長 （嘲 柱 間 寸法 阿 P it数 深　 さ 深　 さ 短　 径 桂 一根 径

1 2 × 2 3 ．9 （13） 6 ．8 ：6 ・2 3 ．6 8（12．3 ） 5 ．8 ：6 ．4 N 3603 0’W 1 4 ・24 9 2 5 － 4 5 27 － 48 2 3 － 3 8 13 － 15

2 2 × 1 3 ．－0 9 （10．3 ） 5 ：－5 ・3 3 ，15－（10．5） 10 ．5 N 4 5′E 9 ・73 7 7 － 4 0 25 － 38 1 8 － 3 7 12 － 15

3 2 × 1 2 ．5、2 （8 ．4） 4 ．2 ：4 ．2 2 ．7 6 9 ．2 N 5 30 3 0′ 7 ．07 7 　9 －．5 6 22 － 4 5 2 0 － 3 8 －‘7 － 1 5 桂 根 残 る

4 1 × 1 3 ・15 （1．0 ．5） 10 ．5 2 ．7 （9 ） 9　 － N 4 50W 8 ・5 4 3 5 － 5 7 43 － 5 3 3 8 － －4 5 1 5

5 － 2 × 1 3 ．－8 （12 ・7） 5 ・5 ：7 ．2 3 ．3 （11 ） 11 N 7 3 0W 1 2 ．54 6 2 2 － 4 4 30 － 7 5 3 0 － 67 1 8 － 2 2－－

6 1 × 1 2 ．5 5 （8 ．5） 8 ・5 2 ．2 5（7 ・5） 7 ．5 N 30W 5 ．7 4 4 20 － 50 3 5 － 7 0 3。～ 48 1 3 －，2 0

－7 2 × 2 3 ．6 （12 ） 6 ：6 3 ．6 （12 ） 6 ・2 ：5 ．8 ． N 2903 0′E 12 ・9 6 9 5 － 26 －19 － 6 0 16 － 46 12 － 23

8 2 × 2 3 ．7 （12・3 ） 5 ・3 ：7 3 ．6 （12 ） 6 ．－2 ：5 ．2 N 6603 0′W 13 ．3 2 8 5 － 宰3 2 3 － 4 4 20 －，3 5 8 － 14

9 2 × 2 3 ．6 （－12） 6 ：6 3－．4 5（11．5 ） 6 ：5 ．5 N 58。30′E 1 2 ．4 2 9 7 － 64 2 7 ・－ 43 23 － 3 5 13 － 15

10 1 × 1 1 ・8 （6） 6 1 ．65 （5 ．5 ） 5 ．5 N 840E 2 ．97 3 6．1－ 6 8 3 4 － 47 27 － 4 3 13 － 20

1 1 3 × 2 5 ・5 5 （18 ．5） 6 ：6 ・5 ：6 5 ．1 （17） 8 ．5 ：8 ・5 N 340 3 0’W ．2 8 ．3 1 ． 12 5 － 3 6 30 － 58 2 8 ～ 5 0 10 － 14

12 2 × 2 3 ．0 （10） 5 ：5 2 ．8 5 （9 ．5） 4 ・2 ：5 ．3 N 7 10 3 0′E 8 ・98 9 5 － 3 0 25 － 38 2 4 － 3 6 13 － 15

13 2 × 1 3 ．15 （10 ・5）

′
5 ．5 ：5 － 2 ．7 （9 ） 9 N 160W 8 ．5－1 ． 6 17 － 4 4 35 － 4 3 3 2 － 4 0 1 3 －－20

14 － 2 × 1 3 ・0 0 （10 ） 5 ：5 3 ・6 （12 ） 12 N 82 0E L l l ・．8 5 6 12 － 32 18 － 4 0 17 一一35 1 2 － 15
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SB10

Fig．I5　SBO7－12（1／100）
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SBO6建物（Fig．14，PL13）

EII区で検出した，1間×1間の建物である。桁行全長2・55m（8．5尺），梁行全長2．25m（7．5尺）

を測り，主軸方位をN3。Wに取る。柱穴の直径は35－70cm，深さ20－50cmを測り全体に深く，

しっかりしている。柱痕径は13－15cmを測る。柱穴中より土師器の細片が数点出土している。

SBO7建物（Fig．15，PL14）

EI区からFI区にかけての圃場整備地域との境界地で検出した。2間×2間の総柱の建物

で桁行全長3．6m（12尺），梁行全長3・6m（12尺）を測る。主軸方位はN29。30′Wに取る。柱穴の直

径は19－60cm，深さ5－26cmを測る。柱穴の深さは浅く，かなり削平を受けている。柱穴中よ

り土師器の細片が数点出土している。

SBO8建物（Fig．15，PL14）

FI区の圃場整備地区の境界地で検出した2間×2間の側柱の建物である。中央に東柱は検

出できなかった。削平の結果，消滅した事が考えられる。桁行全長3．7m（12・3尺），梁行全長3・6m

（12尺）を測り，主軸方位をN66。30’Wに取る。柱穴の直径は23－44cm，深さ5－23cmを測るが，

いずれも小きく浅い。柱痕径は15cm位である。出土遺物はなかった。

SBO9建物（Fig．15，PL14）

FII区で検出した。SX30と重複する2間×2間の建物である。桁行全長3．6m（12尺），梁行

全長3．45m（11・5尺）を測り，主軸方位をN58°30’Eに取る。柱穴の直径は27－43cm，深さ7－

64cmを測り，柱穴の大きさにばらつきがある。柱穴より時期不明の土器の細片が1点出土して

いる。

SB10建物（Fig・15，PL14）

FII区で検出した。SX30を切団，1間×1間の建物で桁行全長1．8m（6尺），梁行全長1．65m

（5．5尺）を測る。主軸方位はN840Eに取る。柱穴の直径は34－47cm，深さ61－68cmを測り柱穴

は深くしっかりする°一部柱根が残る。規模から見て古墳時代後期の4本の主柱穴を持つ竪穴

住居址が削平された可能性もある。出土遺物はない。

SBIl建物（Fig・15，PL15）

EII区の圃場整備地との境界で検出した。SBOlに切られる，2間×3間の側柱の建物であ

る。主軸方位をN34030′Wに取り，桁行全長5．53m（18・5尺），梁行全長5．1m（17尺）を測る。

梁間には間柱が入り，柱の並びは，やや不揃いである。柱穴の直径は38－58cm，深さは4cm～

36cmを測る，北側の柱は削平の為か残りが悪い。柱穴中より土器片が若干出土している。

SBl2建物（Fig．15，PL15）

BII区で検出した。2間×2間の総柱の建物である。桁行全長3．0m（10尺），梁行全長2・85m

（9・5尺）を測り，主軸方位をN71。30’Eに取る。柱穴の直径は25－38cm，深さは5－30cmを測る。

出土遺物はなかった。
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SB13建物（Fig・、16，PL15）

BII区で検出した。2間×1間の側柱だけの建物

である。桁行全長3・15m（10．5尺），梁行全長2．7m

（9尺）を測り，主軸方位をN16。Wに取る。柱穴

の直径は35－43cm，深さ17－44cm，柱痕径は12－

15cmを測る。出土遺物はなかった。

SB14建物（Fig・16，PL1163）

BII区で検出した。2間×1間の側柱だけの建

《

土50－6「－、 5。て
L＝18．52m SB14

物である。桁行全長3．0m（10尺），梁行全長3．6m Fig．J6　SB13－15（1／100）

（12尺）を測り，主軸方位をN82。Eに取る。建物の形態は西側にやや開き気味になる。柱穴の

直径は18－40cm，深さは12－30cm，柱痕径は12－15cmを測る。出土遺物はなかった。

SB15建物（Fig．16，PL16．）

BII区北側境界地で検出したため，全体の形状は明らかでない。SD15を切る2間×1間以

上の建物である。柱穴の直径は32－50cm，深さは12－50cmを測り，柱穴としては比較的大きく，

しっかりしている。

溝状遺構（SD）

今回の調査では，全部で18条検出した。遺構番号は昭和56年の圃場整備地区の調査で検出さ

れた旧河川2条にSDOl，02と名弥をつけており，今回検出された旧河川がその時調査された

旧河川SD02とつながる為，番号付けをSD02より始めた。SDOlは56年調査の旧河川である。

SDO2（Fig・19，PL17，22）

E区からC区にかけて，南西側から北東方向に緩やかに蛇行する旧河川である。規模は幅が

14－19m，深さが0・7mを測り，幅の割には浅い。E区でSD05がC区でSD03が切り込む。平面
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観察からいずれもSD02がある程度埋没した段階に切り込んでいる。底面は中央がやや深くな

るが，所々たまり状の落ち込みがあ生流木が見られた。堆積土は大きく3層に分かれる。第

Ⅰ層は1－3・7－9層迄・第II層は4－6，10－14層，第III層は15－19層迄である。川幅が

広いため，谷水田等の可能性も考えて土層観察を行ったが，明確な水田土壌は確認出来なかっ

た。D区からC区の旧河川内に2列の杭列が見られた。杭はいずれも直径が大きくても5cm，

長さ30cm程度でそれほどしっか1日ノたものでない。遺物は主にⅠ．，II層で大量に出土した。特

に北岸周辺に集中出土してお生北側台地部の集落から廃棄または流れ込んだものと考えられ

る。弥生時代中期から古墳時代迄の遺物が出土しているが，特に弥生時代後期初め頃のものが

多く・完形のものも多い。叉II，III層より木器叉は，植物の種子等も出土した。

J号杭列（Fig・17）D区で検出した。杭は全部で48本検出した。杭の直径は2－5cmで，

長さ6－35cmでそれ程大きくしっかりしたものでない。水の流れに直交するように設置されて

いる。残りが悪いので性格がはっきり断定できないが，楯状のものであろうか。

2号杭列　C区で検出した。杭は全部で16本検出した。杭の直径は3－5cmで，長さ9－29cm

を測り，それ程大きくしっかりしたものでない。流れに直交するように杭列は2列平行に設置

されている。1号杭列と同じようなものであろうか。

SDO3（Fig．19，PL18）

D区で検出した°SD02の堆積土中に切り込む溝である。SD02との合流点から北西へ延び，

圃場整備区域内でSD05と合流する溝である。調査範囲内では長さ25m分検出した。幅3．1m，

深さ0・95mを柳田）断面は緩やかな蒲鉾状を呈する。堆積土は8層に細分できるが，大きくは3

層に分ける事ができる。上層は1－3層で暗茶褐色粘質土から灰褐色シルト又は暗灰褐色砂で

ある。中層は4・5層で暗灰褐色砂礫又は暗青灰色砂混り粘質土。下層は6－8層で暗灰褐色粘土

から黒色粘土となる。下層の8層中には流木や植物遺物が多量に検出され，木器なども数点確，

認された。

。
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Fig・l7　SDO2内検出1号杭列（1／60）
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遺物は弥生式土器片，古墳時代，土師器片，砥石，木製の鍬など出土しているが量はそれ程多

くない。

SDO4（Fig・18，PL21）

D区で検出した。南西方向から北西方向へ鍵型に伸びる溝である。削平によるものか，残り

は余り良くない。調査区で確認した長さは19mである。溝は幅0．4－0・5m，深さ0．2m前後であ

る。断面形は逆台形を呈する。覆土からの遺物の出土は少なく，いずれも細片である。

SDO5（Fig．20，21，PL19）、

E区で検出した。SD02から北へ逆

に延び圃場整備地区の第9区でSD03

と交わる溝である。北側II区でSD06

と07と切り合うそれぞれの溝の先後関

係はS DO6→05→07とSD06が一番古い。

更に土層図の観察によれば，SDO5，6

の層の下に溝状の落ち込みが見られ，

それをSDO5下層溝とする。調査区で

確認したSD05の長さは20mである。

溝幅は土層図から見れば2．4－2．6m，

深さ0・5－0・6mを測る。溝の断面は逆

台形又は，浅い皿状を示す。溝の覆土

は大きく　3層に分ける事ができる。

上層は黒褐色粘質土を主体とし，砂礫

を混える事もある。中層は黒褐色粘質

土又は暗茶褐色粘質土を主体とし，黄

褐色地山ブロックや炭化物を含む。下

層は暗茶褐色粘質土又は，暗灰褐色粘

質土を主体とする。遺物は特に中層よ

り集中して出土しており，又炭化物が

集中する灰層が見られ，その灰層中に

多量の土師器や植物の種子が含まれて

いた。完形のものも見られた。

SDO5下層溝は覆土が黒灰色砂から

暗灰褐色砂礫である。その中から弥生

時代中期から後期迄の鉄分が付着する
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磨滅の著しい土器片が出土し

ている。

SDO6（Fig．20，21，PL19）

南東から北西へ斜めに延び

る溝で，EII区で検出した。

EI区ではSD05と重複する

ため，全様は知りえないが，

土層断面から判断すればO・9－

1・6mになり，I区では幅が広

くなるO　深さは0．55－0・77m

で，断面形は浅いU字形叉は，

Ⅴ字形，逆台形と不揃いであ

る。覆土は上層が暗青灰色粘

質シルト又は砂混り土，下層

は暗灰褐色砂叉は，暗青灰色

砂となる。遺物の出土は少な

く叉，すべて細片である。

SDO7（Fig．20，PL19，22）

EII区で検出した°　SD05

を切り，やや蛇行しながら南

から北北東へ延びる小溝であ

る。南側はSD05と重複し消

滅する。土壙SX14．・18・19

と切り合う。切り合関係では，

SDlOより新しくSX14よりは

古い。溝の規模は幅0．4－0．75

m，深さは0・3－0．4mを測り，

断面形は逆台形を呈する。溝

の覆土は単純であり，暗灰褐

色粘質シルトを主体とする。

出土遺物は，それ程多くない。

古墳時代の土師器や玄武岩製

の石斧の破片が出土している。 Fig．20　SDO5，06，07（1／100）
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C）

Fig．22　SDO8－11（1／100）
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SDO8（Fig．22，PL21）

EII区のSD05の東側で検出した。「く」の字状を呈する小溝

である。西端はSDO7，SX14に切られ消滅，南端は削平によ

り消滅する。溝の規模は幅0．2m，深さ0．1mを測り，覆土は暗

暗灰褐色粘質シルトである。覆土中より弥生式土器片や古墳

時代土師器片が出土している。

SDO9（Fig．22，PL21）

EIIで検出した。南々東から北北西へ，蛇行気味に延びる

溝でSDO8，10，11と重複し，北端はSX18で切られ消滅し，

南端は南側境界地付近で消滅する。規模は幅0・25－0・63m深

さ8－23cmを測り，浅い。覆土は暗灰褐色粘質シルトである。

覆土中より弥生時代後期土器片や古墳時代の土師器片が出土

した。細片がほとんどある。

SD10（Fig・22，PL21）

E区で検出した。南々東から北北西に延びる小溝である。

SX18，に切られ，SDllと重複する。規模は幅0．2－0・3m，

深さ0・1－0・2mを測る。覆土は黒褐色粘質土と茶褐色粘質土

の混合土である。遺物は弥生式土器片や古墳時代の土師器片

が出土しているが細片がほとんどである。
0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

SD＝（Fig・22，PL21）　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．23　SD14（1／60）

E区で検出した。南から東へ鍵形に伸びる小溝である。遺構の残りは悪く，部分的に遺構が

とぎれる。SDO8，09に切られる。規模は，幅0．3－0・5m，深さは0．12－0・15mを測る。覆土

は暗灰褐色粘質シルトである。覆土中より土師器の細片が出土している。

SD12（Fig・19，PL20）

CII区で検出した。略北に延びる溝でSD02の埋土中に切り込んでおり，SD02より新しい時

期のものである。確認長7・7m，幅1．6－1・75m，深さ0．43－0．51mを測る。底面は溜り状の土

壌が見られ凹凸が激しい。覆土は大きくは3層に分かれる。上層（1層），暗灰褐色粘質土と茶

褐色砂の混合，中層（2・3層），黒灰褐色粘質土を主体とするもの，下層（4・5層），黒灰褐色砂混

り粘土である。覆土中からの遺物の出土はなかった。

SD13（Fig・19）

CII区で検出した。確認長4．9m，幅0・36m，深さ5cmを測る小溝で，覆土から見て近代の溝

である。

SD14．（Fig．23，PL21）
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FII区で検出した。略南北方

向に延びる小溝である。確認長

は9．5m、幅は0．2－0．3m、深さ

は5cmを測る。覆土は黒褐色砂

混rO土で，出土遺物はなかった。

SD15（Fig・24，PL21）

BII区で検出した。北側境界

より南東に延びる溝で，SB15と

重複する。先後関係はSB15が

新しい♪　調査区での確認長は

9・6mを測る。溝幅は0・5－0．9m，

深さは0．2mである。断面形は逆

台形を呈する。覆土は粒子が細か

い暗茶褐色粘質土で硬く鉄分が

沈殿している。遺物は弥生式土

器片や古墳時代の土師器片が少

量であるが出土している。

sD16（Fig．26，27，PL20，22）　Fig．24SD15（1／80）

A区とB区の境界地で検出した。南西から北東方向へ延びる溝である。南側境界地でSD17と

重複する°土層断面図の観察によれば，SD16がSD17を切るようである。溝幅は3－4m，深さ

は0・7mを測り，断面は逆台形を呈する。覆土は大きく2層に分けられる。上層は1－3層で，

暗灰褐色から淡黒青灰色粘質土である。下層は4－5層，暗灰褐色～淡黒灰色粘土である。こ

の溝の東側では，地山が砂礫の氾監原状を呈し，台地縁辺をめぐる溝と考えられる。堆積土中

に流木等が見られ，つねに水が流れていた状況を示す。遺物は古墳時代の土師器などが出土し

ているが細片がほとんどである。

SD17（Fig．26，27，PL20）

SD16と重複する溝である。幅2．5m、深さ0．28mを測る。溝断面は浅い逆台形を呈する。溝

の覆土は，上層が暗茶褐色粘質土，下層が黒灰色砂礫となる。覆土中からの遺物には，弥生時

代から古墳時代の須恵器迄がある。

SD18（Fig・25，27，PL20）

A区で検出した。南西から北東へ延びる溝である。幅は0．7－1・5m，深さ0．2－0．13mを測る

幅の割には浅い溝である。覆土は大きく3層に分ける事が出来る。第1層は1－5層，第2層

は6－8層，第3層は9－13層迄である。遺物は弥生式土器片や古墳時代土師器，須恵器片
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が出土する。量はビニール袋3袋程で，それ程多くない。底面や形状も不規則である事から，

自然水路の可能性が強い。

SDI9（Fig．25）

SD18を切る，南北方向に延びる溝である。埋土，出土遺物から見て近代のものである。幅
、－

1・1－2・1m，深さ0・7mを測り，断面形は逆台形である。構内に直径5cm前後の杭列が一列に並

んで検出された。

2．出土遺物

土壙出土遺物（Fig．28－40，PL23－25）

SXO4土壌（Fig．28）

土師器

域（1）　復元口径14・4cmを測る。胴部はやや膨み，口綾部はやや内傾する。全体に磨滅が

著しいが胴内面はヘラヶズリを施す。

高坏（2）　坏部の小片である。復元口径19・3cmを測る。言綾部が斜め外方に延びる器形で

ある。

SXO6土壙（Fig・28）

土師器

甕（3，4）　3は言綾部片，4は鹿部片である°　3は復元口径12．2cmを測り，言綾部はや

や外へ開く。4は平底気味の鹿部を持つ，胴内面はヘラヶズリを施す。4は覆土中，3は床面

より出土した。

高坏（5）　林部の小片で言綾部を欠くため口径は不明。言綾部は内湾気味に外に開く。

SXO7土壙（Fig．28）

弥生式土器

器台（6）　言縁部片で復元口径10．8cmを測る。器表面は磨滅が著しいが，外面はナナメハ

ヶを施す。床面より出土したが，流れ込みであろう。

鉢（9）　復元口径19・2cmを測り，口綾部が「く」字状に外へ開く器形である。

土師器

鉢（7）　復元口径12．0cmを測る。言綾部は「く」字状に短く外反し，言緑端部を丸くおさ

める。

漠式系土器

鉢（8）　軟質の鉢で，復元口径12．0cmを測る。丸く張った胴部から大きく外湾する言綾部

を持つ。言縁端部は強いナデ調整により凹む。器形的に見て三雲遺跡寺ノ言II－17地区出土の
註10
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硬質の鉢に類似する。

SXO8土壌（Fig．28）

土師器

鉢（10，11）10は復元口径10．3cmを測る。言綾部は「く」字状に短く外反し，内面に稜線

を形成する。11は平底の鹿部片であり，全様は判らないが，鹿部の形態から漠式系土器の平底

鉢の可能性があるO

高坏（12）　脚部小片で復元脚端径11．0cmを測る。筒部はエンタシス状にややふくらみ，脚

裾部は筒部から内湾気味に開き，端部を丸くおさめる。

SXO9土壙（Fig．29）

土師器

甕（13，14）　いずれも言綾部片で復元口径は13が16．6cm，14が15．4cmを測る。言綾部は胴

部から「く」字状に強く外反し，内面に稜を有す。

高坏（15－19）15，18は坏部，16，17，19は脚部片である。坏部はいずれも休部下位が屈折し，
ヽノ

強い段を形成する。言綾部は内湾気味に軽く外反する。坏部は口径の割りに，深さが5・5－6・5

cmと深い。脚部は2種類に分かれる。15，18は大きく広く，端部が更に「く」字状に軽く外

反する。17は内面に段を形成する。脚が短く大きく開くので高台付　の脚部の可能性もある。

15と16，18と19は同一個体の可能性がある。

SX10土壌（Fig．29）

土師器

璃（20）　完形品である。言綾部が内傾し，口緑端部を鋭くおさめる。床面より出土。

SXJ4土壙（Fig・29，表2）

土師器

甕（21）　言綾部小片で復元口径11・8cmを測る。口綾部は胴部からやや外開きに直立する。

高坏（22，23）　いづれも脚部片で，脚端径は復元で12．6cm，13．7cmを測る。坏部との接合

部分は22が直径4．4cm，23が2．7cmと23がやや狭い。脚裾部はいずれも稜を形成して外方へ強く

屈折し，端部を丸くおさめる。23は床面出土。

手捜土器（24）　復元現存高2・2cmを測る。内外面全体に指調整痕が強く残る。

百済土器

坏（25，26）　24は完形で口径12・9cm，25は復元口径14．2cmを測る。いずれも鹿部は平底で，

休部は鹿部から内湾気味に開く。言縁部は直立し，口綾部をやや内傾気味に平坦におさめる。

口縁内面には段を有す。24は体内外面下部へラヶズリのち，指ナデ調整を施す。25は焼成が悪

い。千葉県大森第2遺跡出土のものに類例がある。
註l1

玉類（Fig．30，表2）
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Fig．28　sXO4－08出土遺物（1／3）

滑石製臼玉　全部で48個出土した。覆土中からの出土である。大ききから2種類に分かれる。

大型のものは側面を算盤玉状に作り出している。

SX15土壙（Fig・29）
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Fig．29　SXO9－15出土遺物（1／3）
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Fig・30　SX14，25出土玉類（1／1）
（m m ）

N o ・
種 一類

長　 径 短　 径 高　 さ 孔 径 色 調 材 質 －備　 考

1 － 臼　 玉 4 ．0 3 ・5 2 ・－5 1 ．0 灰 褐 色 滑 石

2 ／／ 4 ・5 4 ．0 2 ．0 1 ．0 ． ／／ ／／ 一 部 欠 失

3 ／／ 4 ．0 3 ．′5 2 ・5 1 ．0 ／／ ／／

4 ／／ 4 ．5 4 ．0 2 ・0 1 ・0 ／／ ／／

5 ／／ 4 ．5 2 ・0 1 ・5 ／／ ／／ 一 部 欠 失

6 ／／ 4 ・0 2 ・0 1 ．0 ／／ ／／

7 〃 4 ．6 4 ・5 2 ．0 1 ．5 ／／ ／／

8 ／／ 4 ．5 4 ・2 2 ．0 1 ・P ／／L ／／

9 ／／ 4 ・0 3 ．9 2 ．0 1 ・2 ／／ ／／

1 0 ／／ 4 ．0 2 －・0 1 ・0 ／／ ／／ 一 部 欠 失

l i
／／ 4 ．5

云・2
2 ．0 1 ．4 ／／ ／／

1 2 ／／ 4 ．2 1 ．3 1 ・1 ／／ ／／

1 3 ／／ 4 ．2 4 ．0 1 ・8 1 ．5 ／／ ／／

i 4
／／ 4 ．0 3 ．、8 1 ・0 1 ．5 ／／ ／／

1 5 ／／ 4 ．5 4 ・0 0 ．8 1 ・3 ／／ ／／

1 6 ／／ 4 ・2 4 ・0 1 ・8 1 ・3 ／／ ／／

1 7 ／／ 4 ．3 －4 ．0 1 ．2 1 ・5 ／／ ／／

1 8 ／／ C4 一2 4 ・0 2 －．0 1 ・3 ／／ ／／

1 9 ／／ 4 ．0 3 ．8 1 ・8 1 ．5 ／／ ／／ 一 部 欠 失

2 0 ／／
本 5 4 ・0 1 ．5 1 ．1 ／／ ／／

2 1 ／／ 4 ．2 3 ．0 1 ．1 ／／ ／／

2 2 ／／ 4 ．2 4 ．0 2 ．6 1 ．2 ／／ ／／ 一 部 欠 失

2 3 ／／． 4 ．5 4 ．0 3 ・0 1 ・1 ／／ ／／ ／／

2 4 ／／ 4 ．0 2 ．8 1 ・5 ／／ ／／ ／）

2 5 ／／ 4 ．5 4 ．0 2 ・－9 － 1 ・2 ／／ ／／ ／／

表2　玉類計測表

◎－甲
l

1cm

（迅　m』i当
48　　　49

N o1 種　 類 長　 径 短　 径 高　 さ 孔 径 色　 調 材　 質 備 ．考

2 6 臼　 玉 4 ・2 4 ・0 2 ．5 1 ．2 灰褐色 滑 石

2 7 〃 4 ・2 4 ．0 3 －5 1 ．5 ／／ ／／ 一部 欠失

2 8 ／／ 4 ・4 4 ．1 －3 ．2 1 ．4 ／／ ／／ ／／

2 9 ／／ L4 ・2 4 ・0 ・2 ．9 1 －2 ／／ ／／

3 0 ／／ 4 ・－4 4 ．0 2 ．8 1 ・2 － ／／ ／／

3 1 ／／ 4 ・3 4 ・2 3 ．0 －1 ・0 ／／ ／／

3 2 ／／ 4 ．0 2 ・5 1 ．2 ／／ ／／

3 3 ／／ 4 ．2 4 ・0 2 ．5 1 ．5 ／／ ／／ 一 部 欠失

34 ／／ 4 ．0 3 ・8 2 ・6 1 ．－2 ／／ ／／ ／／

3 5 ／／ 4 ・0 3 ・7 2 ・5 1 一0 ／／ ／／－

3 6 ／／ 3 ．3 3 ．6 2 ・6 1 ・2 ／′ ／／

3 7 ／／ 4 ・0 3 ・8 2 ・6 1 ．2 ／／ ／／

3 8 ／／ 　3 ・8 　3 ・0 I ・0 ／／L ／／

3 9 〃 3 ．6 2・・8 1 ．0 ／／ ／／ 一 部 欠失

4 0 ／／ 4 ・4 4 ．2 3 ・0 1 ・3 ／／ ／／

4 1 ／／ 4 ．1 4 ・0 2 －・4 1 ．3 ／／ ／／

4 2 ／／ 4 ．2 4 ．0 2 ・4 1 ・3 ／／ ／／ 一 部 欠失

4 3 ／／ 3 ．6 2 一5 1 ．3 ／／ ／／

4 4 ／／ 3 ・8 3 ・5 、 2 ．8 1 ・2 ／／ ／／ 一 郎 欠失

4 5 ／／ 4 ．2 ． 4 ．0 2 ．5 1 ・5 － ／／ ／／

4 6 ／／－ 4 ・0 3 ．5 2 ．6 1 ・2 ／／ ．／／

4 7 ／／ 4 ．3 3 ・8 3 ・0 1 ．2 ／／ ／／

．4 8 〃 4 ．7 4 ．－3 2 ・8 1 ．2 ／／ ／／ 一部 欠失

4 9 ／／ 4 －・0 3 ．8 1 ．8 1 ．1 ／／ ／／ S X 2 5出土
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土師器　　、

域（27）　口綾部小片で復元口径12．0cmを測る。全体に丸く，言端部も丸くおさめる。

SX16土壙（Fig．31）

土師器／

堝（28－31）　それぞれ復元口径13・5cm，12．2cm，12．9cm，14．6cmを測る。28，30，31は口

径の割には底が深く，28，30の口綾部は鹿部から湾曲しながら直立する。29の言緑部は内傾す

る。31は如意形に軽く外反する。

鉢（32）　言緑部を欠失する為，全体の形状は不明だが，形態・規模から鉢とした。

SX17土一壙（Fig．31）

須恵器

高坏（33）　坏部片で，復元口径12．0cmを測る。言綾部のたちあがりは内傾が著しく，言縁

端部を平地こおさめる°体部下半にはかき目を施す。脚部には4ヶ所に方形の透しがある。

石器

砥石（34）　最大長25．1cm，貴大幅8．7cm，最大厚6．2cmを測る。石質は砂岩で色調は暗灰色

を呈する。左側辺は破損するが上面，右側面を砥面として利用している。底面は粗割調整の痕

跡が残る。

SX19土壙（Fig．32）

土師器

壺（43，46）　43は大きく開く言綾部を持つと思われる大型壷の胴部片である。46は言緑部

片で復元口径10・8cm，胴部最大径13・4cmを測る。口緑部が胴部から軽く外反する器形である。

甕（44，47）　44は言縁部片で復元口径15・8cmを測る。言綾部が胴頸部からやや開き気味に

直立し，言端部を丸くおさめる器形である。47は鹿部片でやや平底気味を呈する。

鉢（48）「く」字状に外反する言綾部を持つ器形である。

漢式系土器

壺（42）　軟質のもので復元完形である°　口径17．2cm，器形15・5cmを測る。鹿部は平底気味

で，胴部は下膨れする°　言縁部は「く」字状に外へ開く。大阪の一須賀27号墳出土のものと縄
証ほ

蕎文の叩きの有無を除けば器形的に類似する。

鉢（45）　軟質のもので深鉢型土器である。復元口径17．2cm，器高15．5cmを測る。胴部は砲

弾形を呈し，言緑部は「く」字状に短く外折する。言線内外面には指おさえ痕が明瞭に残る。

長原遺跡SEOl出土のものに類似例がある。
杜13

石器
し

砥石（49）　破片で現存長7．8cm，最大幅8．4cm，最大厚3．1cmを測る。石質はやや目の粗の砂

岩である。上下両小言，右側辺は欠損する。左側辺は粗い調整面を残すが，下面は丁寧な調整
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Fig．3l SX16－20出土遺物．（1／3，34は1／4，41は1／1）
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Fig．32　SX19出土遺物（1／3）
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を施す。砥面として使用は上面のみである。

SX20土壙（Fig・31）

土師器

甕（35）　言綾部片で復元口径19・8cmを測る。言綾部は胴部から軽く外反する。

域（36）　復元口径12．6cmを測る丸底の域で，言縁部は直立し端部を尖り気味におさめる。

須恵器

坏蓋（37）　復元口径12・6cmを測る。天井部は平坦で言緑部の境に稜を有す。口端部内面に

は軽い段を有する。天井部2／3に回転へラヶズリを施す。ロクロ回転は逆時計廻rOである。

坏身（38－40）　いずれも言綾部小片である。復元口径は38が11．2cm，39が11．6cmを測る。

40は言緑端部は欠失する為不明。いずれも言綾部のたちあがりは内傾するが，高さは2．2－2・4

cmと高い。鹿部は平坦で，2／3迄回転へラヶズリを施す。40は回転へラヶズリに手持ちへラ

ヶズリを加える。

装身具（Fig・31）

耳環（41）　2連の環で，環の直径は1・7－1．9cm，太さは3mmと小さく細い。青銅製のもの

と思われる。

SX21土壌（Fig．33）

土師器

甕（50）　胴部から口綾部にかけての小片で，復元口径は18．8cmを測る°　しまりのある頸部

から「く」字状に外折する言綾部を持つ器形である。．

壺（51）　復元完形で，口径10．1cm，器高14．9cmを測り，最大胴径は胴部中央にある。言綾

部は内湾気味に外方へ開く。器壁は薄くもろい。磨滅がひどく内外面共調整は不明。

高坏（52，53）　52は復元完形，53は言綾部片である。52は口径14．8cm，器高12．1cmを測る。

体部下半に段を持ち言綾部は内湾気味に外へ開くが，言端部は軽く外反する。53は52よりも大

型で言綾部が外反する器形である。

SX22土壌（Fig．33）

土師器

鉢（54，55）　54は復元口径17．0cmを測る。言緑部は直立気味の胴部からやや外方へ開く器

形である。55は復元口径21．6cm，器高18．9cmを測る大型の深鉢である。口径の割に器高が低く，

胴部最大径が上半部にある。言綾部は胴部から「く」字状に外反する°例を見ない器形で朝鮮

半島系土器の流れをくむものの可能性がある。

SX23土壙（Fig・34）

土師器

鉢（56）　言緑部を欠失するが大きさ器形から鉢とした。
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Fig・33　SX21，22出土遺物（1／3）
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甕（58）　胴鹿部片である。鹿部は丸底である。胴部最大径は26・1cmを測る。

高坏（57）　脚端部を欠失する。口径18．2cmを測り，割と底が深い器形である。体部下半に

段を有し，口緑部は内湾気味にのぴ，言端部を軽く外反させる。

SX26土壙（Fig・34）

漢式系土器

盤（59）　鹿部は中窪みの平底で胴部が膨み，言綾部が直立すると思われる器形である。胴

部最大径は復元で25・2cmを測る。外面は格子目叩きを施し，赤色顔料が部分的に残る。内面に

はあて具痕が胴部上半に残る。

SX28土壙（Fig・34）

須恵器

高坏（60）　復元口径12．6cmを測る。鹿部は丸味を持ち，たちあがりは内傾する。鹿部1／

2迄はかき目が施される。坏身とも考えられるが，かき目調整から高坏とした。

SX30土壙（Fig・34）

弥生式土器

甕（62）　復元口径24．0cmを測り，言綾部は逆L字型を呈する。

須恵器1

坏蓋（61）　復元口径12・8cm。言綾部は天井部の境に明確な稜を形成し，直立する。言緑端

部には凹線がめぐる。天井部3／4迄は回転へラヶズリ，ロクロ回転は順時計回りである。

SX32土壙（Fig．38）

須恵器

坏身（94）　言端部を欠失する小片で，受部は水平に作り出し，たちあがりは内傾気味に直

立する。外鹿部2／3は阿恵へラヶズリで，ロクロ阿恵は逆時計回りである。

SX35土壙（Fig・38）

土師器

甑（95）　復元口径23．8cmを測る。言綾部から胴部の形態，大ききから甑とした。

SX36土壙（Fig・35）

土師器

小型丸底壺（63）完形品である。口径7・4cm，器高8．2cmを測り，胴部最大径は上半部にあ

る。口綾部は胴部より斜め外方へ開き，端部を丸くおさめる。

璃（64－66）　口径はそれぞれ12．8cm，13．3cm，13・4cmを測る。64，66はほぼ完形である，

壺（75，76）　75は復元口径23・Ocmを測る大型の壷で，言緑部中央に段を有し，二重言緑の
1

面影を残す。76も大型壺で復元口径17．7cmを測る。しまった頸部から大きく外反する口綾部を

持つ。
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甕（77，79，80）77，79は肩がやや張り言緑部が「く」字状に強く外反する器形である。

復元口径は18・4cm，15・4cmを測る。80は復元口径24．0cm，最大胴径23．0cmを測る。やや直立気

味の胴部から，言綾部は「く」字状に短く外反し，言緑端部を「コ」字状におさめる。

甑（78）　鹿部片で直径2．2cmの孔が，外方から焼成後穿れている。鹿部には粗痕が残る。

高坏（81－93）　坏部片，脚部片がそれぞれ破片で出土した。完形に近いものは81，84だけ

である。坏部片はいずれも体部下半に段を有するもので，ほぼ同一の器形であるが，言緑部が

直立するもの，わずかに外反するものというわずかな差がある。復元口径は81が17．0cm，82が

17．0cm，84が16．6cm，85が15．6cm，86が18．4cm，87が17．0cmを測る。脚部は大きくラッパ状に

開くもの（88）脚裾部が「く」字状に外折し，端部を水平に作り出すもの（83，84，88－93）

の大きく　2類に分かれ，後者については更に裾端部が内湾気味のもの（83，92），裾部が軽く

外反するもの（84，89，90，93）の2類に細分出来る。82と83は大ききから同一個体の、可能性

がある。
／

漢式系土器

鉢（69，70　71－74）　いずれも軟質の深鉢型土器である。69　70は言縁部片で復元口径

11．0cm，11・7cmを測る。丸味を持った胴部から言緑部が「く」字状に強く外折する器形である。

70の言縁直下には沈線がめぐる。71－75は鹿部片でいずれも平底である。胴部は内湾気味に直

立する。69，70のような言緑部を持つ器形であろう。鹿部は大型と小型の2種類に分かれる。

大型は71で底径8・7cm，小型は72－74で7・2cm，7．0cm，6・0cmを測る。71は鹿部がやや中窪み，

鹿部と胴部の境はヘラナデ調整である。72は胴外面に叩きの痕跡がかすかに残り，鹿部との境

にヘラヶズリを加える。73は型作りによるもので内底面は丸く，胎土に金雲母を含む。74は鹿

部との境はヘラナデを加える。

SX38土壌（Fig．38）

土師器

高坏（96，97）96は復元口径15・8cmを測る坏部片で，休部下位に段を有し，言緑部は軽く

外反する。97の脚部は大きく外方に開き，脚端部を水平に作り出している。

SX39土・壙（Fig．38）

土肺器

高坏（98）　脚部片で，筒部はエンタシス状にややふくらみを持ち，裾部は「く」字状に外

折する。

須恵器

台付壺（99）　口径11・5cm，器高17・2cm，脚径14．8cmを測る復元完形品である。胴部最大径

を上半部に持ち，言緑が直立する短頸壷にラッパ状に大きく開く高台が付く。高台端部は哨状

におさめる。胴部から高台部上半には静止へラケズリを，言緑部にはヘラ描文様が施される。
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－　51－



／

／

／

（　 ） －、ヽ

／ゝ二L r
」、 「

／一　 一一一 ＼一1　 、－－－ － ノ

）
1

1　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　／／

0

Fig．36　SX36出土遺物II（1／3）
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SX40土壙（Fig・38）

弥生式土器

壺（100）　胴部片で最大胴径20．7cmを測る。胴部は肩平な算盤玉状を呈し，鹿部はやや不安

定な平底である。

甕（101）　復元口径12・6cm，器高18・8cmを測る。長胴の丸味を持った胴部で，最大胴径は中

央やや上半にある°　口綾部は短く外反し，端部を水平に作り出す。

SX46土壌（Fig．39）

土師器

高坏（102，103）102は坏部片，103は復元完形である。102は復元口径16．8cmを測り口径の

割に深さがある。103は口緑部が短く直立する皿状の浅い杯にラッパ状に外に開く脚を持つ器形

である。器形的には身近に類例が見られず，大阪府の野中古墳，八尾南遺跡の中に類似例があ
註14　　　　　　　註15

る。

漢式系土器

甕（104）　言緑部片で復元口径15．7cmを測る。言緑部は外方へ開き，口緑端部は強いナデに

ょり四線がめぐる。胴部には5－6本単位のヨコ平の平行叩きを施す。焼成は良好で須恵器に近い。

SX47土壌（Fig．39）

土師器

域（105－107）105，106は言緑部片，107は完形に近い。口径は105，106が復元で13・Ocm，

12．2cm，107が14．5cmを測る。107は他に比べ大きく底も深い。言綾部は如意形．に軽く外方へ開

き，体外面は淡青灰色をおびる。

壺（108），外方へ大きく開く器形の言綾部片である。復元口径17．2cmを測る。

高坏（110，111）111は復元口径14．4cmを測る坏部小片である。体部下半に段を有す。言

綾部は内湾気味に大きく広がり，言端部を軽く外反させる。111は脚部片である。脚裾部は明

確な稜線を持って「く」字状に屈折する。

器台（112）　復元口径20・2cmを測る器形である。休部中央に1条の三角突帯がめぐり言端

部は丸くおさめる。

漢式系土器

甕（109，113）109は軟質の長胴を呈すと思われる甕である。復元口径20・5cmを測り，口緑

は大きく外湾して開く。言端部直下に粗いハヶ目を，胴部には横方向の平行叩きを施す。土師

器の可能健もある。113は平底気味の鹿部片で，鹿部は中窪む。外面には縄薦文様の叩きを施し，

内面にはあて具痕が残る。焼成は良好で硬質である。

SX48土壌（Fig・39）

土師器
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Fig．38　SX32－40出土遺物（1／3）
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高坏（114），脚部片である。筒部がややふくらむ器形である。

SX50土壌（Fig．40）

土師器

甕（115）　肩部片である。言緑部はやや開き気味に直立するようである。胴部外面はハヶ

目，内面はヘラヶズ11仕上である。

把手（117）　牛角形を呈する把手である。長さ7・2cm，幅3．4cm，直径3．0cmを測り，上面に

ヘラによる切り込みが入る。指調整仕上である。漠式系土器の可能性がある。

漢式土器

鉢（116）　軟質で深鉢型土器の鹿部片である。外面にはタテ，ヨコの平行叩きが合わせて施
／／

されている。内面には指ナデ調整痕が残る°

井戸出土遺物

SE31（Fig．41，42，PL25）

土師器

璃（118，119）118は復元口径14・Ocm，119は復元口径13．3cmを測る。調整は119が内外面ナ

慢O
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15cm
L一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一し一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

Fig．40　SX50出土遺物（1／3）
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デ，119は外鹿部から胴部にかけて不整方向の粗いハヶ目を施す。いずれも覆土下層より出土し

た。

高坏（120）　覆土下層より出土した脚部片である。脚裾部は「く」字状に屈折して水平に延

びる。端部は丸くおさまる。内面はヘラヶズリ，外面は指ナデ仕上である。

須恵器

坏（121，122）121は坏蓋，122は坏身である。復元口径は121が11・6cm，122が10．6cmを測

り，法量から見てセット関係にあると考えられる。いずれも言緑部のかえり，立ち上りが直叉は

直立に近く，端部を121は平坦に，122は段を持っておさめている。121の天井部2／3迄，122

は休部1／2迄回転へラヶズリである。ロタロ回転は逆時計回りである。いずれも上層より出

土した。

高坏（123－125）　小片であるため，全様はとらえられないが，123，124は高坏の坏部片と

考えられる。123は復元口径12．0cmを測る。たちあがりは，123が直立気味，124がやや内傾する

と思われる。125は脚部片で，脚端部は逆「く」字状に直立しておさめる。底径は9．8cmを測る。

いずれも覆土上層より出土した。

甕（126，127）126は復元口径20・4cmを測る。口頸部は大きく外反し，口端部直下に三角の

突帯が，頸部中央に2条の三角突帯が巡り，その上下に波状文が施される。上層より出土した。

127は小片より復元したものである。復元口径27・2cmを測り肩がはる器形である。口端部を上

方につまみ上げ，言緑直下には一条の三角突帯をめぐらす。肩部外面には平行叩きのち溝の深

＼

一

　

1

－
SBO7

15cm
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Fig．42　SE31，掘立柱建物出土遺物（1／3）
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いかき目を加え，休部には平行叩きを加え，2－3cm間隔で5－6条単位の沈線をめぐらす。

内面は同心円叩きを加えた後スリ消す。

石器（Fig．42）

砥石（129），最大長15．0cm，最大幅6・9cm，最小径3．0cm，最大厚7．1cmを測り，完形である。

砂岩製で4両を砥面として利用している。上端部分には粗割後の高支打調整痕が残る。大ききか

ら見て手持ち砥石であろうか。

自然遺物

多数の種子が，出土しているが，種類の同定は行っていない。

SE35（Fig．41，PL25）

土師器

壺（128）　復元口径6．3cm，最大胴径9・Ocmを測る。言緑端部を少しつまみあげる。胴部内面

が，ヨコへラヶズリ調整の他はヨコナデ調整である。器壁は薄く，硬く，焼成は良好である。

井戸底より出土した。

掘立柱建物出土遺物

各柱穴より少量ずつ出土しているが，細片が多く，図示しえない。130はSBOl，131はSBO5，

132はSB07より出土した。

土師器

高坏（130）　復元口径17・8cmを測る言綾部片である。小片の為全体の器形は判らないが，

体部下半に段を有し，口縁部が大きく開く器形であろう。

鉢（131）　鹿部小片である。平底の鹿部から胴部が内湾気味に開く器形である。胴部と鹿

部の境界に軽い段を有す。

132は丸底の鹿部である。小片の為器種は不明，甕の鹿部片と思われるO

溝出土遺物（Fig．43－59，PL26－30）

SDO2（Fig．43－49）

D区の北側岸沿い部分を中心に弥生時代中期から古墳時代にかけての，多量の遺物が出土し

た。第Ⅰ層は古墳時代，第II層は弥生時代後期の土器が出土している。出土量としては弥生式

土器が圧倒的に多い。器種としては，弥生時代では甕，壷，器台，高坏，鉢，石器がある。又，

古墳時代の遺物としては土師器，甕，高坏．，壺，甑，須恵器の坏などがある。又，川底より流

木に混じって多量の種子などが出土した。種子については種の同定を行ってはいない。

弥生式土器

壺（133－146）133，134は口緑部が「く」字状に開く小型壷で，いずれも完形である。ロ
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Fig・45　SDO2出土遺物Ⅲ（1／3，158は1／4）
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Fig・46　SDO2出土遺物Ⅳ（1／3）
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Fig．47　SDO2出土遺物Ⅴ（1／3）
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径は11・6cm・12・4cmを測る。135は胴部が扁球気味の袋状言緑壷である。復元口径は9・7cm，最

大胴径20．6cmを測る。136は復元口径10．8cmを測る口緑部が短く外に開く小型壷である。137は

内傾する鋤先状言緑のもので，復元口径は48．0cmを測る。138は「く」字状に外折する口緑を

持つもので，口緑直下に一条の三角突帯がめぐる。139は復元口径19．4cmを測る。口緑端部に強

いナデによる浅い凹線がめぐり・頸部に一条の三角突帯をめぐらす。140，141は大型の袋状言

縁壷である。142は口頸部片で・頸部に2条の「コ」字状の突帯を，143は胴部片で頸部に台形

状の突帯を一条めぐらす。144－146は壺の鹿部片で底径は8・4－10．0cmを測る。

181

Fig．48　SDO2　出土遺物Ⅵ（1／3）　　－66－
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甕（147－151）147－149は「く」字状言緑を持つものである。150は大きく「く」字状に外／

反する口緑で，口端部には刻目を施す。151は逆L字型言緑をもつ器形である。

鉢（152－161，179）152は復元口径12．2cmを測る斜め外方へ開く器形である。154は口径

10・2cmを掛出），口緑部が直立する器形である。154は復元口径9．2cmを掛出），／／口緑部が「く」字

状に内側に稜を形成して外折する器形である。155－157は復元口径19．6cm・17・8cm，23・4cmを

測る大型の鉢で，口縁部はいずれも「く」字状に外折する。158は全体に丸っこい深鉢型の器形

である。復元口径は28．4cmを測り大きい。言綾部は如意形に軽く外反する。159－161は直立す

るロ緑を持つ深鉢型の器形である。159は口径14・6cmを測り，外面はヘラナデ仕上である。言綾

部には指調整痕が明瞭に残る。160は復元口径16・6cmを即）・言緑部外面による成形の指調整と

思われる。中指と薬指痕跡が明確に残っていた。161は159と同様外面をヘラナデで丁寧な仕上

を行う。161より器形はやや細い。179は復元口径29．6cmを測る大型の深鉢で他に類例を見ない

ものである。附）は粗雑で言綾部は著しく肥厚し，内面には指頭圧痕，言緑端部には貝殻腹緑

による効目が付く。体外面下半はヘラナデ，内面はハヶナデである。外面には煤が厚く付着す

る。いずれも黒色粘質土層より出土。

高坏（162－169）162は復元口径15・6cmを測り坏部の体部下半部に1条の三角突帯がめぐる°

士不部内外面には赤色顔料が残る。164は脚部片で脚端部に1条の凹線がめぐる。164・165は・い

ずれも鋤先状口縁を持つものである。166－169は，大型の高坏の脚部片である。

器台（170－178）いずれも器台である形態からいって4種類に分類できる。Ⅰ類は上下の

開きがほぼ同一のもの。II矧ま酎βの締りが強くて高い位置にあるもの。III類は上下の開きは・

ほぼ同一であるが，Ⅰ類に比べて小型のもの，Ⅳ類のように小型で器高が低く・口綾部が袋状

をなすものである。Ⅰ類には170があり，II類には171－173がある。III類には174・175があり・

Ⅳ類には177，178がある°

土師器

甕（180）長胴の甕であろう°言緑部片で復元口径22．6cmを測るしまlOのない頸部から軽く

「く」字状に外反する言緑を持つ。体外面には横の平行叩が施される。

高坏（181，182）いずれも脚部片である。181は脚部が大きく開く器形である。182はエン

タシス状にややふくらみを持った筒部から脚裾部を水平に作り出す器形である。

須恵器

高坏（183）183は，坏部小片である。受部はほぼ水平に作り出す。脚部片で・箇部下位に

一条の三角突帯をめぐらす。他に図示していないが，他に坏部の細片がある。

石器

石斧（184，185，187）いずれも今山産の玄武岩の大型蛤刀石斧の欠損品である。184は現存

長7・9cm，貴大幅7．2cmを測る。185は現存長7．5cm，最大幅7．5cmを測る。187は小片で現存長5．0
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cm，最大幅6・9cmを測る。

石庖丁（189）　未製品である。刃部は剥離痕が残る。現存長4・4cm，最大幅4．3cm，貴大厚0．9

cmを測る。

その他に石鎌の未製品の破片が出土している。

自然遺物

植物の種子が黒褐色粘土層や川底の落ち込みから多量に出土した。種類については分析を行

っていず不明。

SDO3（Fig．50，PL30）

遺物量はそれ程多くない。主な遺物として土師器の高坏や須恵器片，砥石，木鍬などがある。

土師器

高坏（192）　言緑部片で復元口径18．8cmを測る。体部下半に段を有し，言緑が内湾気味に大

きく開く器形である。段の部分にナナメハヶが残る。

須恵器

高坏（193）　脚部片のみで，脚端径11．8cmを測る。裾部には一条の三角突帯がめぐり，口縁

端部を喋状におさめる。

木器

鍬（195）鍬の柄部で歯を欠失する°現存最大長19・5cm，最大幅10・7cm，最大厚1・5cmを測る。

柄穴は長辺4・2cm，短辺3．5cmを測る長方形である。各側辺は面取りを行う。又，上下両面はケ

ズリ仕上である°全体に磨滅が著しい°

不明木器（195，196）195は現存長さ49．0cm，最大幅3・5cmを測る断面が隅丸方形の，細長

い木器である。一方の先端を両側辺より楔状に削り出している。各側辺は削り仕上である。木

製農工具の柄の可能性がある。196は，最大長38．6cm，最大幅9．1cmを測る一端が槌状，一端が

楔状を呈する木器である。中央は粗削りによってえぐっている°楔状部分と槌部は削りによっ

て作り出される。

SDO5（Fig・49，51－57，PL28－29）

中層より古墳時代中期頃の土師器や，朝鮮半島の流れをくむと思われる土師器類や，初期須恵

器などが多量に出土している°時期的にはほぼ同一時期で，器種としては一通り出土している°

完形のものも少なからずある。

土師器

壺（197－205，209－215）　いずれも小型～中型の壷である。197はやや肩がはる胴部に二重

言緑気味の言緑がつくもので，口緑端部はやや外反する。胴部下半には煤が付着している。胎土は

精良，焼成は良好である。198は言縁部を欠失するだけである°197と同様に二重言緑気味の言緑を

持つ器形であるが，197に比べて胎土，焼成とも良くない。199は言緑に比べて胴部が大きくふく
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れる器形で，言縁部がやや斜めに開く器形である。外面下半には煤が付着する。200は胴部片で，

丸っこい胴部を持つタイプである。言綾部は不明。201は扁球形の胴部にほぼ直立する口縁部が

っく器形である。202は言綾部片であるが，ほぼ201と器形のものと思われる。203は胴部に肩

部を有する器形で，長く外へ開く言緑部を持つ器形である。204は扁球形の胴部に，外方へわず
．

かに開く短い言緑部を持つ器形である。鹿部は若干平底気味である。205は胴部片で胴外面は細

いハヶ目を施す。209はやや肩が張る胴部から肥厚した言綾部が，開き気味に直立する器形であ

る。210は頸部から内湾気味に開く口綾部を持つものである。213はしまりのない頸部から「く」

字状に外反する言綾部を持つものである。214，215は「く」字状言縁であるが，言縁はやや内

湾する°211，212はいずれもしまりのない頸部から「く」字状に短く外反する言緑を持つ器形

である。

根型土器（206，207）206は最大胴径10．3cmを測る。胴部上面には直径1・Ocmを測る孔が穿

たれる0207は復元胴部最大径9・4cmを測り，胴部最大径を中央よりやや下に持つ器形である。

甕（216－225）216，217，219はいずれも頸部はしまり，口緑部は「く」字状を呈し・言

緑端部がやや外へ開く器形である。内面はヨコへラケズリ。218は「く」字状口緑であるが口緑

部は大きく開き，先端が肥厚する。220は「く」字状言緑であるが・口綾部は内湾気味に開き，

肥厚する。221は「く」字状言緑であるが，口綾部はやや内湾し端部は凹む。222は卵形の胴部

に大きく開く「く」字状言緑を有するもので，言緑端部は外反し水平に作り出す°222は223と

ほぼ同一器形だが，ロ緑部の外反がやや弱い。224は球形の胴部に二重口緑が付く器形である。

壺の可能性を残す°225は球形の胴部片である。頸部の具合から224と同タイプであろう。

高坏（227－243）坏部片と，脚部片がある。全様を復元しえるものはなかった。坏部は形態

から4分類できる。Ⅰ類は体部下半に段を有し，口綾部が内湾気味に開き，ロ緑端部が外反す

るものである。更に身の深さで2つに細分できる。II類は体部下半に段を有すが・口緑部が外

湾気味に大きく開くもの。坏の深さは深い°III類は体部下半に段を有すが口綾部が内湾気味に

開くもの°器壁は他と比べ全体に厚い。Ⅳ類は須恵器の器形に似るもの督不の可能性もある。

Ⅰ類は227－230，II類は231，232，III類は233，Ⅳ類は234である。脚部は脚裾部の形態から大

きく3分類できる°Ⅰ顆は235で大きく開き，脚裾端部がやや外反するもの・II類は236－242で

で脚裾が内面に稜を形成して外折する°III類は243で外湾気味に大きく開き端部を喋状におさめる

るものである。又，239と243にはヘラ描きの刻文が見られた。243については色調が淡灰褐色を

呈し，胎土焼成がやや異なる。

域（244－248）大きくは言縁部が直立するもの，外反するものの2種類に分かれる。口緑部

が直立するものには244－246がある。244は復元口径11．0cmを測り平底気味のものである°245

は復元口径13．0cmを測り鹿部はやや尖り気味，246は復元口径12・8cmを測り，体外面下半はヘラ

ケズリを加える。言綾部が外反するものは247，248がある。いずれも丸底の鹿部である°復元
－　71－
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Fig．51SDO5出土遺物Ⅰ（1／3）
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Fig・52　SDO5出土遺物II（1／3）



Fig・53　SDO5出土遺物III（220，221は1／3，222－226は1／4）
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Fig．54　SDO5出土遺物Ⅳ（1／3）
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口径は247が14．0cm，248が10・6cmを測る。

鉢（249－252）　249は復元口径26・8cmを測る大型の鉢である。言縁部は肥厚し，外反気味に大

きく開く。250は復元口径15．8cmを測り言綾部が軽く稜を形成して外反する。内面にはヘラによ

る線刻が入る。251，252は軽く稜を形成して「く」字状に外反する短い言縁が付くものである。

体内面はヘラヶズリ，外面は細い刷毛目を加える。復元口径はそれぞれ12．2cm，10・2cmである。

漢式系土器

坏（253，254）253は言綾部を欠失するが平底の鹿部から休部が内湾気味に立ち上るもので

ある。外面には刷毛目を施す。254は復元口径11．8cm，器高6・Ocmを測る。言緑端部は直立する。

体内外面とも指調整痕が残る。土師器の可能性もあるが，器形から漠式系土器の範噂に入れた。

鉢（255，256）　255は口綾部が「く」字状に外反するが，言緑端部は調整による浅い凹線が

めぐる。体内外面に部分的に煤が付着する。256は復元口径10．2cmを測る深鉢型の器形である。

内傾気味の胴部から言緑が短く直立するもので，言緑端部は尖り気味におさめる。長原遺跡井

戸SE301出土のものに類例がある。
註13

甕（259－263）　いずれも軟質である。259は頸部に稜がつき田綾部が直立気味に途中より外

折する器形である。言緑端部は尖る。言緑部に2－3条の沈緑がめぐる。外面はタテ叉はナナ

メの平行叩きを加え，内面はヘラヶズリ。260はわずかに肩の張る胴部から口縁部が大きく外湾

し，口縁端部を水平に作り出す器形で，端部は調整により凹む。胴部にはタテの平行叩きを加

える。261はややしまる頸部から大きく外反する言緑部を持つ。口緑端部は上方につまみあげる。

262は復元口径17．8cmを測り胴部最大径が上半にある。言緑は「く」字状に短く外反し，言縁端

部には調整による浅い凹線がめぐる。263は平底を呈する鹿部片である。1ナナメの平行叩きが施

される。

甑（257，258）259は復元で口径31．4cm，器高27・Ocmを測る。「く」字状に外反する言緑を

持ち，鹿部は平底を呈する器形である。両側に1対の上面に切り込みを行った牛角状の把手が付

く。鹿部には直径約1．8cmの孔を中心にして長さ3．2－3．6cm，幅0．6－1．1cmの蒸気孔を推定で

11ヶ穿っている。調整は胴外面は粗い刷毛，内面はタテヘラヶズリである。260は復元口径29．0

cm，器高27・3cmを測る。「く」字状言緑を持つが，言緑端部は平坦におさめる。胴部には1対

のほぼ水平につき出す把手が付く。鹿部には推定で7個の蒸気孔が穿たれる。調整は胴外面が

タテハヶ，鹿部との境はヘラナデ，内面がヘラヶズリである。

須恵器

坏身（264，265）264は復元口径12．3cmを測る。水平に作り出された受部から言綾部が内傾気

味に直立し，口緑端部を平坦に作り出している。265は言綾部を欠失するがほぼ同様の器形であ

る。

高坏（266－269）　266は口径8・2cmを測る琉型の高坏で断面台形を呈する把手が付く。休部上
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Fig・55　SDO5出土遺物Ⅴ（1／3）
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Fig・56・SDO5出土遺物Ⅵ（1／4）
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十二
Fig・157　SD05出土遺物Ⅶ（1／3，270は1／4）
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半には三角突帯が2条巡り，その間には櫛描波状文が施される。267は復元口径14．8cm，器高10．7

cmを測る。全体に焼きひずみがひどい。坏部は一条の三角突帯によって言縁と休部が区別され、

脚部には4ヶ所に長台形の透し窓が切られている。脚端部は嗜状におさめる。268は坏部小片

である休部上半に屈折稜を形成して外へ開く。内面に一条の沈線がめぐり，又自然釉がかかる。

体部下半はヘラヶズリを行う。269は脚部片である。全体にナデ仕上。

甕（270）大型の甕である。復元口径21・4cmを測り，全体に器壁が薄くシャープである。肩

が張る胴部から，大きく外反する言緑部を持ち，言縁端部は尖り気味におさめる。言縁部には1

条の三角突帯がめぐる。

石器（Fig．49）

石斧（186）　今山産の玄武岩製石斧の刃部片で現存長9・3cm，最大厚3．0cmを測る。

砥石（190，191）190は現存長4．8cm，最大幅4．3cm，最大厚3・5cmを測り，下端が欠損する。

使用面は4面である。191は現存長10・6cm，貴大幅9．0cm，最大厚3．0cmを測り，下端が欠損する

が，上下両面，右側面，上端面を砥石として使用している。石質はいずれも砂岩だが，190は粒

子は細い。色調は190が明白褐色，191が淡灰褐色である。

不明石器（188）玄武岩製で現存長4．8cm，最大幅4・1cm，最大厚2．2cmを測る。上下両端，右

側面は欠損，それ以外は研磨調整を加える。色調は灰色を呈す。

SDO5下層溝（Fig・53）

弥生式土器

高士不（226）復元口径28．4cmを測る弥生時代後期の大型の高坏である。口綾部は明確な屈折

稜を形成して外反する。器表面は磨滅がひどい。

SDO7（Fig・58）

遺物は少なく，しかも細片で図示しえるものは少ない。

土師器

高坏（271，272）　271は復元口

径17．6cmを測る言緑部片で，口綾

部が外反気味に大きぐ開く器形で

ある。272は逆「く」字状に大きく開

く脚部片である。

石製晶

紡錘車（273）　直径4．6cm，厚

さ1．1cmを測り，平面形は円形，側

面形は台形を呈する。中央に直径

5mmの心棒通しの孔が穿たれてい

′・

信
∠；≡≧ゝ27。

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

Fig・58　SDO7出土遺物（1／3）
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る。側辺は丁寧なヶズリによって仕上げられる。

SDlO

石器

石斧（189）現存長12・7cm，最大幅5・1cmを測る蛇紋岩製の乳棒状の石斧である。縄文時代

のものであろう。

SD峰（Fig．59）

漢式系土器

鉢（274）軟質の深鉢型土器である。復元口径14．4cmを測る。直立する胴部から短く外反す

る言綾部を持つ器形である。言緑端部に調整による浅い凹線がめぐる。

その他器種不明276がある°瓦質で外面に縄蕎文叩きが施される。朝鮮半島産の可能性がある。

須恵器

坏蓋（275）天井部と口緑部の境に稜を有する器形である°天井部には鋸歯文が施される。有

蓋高坏の蓋であろう。

277は器種不明，三条の三角突帯の間に櫛描きによる波状文が施される。

SD17（Fⅰg．59）

瓦質土器

把手（278）断面形は円形と呈し，各縁辺は指調整。朝鮮半島産の可能性がある。

SD18

土師器（279）牛角形を呈す把手である。現存長6・4cmを測る。上面にはヘラによる切り込

みが入る。さし込み式の把手である。

ll

SD16

Fig・59　SD16～18出土遺物（1／3）
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Pit出土遺物（Fig．60，PL30）

各Pitから少量ずつ遺物が，出土しているが，細

片が多く図示しうるものは少ない。

弥生式土器

壺（280）　D区Pit3より出土した。復元口径

19．6cmを測るややしまりのない頸部から外へ開く言

緑を持つもので，頸部に台形状突帯を1条めぐらす。

土師器

鉢（281）　鹿部片で，平底気味である°鹿部か

＼ら胴部にかけて全面に刷毛目を施す。
＼

＼、＼石器

石匙（282）F区のピットより出土。全長7・4cm，

貴大幅5．1cm，最大厚0．8cmを測る，サヌカイトの

剥片を利用して成形したものである°二次調整は

主に片側に施される。全体に風化が著しい°縄文

時代のものであろう°

石庖丁（283）E区のPitより出土。破片で石質

は輝線凝灰岩である。現存長2．6cm、最大幅2．6cm，

最大厚0．3cmを測る。．両欠損面に推定径0．4cmの孔

が2穴が残っている。
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60　Pit，包含層，表土層出土遺物（1／3）



包含層，表採遺物（Fig．60，PL60）

土師器

士宛（284）　やや平底気味の鹿部から丸味を持ち言綾部はやや外方へ直立する器形である。端

部は丸くおさめる。E区出土。

須恵器

把手（286）　現存長7・5cm，最大幅3・2cm，最大厚5mmを測る偏平な把手で高坏か塊につくも

のであろう。F区出土。

瓦器

士宛（285）　鹿部に低い高台が付き，言緑部が休部中央で軽く稜を形成して直立する瑞である。

C区包含層出土。

土製晶

土錘（287）平面が円形，断面は楕円形を呈するが，上下両端は平坦に成形されている。直

径3．6cm，厚さ2．5cm，孔径0・6cmを測る。

石器（叩石）

叩石（288）　最大長6．0cm，最大幅4・5cm，最大厚3・4cmを測る楕円形を呈するものである。石

質は石英である°使用痕が上下両端に見られるが，特に下端部にその痕跡が著しい。

註10　福岡県教育委員会『三雲遺跡Ⅳ』1983年

註11酒井清泊「千葉県大森第2遺跡出土の百済土器」『古文化談叢第15集』

九州古文化研究会

註12　福岡澄男「一須賀古墳群の外来系土器」『摂河泉文化資料第10号』北村文庫会

註13　九州大学大学院生今津啓子氏のご教示による。

註14　北野耕平『河内平野野中古墳の研究』大阪大学文学部国史研究報告第二冊1976

註15　八尾南遺跡調査会『八尾南遺跡』1981年
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第5章　おわりに

以上調査の概要について述べたが，今回の調査報告区域は，吉武遺跡群面積約47万m2中の

5．200mZとわずか1／100，昭和60年現在約8万3千m2という広大な圃場整備に伴う調査面積に比

べたら1／15にしかすぎないという事，圃場整備に伴う調査の整理が充分に進んでいないという

現状から，今回の調査地点だけで吉武遺跡群の性格付けを行う事は，はなはだ困難であるとい

わざるを得ない。以上の理由からここでは，調査報告の若干のまとめと，今回の調査で気付い

た点について若干の感想を述べてみたいと思うO今回の調査でのまとめは以下のとおりである。

（1）今回の調査で検出した遺構は土壌45基，井戸2基，掘立柱建物15棟，溝状遺構18条で

ある。

（2）遺構の年代は大きく2時期が考えられる。Ⅰ期は弥生時代後期，II期は5世紀中頃か

ら後半迄の時期である。Ⅰ期の遺構は少なくDII区Pit3とSX40のみである。SX40は算盤玉の

胴部を持つ壺型土器等から弥生時代後期末葉頃と考えられる。II期につし）てはSDO3，05やその

他の土壌の時期である。土師器だけを出土するもの（SX36）や初期須恵器を伴うもの（SX17，

20）があ生切り合い等から考えて，多少の先後関係があると考えられる。
一～．

（3）土壌，掘立柱建物の分布は大きく2ヶ所に分けられる。1ヶ所はSD05の西側，もう1

ヶ所はB区の部分である。特に掘立柱建物については，SD05の西側に11棟確認されてお生　井

戸の検出と合わせて同溝の西側が集落の中心部分と考えられる。

（4）掘立柱建物の柱穴からは遺物の出土量は少ないが，土師器片しか出土しない。

（5）　旧河川SD02については中層より弥生時代後期前半を中心とする多量の遺物が出土して

いるが，その埋没時期については，圃場整備区域の調査から須恵器を含む土壙が埋土上に切り

込む事から5世紀の段階にはかなり埋没していた事が考えられる。ただSD05がSD02にそそぎ

込むような痕跡を示す事から，中央部分に浅い流れがあったと思われる。

（6）　土壙の性格については大部分が不明であるが，SXOl，24，38については形態から土

墳墓，SX36については土器溜め，SX14については多数の滑石製臼玉の出土や，手捏土器の出

土から祭祀に関連するものと考えられる。SX14から5m程離れたSD05の中からも多量の灰と

一緒に小型丸底壷などの土器が出土している。

（7）SX36やSD05を中心とする遺構から朝鮮半島系の軟質土器の流れを組む漠式系土器が

器種的にまとまってかなり出土している事である。漠式系土器については北九州でもいくつか

の遺跡で出土例はあるが，いずれもその出土量は少ない。

（8）　SD05の埋没時期についてはSX20に切られる事から，その埋没終了時期を押さえる事

が出来る。SX20出土の須恵器は陶邑編年による第Ⅰ型式の3叉は4段階に相当するO

（9）　今回出土した初期須恵器はSDO5，SX20，36，SE31などから出土している。器形的には
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SX20，SE31出土の坏蓋の身は第Ⅰ型式の3叉は4段階に相当する。又SD05の甕は言綾部の作

りなどは，甘木小田茶臼山古墳出土の甕に類似する。その甕は小隈窯産のものである。
‾　　　　　　　　　　　　　　　註16．

今回の調査ではさまざまな問題点を指摘する事が出来るが，この中で特に問題となる2点に

っいて問題を指摘して見たいと思う。まず第1点は掘立柱建物群の時期の問題であり，第2点

は漠式系土器の問題である。

掘立柱建物の時期について

今回の調査区とその両側の8，9区では掘立柱建物を合せて67棟検出している。内訳はE．

F区11棟，8区33棟，9区23棟である。両側の8，9区の整理が進んでいない為，全体の詳細

な検討は出来ないが，8区についてはSD02を境にして北側の掘立柱建物は土師器を主に出土

し，南側の掘立柱建物は須恵器を主に出土するという具合に分けられるようである。まだ時期

については南側の建物群で小田富士雄氏編年による須恵II，III期（6世紀代）に位置づけられ，

その中で建物の方向，出土遺物，切合関係から数時期の建物群が想定出来る。この8区では同
註l7

時期の竪穴住居址は検出されていない。9区については23棟検出されているが，内15棟はSD05
．1

の西側で検出されている。掘立柱建物については主軸方向，出土遺物，切合関係などから3－

4期の建物群が考えられる。E，F区は11棟であるが主軸の方向，切合関係から大きく4期が
音主17

考えられる。Ⅰ期はSBOl，02，03，04，09，II期はSBO5，07，08，III期はSBO6，SBlO，Ⅳ期

はSBllである。切合関係はSBOlがSBllを切っており叉，SBlOがSX30を切り，SB06がSB04を

切るなどの関係がある°それらの関係からⅠ期はⅣ期より新しく叉，SX30から出土の須恵器

がTK208に相当すると考えられる事からSBlOは5世紀後半以降と考えられる。叉E，F区と9

区を含む地区では，同時期に当然存在してもよいと思われる竪穴住居址が1棟しか検出されて
．

いない。しかしそれも巨耶削こベッド状遺構を持ち，主柱穴が2本という事から新しくとも5世紀

中頃迄を下らないと考えられるものである事から，掘立柱建物群に伴う竪穴住居址はないもの

と考えられる°竪穴住居址から掘立柱建物への転換期tは，近畿地方では大阪の大園遺跡，八尾市

の八尾南遺跡などで知られているように一部では5世紀代に遡上るとされている。八尾南遺跡の

例によれば建物の規模は2間×2間のものが一般的でその形態は1辺5mを越えないものと考

えられている。大園遺跡についても1辺4．3m以下のものが大半であり，集落の構造や建物の床

面積から考えても，竪穴式住居址で構成された集落と基本的に同じと考えられると報告してい

る。福岡市周辺では有田遺跡群の調査でも判明しつつあるように，竪穴住居址から掘立柱建物
註18　　　　　　　　　　　　　註19

への移布は早くても7世紀と言われているが，今回の調査ではそれが一部5世紀代に先行する

可能性を指摘するものであろう。しかし今回の調査地点から南へ約400m離れた調査地区を昭和

60年に調査したが，その地点では6世紀代の竪穴住居址が60棟余りも検出されており，同遺跡
註20

群内で必ずしも格一的様相を示す事はなさそうである。本調査区の掘立柱建物群の成立年代や

性格付けはより全体の整理が進んだ今後の課題としておきたい。
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漢式系土器について

漠式系土器は三国時代の朝鮮半島における陶質土器や軟質土器に酷似する土器群で，研究者
註21

から漠式系土器，韓式土器，漠式系土師器，漠韓式土器等と呼ばれ研究を進められて来たもの
註Z2　　　　　　　　　　　註23

である。この種の土器群は近畿地方特に大阪湾沿岸の河内平野の遺跡で数多く発見されてお生
註2l

北九州地方での発見例は少ないとされて来た。福岡市では原深町遺跡，有田遺跡，西新町遺跡，
証24　　　　　　　　註25　　　註26　　　　証27

比恵遺跡，原遺跡，などで若干の出土例があるだけである。今回の調査では各遺構から良好な
註28　　　註29

資料がまとまって出土した。各遺構からの出土は表3のとおりである。器種には鉢，甕，甑，

坏，盤，把手などがあり，合せて30点出土している。また他にはSD02の180などは漠式系土

器の可能性がある。器種の中では鉢が13点と一番多い。鉢は45．256をのぞいてすべて平底鉢と

考えられる。口綾部片は8や69タイプ，68タイプ，255タイプ，274タイプの4つに分けられる

が，いずれも近畿地方例と異なるのは，叩きを施されずナデ調整という事である。この特徴は

他器種にも見られ42の壺などは一須賀古墳群11号墳出土の縄蕎文叩の壺形土器に類似するが，
註30

この土器は外面はタテハケ調整である。SDO5出土の甑257は把手に漠式系土器の一つの大きな

特徴であるヘラによる切り込みを持つが，これも外面はタテハヶである。しかし叩きを施され

たものがまったくないわけでなく，59の格子目叩き，103の平行叩き，113の縄甫文叩きなど

表3　出土遺構一覧表

遺　 構　 名 ．遺構の種類 器　　　　　　　　　　　 種
合　 計

鉢 甕 航 抹 盤 把　 手 ．こ土才璽E 不　　 明
S　 X　 O7 一一土　　 1 壙 Ll 1

S　 －Ⅹ　 14 ／／ 2 2

S　 X　 19 ／／ 1 1 2

S　 X　 26 ． ／／ 1 1

S ′　Ⅹ　 36 ／／ 6 6　－

S　 X　 46 ／／ 1 1

S　 X　 47 ／／ 2 2

S　 X ．50 ／／ 1 1

S　 D　 O2 旧　 河　 川 1 1

S　 D　 O5 溝 3 4 2 1 10

S　 D　 16 ／／ 1 1 2

S　 D　 18 ／／ 1 1

があり，ナデ調整のものも合せて3種類の調整方法が存在する。これが器種による差なのか，

近畿でいう漠式系土器の影響を受けて成立した土師器なのか，漠式系土器の中の調整の一つの

型式なのかは類例の増加を持って今後の課題としたい。またこれらの漠式系土器の時期である
註31

が，ほぼ5世紀後半代におさまるが，その中でSX36出土のものが初期須恵器を伴わず一番古い

可能性があるであろう。SDO5出土のものは共伴須恵器から5世紀後半代に位置づけられるであ

ろう。SX14出土の土不は千葉県大森第2遺跡に類例があり5世紀後半代に位置づけられている。
註32

今回の調査では北九州地域での初めての器種にもまとまった量の出土をみたが，今後吉武遺跡

群の整理が進めば，更に多くの資料が予想され，漠式系土器の研究にとって一つの画期的遺跡

となるであろう。
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さいごに

諸般の事情から，種子の同定や，杭材などの鑑定が出来ず，又遺物についてもページ数の都

合から充分にのせる事が出来ず，残念に思います。はなはだまとまりのない報告書となりまし

たが，何かのお役に立てれば幸いです。なお漠式系土器については九州大学文学部考古学研究

室西谷正先生，同研究室助手田崎博氏，同大学院生小原哲氏，郭鍾寓氏，今津啓子氏に様々な

ご教示とご指導，資料の提供を受けました。記して感謝の意を表します。

註16　三辻利一，杉直樹「北九州の初期須恵器の胎土分析」『古文化談叢第16集』1986年

註17　昭和57年度実績報告による。

註18　八尾南遺跡調査会論『八尾南遺跡』1981年

註19　昭和50年度より調査　報告書は現在第7集迄刊行されている。

註20　福岡市埋蔵文化財課技術吏員下村智氏の御教示による。

註21福岡澄男「近畿地方における三国時代朝鮮系土器の流入とその影響」

第1回近畿地方埋蔵文化財担当者研究会資料1983年

註22　阿部嗣治氏「東大阪市出土の漠式系土器について」東大阪市遺跡調査会年報1979年

註23　竹谷俊夫「漠式系土師器について」『吉留遺跡出土の初期須恵器と漠式系土師器』

埋蔵文化財天理教団1983年

註24『塚堂遺跡Ⅳ』によれば5世紀代のカマドを持った住居址から軟質の縄蕎文タタキ目土器など

が出土しており，これから出土例が増加する可能性が充分ある。

註25　福岡市教育委員会『原深町遺跡』福岡市埋蔵文化財調査報告書第71集

註26　福岡市教育委員会『有田．小田部第2集』福岡市埋蔵文化財調査報告書第81集1982年

註27　福岡市教育委員会『福岡市高速鉄道関係調査報告II西新町遺跡』福岡市埋蔵文化財

調査報告書第79集1982年　　　　　　　　　　　　　　　　　／

註28　比恵第7，8次調査で出土°九州大学大学院生今津啓子氏の御教示による。

註29　昭和56年度調査，格子目叩の土器片

註30　福岡澄男「－須賀古墳群の外来系土器」『摂河泉文化資料第10号』北村文庫全

註31大阪府文化財センター上林史郎氏によれば城山遺跡（長原遺跡）のものは外面刷毛目調整で土

師器に近く，久宝寺遺跡のものは叩調整で硬質で須恵器に近い。一般的にはむしろ刷毛目調整

が主流を占めるという事である°

註32　酒井清泊「千葉市大森第2遺跡出土の百済土器」『古文化談叢第15集』

九州古文化研究会
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表 4 ・ 土　 器　 観　 察　 表　　　　　　　　　　　 （1）

遺構名 No．　 種　 類 器　 種 ， 器　 部 法　 量 （cm ） 手　 法　 の　 特　 徴 胎　　　 土 焼成 色　　 調 備　 考

S X O4

1 土　 師　 器 腕 ロ練％片 復元口径144cm
外曲 ま磨減し調整不明。

内面はヘラヶズり°
精　 良 普通

（内）淡赤褐色

（外）淡黄褐色

2 ／／ 高　　 坏 言練部材弱
復元口径19．3cm
（やや正確でなし？） 内外面ともヨコナデだが磨滅がひどい。

1 －3 mm

砂粒．を含む。 ／／
明栂色一

明黄砲色

S X O6

3 ／／ 甕 ′ 田綾部％片 復元口径12．2cm
胴外面ナナメハヶ、口紅部調整痕が残

り、胴内面はナナメヘラヶズリ。
精　 良 良好

（外）明褐色

（内）明褐色

4 ／／ ／／－ 鹿部片のみ 復元底径6．6cm
胴外面はヨコ又はタテハヶ。

内面はヘラヶズリ。．
砂粒をやや含む。 普通 淡褐色 床　　 面

‘5 ／／－ 高　　 坏 ％片 磨滅がひどく調整不明。 精　 良 ／／
（外）明淡赤褐色

（内）淡黄褐 色

S XO7

6 ′ 弥　　 生 器　　 台 言縁％片 復元口径10 ．8cm
外面はナナメハヶかなり磨滅がひどい。

内面上面に指おさえ痕が残る。
砂粒を多く含む。 ／／ 淡黄褐色 床　　 面

土　　 層7 土　 師　 器 甕 言嫁姑片
’復元口径13 ．4cm 外面は磨滅がひどいがナナメハヶが残 細砂粒や雲母片

良好
（外）暗褐 色

最大胴径13 ・6cm る。内面はナナメヘラヶズリ。 －を含む。 （内）黒褐 色

8 漢式系土器 坏 言縁部材片
復元口径11 ．8cm

貴大胴径1－1 ．9cm
内外面ともナデ仕上。 1 －3 mm

砂粒混入
普通 暗灰褐色 ／／

9 弥　　 生 ／／ ％片 復元口径19．2cm
外面は口練直下にヨコハヶ、ロ縁部は
部分的二次焼成を受ける°内外面とも

ナデ。

2 －3 mm

石英粒を含む。
普通
（外）ややよごれ

た淡赤褐色
－（内）暗褐色 －

／／

S X O8

J 0 土　 師　器 ／／ ％片 復元口径12．3cm
外副まナナメハヶ、．内面はナナノへラ

ヶズ11。

砂粒1－2mm を多

く含む。
良好
（外）黒褐色

（内）黒灰褐色

11 ／／ ／／ 鹿部％片

鶴－

復元口径6・Ocm
かなり磨滅するが内外一面ともナデ調整

と思われる。

トー3mm の粒を多

く含む。 ／／
（外）黒褐色

（内）黄反褐色
床　　 面

12 ／／ 高　　 坏 脚部片 復元脚径11．0cm
筒部内面にしぼリ痕があ 土 内面はヘ

ラヶズlL　外一面は剥離が激しいが、ナ

デ調整であろう。

1 － 2 mm
砂粒を含む。

普通 淡黄褐色

S X O9

13 ／／ 甕 言綾部片 復元口径16 ・6cm
言棟内外面ヨコナデ、胴部内面はタテ

又はナナメヘラヶズリ、外面はタテ叉
はナナメハヶ。（10本単位）

1 －．3 mm

石英粒 を混入
良好 －
（外）淡明褐 色

（内（淡灰褐 色
床　　 面 ．

14 ／／ ／／ 日録部材片 復元 口径15 ．4cm
口練部内外面共ナデ、胴内．面はヨコ叉

はナナメヘラヶズlL 胴外面はタテ又
はナナメのハヶ。

細砂粒 を含む。 普通
淡黄褐色

内面はやや赤
味をおびる

15 ／／ ‘高　　 坏 口径％存 復元口径17．8cm
坏部内面・は丁寧なナデ、外面はヨ云ナ

デ。
精 一　良 良好

。

明赤褐色 床　　 面

16 ／／ ／／ 脚部のみ 脚端径12 ，1cm
内面はナデ、裾部に指圧痕が残る。

外面はヨコナデ、表面は磨滅する。
1 －－2 mm －

砂粒混入 ／／ 淡灰褐色 ／／

17 ／／ ／／ 脚部易片 復元脚端径

一13．4cm

筒部はヨコへラヶズ11のちナデ仕＿L －

外面はタテヘラヶズリのウナデ。
紬砂粒を含む。 ／／ 明橙色

18 ／／ ／／ 言緑部％片 復元口径18 ．1cm
坏部は内外面、一口緑部のみヨコナデ、

器表面は磨滅する。
精 一－艮 ／／ 淡明灰褐色

19 ／／ ／／ 脚部のみ 復元底径12 ．8cm
筒部内面はナデ、外面はヨコナデでか

なり磨滅する。
．

－／／ ／／ 明橙色 床　　 面

S X 10 20 ／／ 埴 完　 形
口径長10．8cm

・短10 ．4cm
器高　 4 ・6cm

内面は丁寧なナデ、外面は磨滅が著し

一一い。調整は不明。
／／ ／／

（外）明赤調 色
（内）暗赤褐 色
（やや くすむ）

S X l4

21 ／／ 甕 言緑％片 L復元口径11 ．8cm ロ緑内面は土％3 コハヶ、下城はナ荒

胴内面はヘラヶズリ°
1 － 5 mm
砂粒 、／／

（外）黒色

（内）淡灰褐 色

22 ／／ 高　　 坏 脚部のみ 脚端径13 ・7cm
筒部外面はタテヘラヶズリのもナデ。

内面はヨコベラヶズ11。
1 － 3 mm
砂粒 を含む° ／／ 淡赤褐色

－23 ／／ ／／ 脚部のみ 復元脚径13 ．0cm
脚部内面はヘラヶズリ、裾部は内外面

ナデ、内面は指ナデ。 精 ．良 ／／
（外）暗褐 色

（内）黒褐 色
床　　 面

24 ／／ 手捏土器 内外面共指ナデ。 〝 普通
やや黄味をお

か、た灰褐色 ／／

25 漠式系土器 坏 完　 形
口径12 ・9cm

器高 4 ．55cm

体外部土半はヨ．コナデ、下半はヘラケ
ズ11のちナデ、内面はヘラ状工具によ

るナデ痕跡あり。

石英粒をやや含

む－。
良好 青戻色

やや焼 きひ

ずむ

26 ／／－ ／／ 復元完形
復元口径14－2cm

器高4 ．0cm ナデ、かなり器表面は磨滅する。
1 － 3 mm
砂粒混入 ／／ 淡灰褐色
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遺 構 名 N o． ． 種　 類 器　 種 器　 部 法　 量 （c m ） 手　 法　 の　 特　 徴 胎　　　 土 一輝 成 色　　 調 備　 考

S －x l 5 2 7 土 師 器 蝿 日 録 易 片 復 元 口 径 1 2 ・O c m 磨 滅 が ひ ど く 調 整 は 不 明
砂 粒 を や や 含 む

普 通 暗 褐 色 一

明 黄 褐 色

S X 1 6

2 8 ／／ ／／ ％ 存
復 元 口 径 13 ．5 c m 内 外 面 ナ デ 仕 上 、 外 鹿 部 に 「× 」 の へ 1 m m 内 外 の 砂 粒

良 好
（外 ）淡 赤 褐 色

器 高 5 ．4 c m ラ 記 号 あ り を 少 量 を 含 む （内 ）暗 灰 褐 色

2 9 ／／ ／／ 口 緑 ％ 片 復 元 口 径 12 ．2 c m 磨 滅 が ひ ど く 調 整 は 不 明 。 砂 粒 を 若 干 含 む
や や

あ ま い
淡 い 肌 色

．3 0 ／／ ／／
ロ 緑 部 宛

を 欠 失

口 径 12 ・9 c m

器 高 5 ．6 c m

内 外 面 と も ナ デ 仕 上 、 磨 滅 が か な り ひ

ど い °
精　 良

良 料 や や 赤 み を お

ぴ た 淡 灰 褐 色

3 1 ／／ ／／ 復 元 完 形 復 元 口 径 14 ・6 c m
内 あ ます 寧 な ナ デ 、 外 面 上 半 は ヨ コ ナ

デ 、 下 半 は ヘ ラ ケ ズ 11 °

1 m m 内 外 の 砂 粒

－含 む
良 好

淡 灰 褐 色

部 分 的 に 黒 変

3 2 ／／ 鉢 鹿 部 小 片
内 鹿 部 は 指 ナ デ 、 外 面 は タ－テ 又 は ナ ナ

メ ？ 細 い ハ ケ 。

1 m m 内 外 の 砂 粒

を 含 む
／／

（外 ）暗 反 褐 色

ス ス が 付 着
（内 ）明 橙 色

形 態 は 推 定

S X l 7 3 3 須 恵 器 有 蓋 高 林 坏 部 片
復 元 口 径 1 2 ．0 c m

受 部 径 1 4 ・4 c m

内 面 か ら 外 面 上 半 は ヨ．コ ナ デ 、 外 部 下

半 ．は カ キ 目 を 施 す °脚 部 は 透 し が 入 る °
細 砂 粒 含 む ／／ や や 暗 い 灰 色

S X 2 0

′3 5 土 師 器 甕 言 綾 部 片 復 元 口 径 1 9 ．8 c m
口 緑 部 内 面 か ら 外 面 迄 は ナ デ 又 は ヨ コ

ナ デ 、胴 部 内 面 は タ テ ヘ ラ ヶ ズ リ 。
砂 粒 を や や 含 む 普 通

淡 反 褐 色

（褐 色 味が や やつ よし†）
下　　 層

3 6 ／／ 塙
口 綾 部

％ 弱
復 元 ロ ー径 1 2 ・6 c m 丁 寧 な ナ デ 仕 上 ：精　 良 ／／

暗 褐 色 で 部 分

的 に 黒 一変 す る

37 ・須 恵 器 坏　　 蓋 蓋
復 元 口 径 1 2 ・6 c m 天 井 部 外 面 は 回 転 へ ラ ケ ズ リ 、 ロ 綾 部

／／
良 好 （外 ）暗 青 灰 色 ロ ク ロ 回 転 は

器 高 4 ・6 c m 外 面 か ら 内 面 は ヨ コ ナ デ 堅 緻 （内 ）淡 灰 褐 色 逆 時 計 回 lO

3 8 ／／ 坏　　 身 兄 片
復 元 口 径 11 ．5 c m
受 部 径 13 ．0 c m
器　　 高 4 ．6 叩

外 鹿 部 は 回 転 へ ラ ケ ズ 1上 体 部 外 面 か

こら 内 鹿 部 迄 は ヨ コ ナ デ 。
／／ ／／ 鳴 音 灰 色 ．

ロ ク ワ 回 転 は

逆 時 計 回 lO

3 9 ／／． ／／ 兄 片
復 元 口 嘩 10 ・2 c m
受 部 径 ⅰ3 ・8 c m

器　　 高 4 ・9 c m

外 鹿 部 は 回 転 へ ラ ケ ズ リ 、 休 部 外 面 か

ら 内 鹿 部 迄 は ヨ コ ナ デ 。 ／／ ／／ 青 戻 色
ロ タ ロ 回 転 は

時 計 回 り

4 0 ／／ ／／ 受 部 片 受 部 径 1 3 ・8 c m
外 底 都 は 回 転 へ ラ ヶ ズ 11 、 体 部 下 半 は

静 止 へ ラ ケ ズ リ 、 内 面 は ヨ コ ナ ヂ ° ／／ 良 好 淡 青 灰 色

S X 1 9

4 2 漠 式 系 土 器 壺 復 元 完 形
復 元 口 径 14 ．4 c m ロ 綾 部 内 面 は ナ デ 、 胴 部 内 一面 は ナ ナ メ 1 － 2 m m

／／
淡 黄 褐 色

－器 高 19 ・6 c m － ヘ ラ ケ ズ 1土 胴 部 外 面 は タ テ ハ ケ 砂 粒 含 む （内 は 淡 灰 褐 色 ）

4 3 土 師 器 ／／ 胴 頸 部 片
復 元 最 大 径

28 ・8 c m

言 綾 部 内 面 か ら 胴 部 外 面 は ナ デ 仕 上 、

胴 部 内 面 は ヨ コ 又 は ナ ナ メ ヘ ラ ヶ ズ り

1 － 5 m m

砂 粒 含 む
／／

（内 ）くす ん だ黄 褐 色
（外 ）淡 褐 色

（一 部 異 変 あ り ）

床　　 面

4 4 ／／ 甕 言 緑 都 庁 復 元 口 径 1 5 ・8 c m

言 綾 部 内 面 は ナ ナ 、 頸 部 に は ナ ナ メ パ

ケ 、 胴 内 面 は ヨ コ へ ラ ケ ズ 11 、 外 面 は
タ テ ハ ヶ °

1 － －2 m m

砂 粒 を 多 く含 む
／／ 淡 黄 褐 色

4 5 漠 式 系 土 器 深　　 鉢
復 元 完 形

全 体 の ％ 現 有

復 元 口 径 1 7 ．2 c m

器 高 1 5 ・5 c m －

ロー綾 部 は 粘 土 帝 接 合 痕 が 残 り 底 調 整 痕

あ り 、 内 面 は タ テ ヘ ラ ケ ズ lL　 外 面 は

タ テ ハ ケ °

1 － 6 m m
砂 粒 を 多 く 含 む ／／ －淡 褐 色 ． 味　　 面

4 6 土 師 器 ．由璽E ロ 緑 部 ％ 片
復 元 胴 径 13 ．6 c m 言 綾 部 内 外 面 、 胴 部 内 面 は ナ デ 、 胴 部 1 － 2 m m 砂 粒 を

／／

（外 ）暗 灰 褐 色

（複色 味が 強 く一部 黒化
する ）（内）淡掲灰 色

床　　 面
口 径 1 0 ・8 c m 中 位 か ら 下 部 は タ テ 又 は ナ ナ メ ハ ケ ° 少 量 含 む

4 7 ／／ 甕 鹿 部 ％ 弱 底 径 7 ．0 c m
内 外 面 共 か な り 磨 滅 す る が 、 ナ デ 仕 上

で あ ろ う 。

1 － 2 m m

砂 粒 を 含 む ／／

淡 黄 褐 色

（外 面 は 暗 灰 褐
色 ス ス が 付 着 ）

4 8 土 師 器 鉢 ロ 緑 部 粛 弱 復 元 口 径 1 1 ．9 c m
外 面 は 磨 滅 が 著 し い 、 言 緑 部 内 面 は ヨ

コ ナ デ 、 胴 内 面 は ナ ナ メ ベ ラ ケ ズ リ 。

1 ・－ 3 m m

砂 の 粒 含 む
普 通

（外 ）暗 灰 褐 色

（内 ）黒 褐 色

S X 2 1

5 0 ／／ 甕
言 緑 ％ 片

復 元 口 径 18 ・8 c m
ロ 緑 部 内 面 か ら 胴 部 外 面 は ナ ヂ 仕 上 、 1 － 3 m m 石 英 粒 良 料 淡 灰 黄 褐 色

の み 胴 部 内 面 は ナ ナ メ ヘ ラ ケ ズ リ 。 含 む 内 面 は 灰 黄 褐 色

5 1－ ／／ 壺 復 元 完 形

復 元 口 径 10 ．1 c m

復 元 器 高 1．4 ．9 c m
胴　　 径 14 ・6 c m

内 外 面 と も 磨 滅 が ひ ど く 調 整 は 不 明 。 砂 粒 を 少 し 含 む 普 通
明 橙 色 一

明 褐 色

5 2 ／／ 高　　 坏 復 元 完 形
復 元 口 径 14 ．8 c m
底　　 径 1 2 ．0 c m
器　　 高 1 2 ．．1 c m

坏 部 内 面 か ら 外 面 は ヨ ゴ ナ デ 、－脚 部 外

面 は ヨ コ ナ デ 、 内 面 は ヨ コ へ ラ ケ ズ リ °
／／ 良 好 明 橙 色

5 3 ／／ ／／ 坏 部 片 復 元 口 径 2 0 ・6 c m 坏 部 内 面 は ナ デ 、 外 面 ．は 磨 滅 が 著 し い 精　 良 普 通 明 橙 色

S －x 2 2

5 4 ／／ 鉢 言 緑 ％ の み 復 元 口 径 1 7 ．0 c m
外 面 は 8 本 単 位 の ナ ナ メ ハ ケ ．、 内 面 は

ヨ コ へ ラ ヶ ズ リ。

1 － 2 m m の

砂 粒 を 含 む
良 好

や や 暗 い 褐 色

（スス が 付 着 す る ）

55 ／／ ／／ ％ 現 有
復 元 口 径 2 1 ．6 c m

器 高 1 8 ．9 c m

口 緑 部 内 外 面 は ヨ コ ナ デ 、 脚 部 外 面 は
タ テ 叉 は ナ ナ メ ハ ケ 、 胴 内 は ヨ コ 又 は
ナ ナ メ ヘ ラ ケ ズ リ °

1 － 5 m m 砂 粒

（石 英 粒 を 含 む －） ／／
明 灰 褐 色

外 面 は 一 部 莱 変 す る
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遺 構 名 N o． 種　 類 器　 種 器　 部 法　 量 （cm ） － 手　 法　 の　 特　 徴 胎　　　 土 焼 成 色　 －調 備　 考

S X 2 3

5 6 土　 師　 器 鉢 鹿 部 ％ 片
外 郵 まナ ナ メ ハ ヶ 、 内 面 は タ テ ヘ ラ ケ

ズ 11
砂 粒 を 多 く 含 む 。 普 通

（外 ）褐 色

（内 ）淡 黄 褐 色

5 7 ／／ 高　　 坏 坏 部 片 口 径 1 8 ・2 c m 内 外 面 共 ヨ コ ナ デ 、 か な り 磨 滅 す る 。 精　 良 良 好 淡 明 橙 色 床　　 面

5 8 － ／／ 甕 鹿 部 片
胴 内 面 は 下 か ら 土 へ の ナ デ 仕 上 、 外 面

は タ テ 又 は ナ ナ ノの 細 い ハ ヶ を ナ デ 消 す °

1 － 5 m m 砂 粒 を

混 入 。 ／／

（外 ）暗 灰 褐 色 で

一 部 黒 膜 あ り°
（内 ）黒 灰 色

S X 2 6 5 9 漠 式 系 土 番 ．盤 胴 部 易 ‘片
復 元 胴 径 2 5 ．2c m 胴 外 面 は 格 目 叩 き 、 内 面 は ナ デ で あ で 1 － 3 m m 石 英 粒

普 通
（外 ）褐 色

底 径 1 9 ．8 c m 具 痕 ，あ り ° を 含 む 。 （内 ）淡 い 黄 土 色

S X 2 8 6 0 須　 恵 器 高　　 坏 坏　 部
復 元 口 径 12 ．6c m

受 部 径 14 ．8 c m

内 鹿 部 か ら 休 部 外 面 上 半 迄 ヨ コ ナ デ 、

体 外 面 下 部 は カ キ 目 °
砂 粒 を 少 量 含 む 。 ／／

（外 ）青 灰 色

（内 ）暗 灰 色
床　　 面

S X 3 0

6 1 ／／ 坏　　 蓋 ％ 一 存
復 元 口 径 12 ．8c m

器 高 4 6 c m

天 井 部 ％ は 回 転 へ ラ ケ ズ リ 。 天 井 部 下

半 か ら 天 井 部 内 面 迄 は ヨ コ ナ デ °
由　 良 良 好

や や く す ん だ

青 灰 色

ロ タ ロ 回 転

へ 順 時 計 回
り

6 2 弥　 隼 甕 言 縁 ％ 片 復 元 口 径 2 4 ．0c m 器 表 面 は か な り 磨 滅 、ナ デ か 。 ′ト 砂 粒 を 含 む 。 ／／ 淡 黄 褐 色

S X 3 6

6 3 土 －師 器 小 型 九 底 壺 － 完 形

言 径 7 ．4c m

器 高 8 ．2c m
最 大 胴 径 8 ．7 c m

外 面 ．は 器 表 面 が 磨 滅 し 不 明 。 胴 内 面 は

指 ナ デ 仕 上 か °

1 － 2 m m 石 英 粒
多 量 混 入 。

普 通
（外 ）灰 黄 褐 色

（内 ）明 橙 色

6 4 ／／ 椀 ほ ぼ 完 形
口 径 1 3 ．4 c m

器 高 5－・3 5 c m

ロ 縁 内 外 面 は ヨ コ ナ デ 、 内 底 面 と 休 部

外 面 は ヘ ラ ナ デ 。
／／ 良 好

赤 褐 色 部 分 的

に 黒 化 す る 。

6 5 ／／ ／／
復 元 口 径 13 ．3c m

器 高 4 ・5c m

内 面 は ナ デ 、 外 面 は 磨 滅 が ひ ど く 調 整

不 明 。
精　 良

や や

あ ま い
淡 黄 褐 色 上 ・ 層

6 6 ／／ ／／ 完　 －形
口 径 1 2 ．8 c m

器 高 5 ．4c m

内 底 面 は ヘ ラ ナ デ 、 外 面 は ナ ナ メ 又 は

ヲ コ ？ ハ ヶ を ナ デ 消 し °

2 － 3 m m の

石 英 粒 を 含 む 。
良 好 淡 褐 色

6 7 ／／ 鉢 復 元 口 径 11 ．0c m
外 面 は ナ デ 仕 上 、 内 面 は 鹿 部 が 工 具 に

よ る ナ デ 、 胴 部 が ヨ コ へ ラ ヶ ズ 11 。

1 m m 内 外 の 砂 粒

を 多 く 含 む 。
／／

暗 褐 色

部 分 的 黒 褐 色

6 8 ／／ ／／ 言 縁 部 材 片
復 元 口 径 13 ．4c m 言 線 内 外 面 ナ デ 、 胴 内 面 は ナ ナ メ 一 ラ 細 砂 粒 と 金 雲 母

／／
（外 ）暗 褐 色

上　　 層
最 大 胴 径 13 ・6c m ヶ ズ 11 、 外 面 は タ テ 又 は ナ ナ メ め ハ ヶ ° を 含 む ．。 （内 ）黒 褐 色

6 9 漠 式 系 土 器 ／／ 言 綾 部 ％
復 元 口 径 11 ．3c m

最 大 胴 径 11 ・5c m

言 線 内 外 面 は ヨ コ ナ デ 、 胴 外 面 は 磨 滅

内 面 は ヨ コ へ ラ ヶ ズ リ 。
砂 粒 を 多 く 混 入 。 普 通

（外 ）褐 色

（内 ）暗 褐 色
床　　 面

7 0 ／／ ／／ ロー縁 部 材 片 復 元 口 径 12 ．0c m
内 外 面 共 ナ デ 仕 上 、 指 お さ え 痕 か

残 る 。－

1 － 3 m m　 －

砂 紐 混 入 °
良 好

（外 ）暗 灰 褐 色

（内 ）灰 褐 色

7 1 ／／ ／／ 鹿 部 片 底 径 8 ．8c m
胴 外 面 は ナ デ 、 鹿 部 と の 境 は ヘ ラ ナ デ

内 面 は ナ デ °

1 一 声 mm 砂 粒 が

多 く 混 入 。 ／／

（外 ）暗 褐 色

（内 ）－灰 褐 色
（褐 色 味 が 強 い ）

7 2 ／／ ／／ 鹿 部 片 底 径 7 ．2c m
胴 外 面 は ナ チ で タ テ の 平 行 叩 き が か す

か に 残 る 。 鹿 部 と の 境 は ヘ ラ ケ ズ 11 、
内 面 は ナ デ 。

砂 粒 を 多 く 含 む 。
／／

（外 ）暗 褐 色

（内 ）淡 灰 褐 色

7 3 ／／ ／／ 鹿 部 片 復 元 口 径 6 ．8 c m
内 外 面 と も ナ デ 仕 上 ° 鹿 部 と の 境 へ ラ

ヶ ズ リ 。

1 － 2 m m

紳 砂 粒 混 入 。 ／／ （内 外 ）暗 褐 色

7 4 ／／ ／／ 鹿 部 片 復 ．元 底 径 6 ．0 c m 内 外 面 と も ナ デ 、 鹿 部 と の 境 へ ラ ナ デ 一 精　 良 ／／

（外 ）暗 褐 色

（煤 が 付 着 ）
（内 ）淡 明 褐 色

7 5 土　 師 器 －＝b雲E
言 緑 部 復 元 口 径 13 ．亭cm

ロ 線 内 外 面 は ナ デ 、 胴 内 面 は ナ ナ メ ヘ

ラ ヶ ズ lJ 、 胴 外 面 は ヨ コ ハ ヶ （8 本 単
位 ）

砂 粒 を 多 く 含 む 。 普 通
（外 ）明 黄 褐 色

（内 ）淡 灰 褐 色

7 6 ／／ ／／ 言 縁 部 片 復 元 口 径 1 7 ．7c m
言 線 内 外 面 ヨ コ ナ デ 、 胴 外 面 は タ テ 又
は ナ ナ メ ハ ケ （10 － 1 2本 単 位 ）、 内 面 へ

ラ ヶ ズ リ 。

．由　 良 良 好

（外 －）や や 暗 い

褐 色
（内 ）褐 色

7 7 ／／ 甕 言 緑 ％ 片 復 元 口 径 18 ．4 c m
言 線 内 外 面 ナ デ 、 胴 外 面 は ハ ヶ の ち ナ

デ 、 内 面 は ナ ナ メ 又 は ヨ コ へ ラ ヶ ズ リ 。
砂 粒 を 少 量 含 む 。 良 好

（外 ）褐 色

（内 ）明 褐 色

7 8 ／／． 甑 鹿 部 片
孔 径 2 ．1 c m

復 元 底 径 7 ．8 c m
器 表 面 は 磨 滅 し 調 整 不 明 。

1 － 5 m m

石 英 粒 を 含 む 。
普 通

（外 ）淡 黄 褐 色

（内 ）淡 黒 灰 色

7 9 ／／ 甕 言 縁 部 復 元 口 径 1 5 ．4 c m
言 緑 内 面 か ら 興 部 は ナ デ 、 胴 内 面 は ヨ

コ へ ラ ヶ ズ 11 、 言 緑 外 面 は ハ ヶ の ち ナ
デ 、 胴 部 は ハ ケ 。

細 砂 粒 を 含 む 。 ／／

暗 灰 褐 色

（褐 色 味 が 強 い ）

8 0 ／／ †／ 口 緑 部 ％ 片
復 元 口 径 24 ．0 c m

最 大 胴 径 23 ．0 c m
内 外 面 ナ デ 仕 上 。 細 砂 粒 を 含 む 。 普 通

（外 ）淡 灰 褐 色

（内 ）黒 灰 色

8 1 ／／ 高 一　 坏 脚 部 欠 失
口 径 1 6 ．6 c m

短 径 16 ．2c m

坏 部 内 外 面 丁 寧 な ナ デ 、 脚 内 部 は ヘ ラ

ヶ ズ リ 、 外 面 は ナ デ 。
金 雲 母 片 を 含 む 。 良 好

く す ん だ

赤 褐 色

－　90　－



（4）

遺 構 名 N o ． 種　 揖 器　 種 器　 部 法　 量 （c m ） 手　 法　 の　 特　 徴 胎　　　 土 焼 成 色　　 調 備　 考 －

S X 3 6

8 2 　 －

8 3

土 師 器 高　 一　 坏 坏 部 の み 復 元 口 径 1 7 ．0 c m 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 砂 粒 を や や 含 む 良 好 明 褐 色

／／ ／／ 脚 部 の み
復 元 脚 端 径

1 3 ．2 c m
脚 部 外 面 ナ デ 、 内 面 は ヘ ラ ケ ズ 10 。

2 － 4 m m の

石 英 粒 多 く 含 む 。
／／ 淡 赤 褐 色

8 4 ／／ ／／ 復 元 完 形 復 元 口 径 1 6 ．5 c m ．
林 部 ヨ コ ナ デ 、 脚 部 外 面 へ ラ ナ デ 、 内

面 は 磨 滅 し 調 整 不 明 。
金 雲 母 片 を 含 む ．。 ／／

く す ん だ

赤 褐 色

8 5

8 6

8 7

／／ ／／ 林 部 の み 口 径 1 5 ・6 c m 内 外 面 ヨ コ ナ デ °
や や 砂 粒 を 多 く

含 む 。
／／

暗 茶 褐 色 、 部

分 的 に 黒 褐 色

／／ ／／ 坏 部 の み 復 元 口 径 1 8 ．4 c m 内 外 面 と も ヨ コ ナ デ 、 や や 磨 滅 す る 一
1 － 5 m m

砂 粒 を 多 く 含 む 。
／／ 淡 赤 褐 色

／／ ／／ 坏 部 の み 復 元 口 径 1 7 ．0 c m
内 外 面 ヨ コ ナ デ 、 体 部 下 半 の 段 に ナ ナ

メ ハ ヶ °

1 － 2 m m の 石 英 片 、

赤 色 粒 子 を 含 む 。
／／ 明 橙 色

8 8 ／／ ／／ 脚 部 の み 脚 端 径 1 4 ．0 c m
外 面 は ナ デ で 脚 裾 に ナ ナ メ ハ ヶ 、 内 面

下 半 へ ラ ケ ズ lL 上 半 は ナ デ 。

5 m m 内 外 の 石 英

粒 を 多 く 含 む 。
普 通 淡 赤 褐 色

・8 9 ／／ ／／ 脚 部 の み
復 元 脚 端 径

1 3 ．4 c m

外 面 は ナ デ 、 筒 部 内 面 は ヘ ラ ヶ ズ 1土

裾 内 面 は ナ デ °
石 粒 を や や 含 む 。 良 好

（ 外 ）明 褐 色

（や や 赤 味 を お ぴ る ）

（ 内 ）褐 色

床 ・ 面

9 0 ／／ ／／ 脚 部 の み 脚 端 径 1 1 ．4 c m
外 面 か ら 裾 内 面 ナ デ 、 筒 部 内 面 は ヨ コ

へ ラ ケ ズ リ °

1 － 2 m m

砂 粒 含 む °
／／ 明 褐 色

9 1

・啓

／／ ／／ 脚 部 の み 外 面 は ナ デ 仕 上 、 内 面 は ヘ ラ ヶ ズ tL
微 砂 を 含 む

（ 含 雲 母 片 等 ） ／／ 明 褐 色

9 2 ／／ ／／ 脚 部 の み
復 元 脚 端 径

1 1 ． 2 c m

外 面 は ナ デ の ち タ テ 又 は ナ ナ メ ハ ケ 、

筒 部 内 面 は ヘ ラ ケ ズ 11 。
砂 粒 を や や 含 む 。 ／／ 明 褐 色

9 3 ／／ ／／
，．
脚 部 の み

復 元 脚 端 径

1 1 ．7 c m

外 面 は タ テ ヘ ラ ヶ ズ リ め ち ナ デ 、 内 面

は ヨ コ へ ラ ケ ズ Ij 。
精 、 良 ／／ 甲 赤 褐 色 －

S X 3 2 － 9 4 須 恵 器 坏　　 身 ％　 片 受 部 径 1 1 ．2 c m
外 鹿 部 ％ 迄 回 転 へ ラ ヶ ズ リ 、 そ の 他 は

ヨ コ ナ デ 。
／／

普 通

（ 外 ）や や 暗 い

1 青 灰 色

（内 ） 淡 青 灰 色

ろ く ろ 回 転

逆 時 計 回 lO

S －x 3 5 9 5 土 師 器 甑 口 緑 ％ 片 復 元 口 径 2 3 ．8 c m
外 面 持 タ テ 叉 は ナ ナ メ ハ ヶ 、 言 緑 部 内

面 は ナ ナ メ ハ ヶ 、 胴 内 面 は ナ デ °
／Ⅰ 良 好

（外 ） 淡 赤 味 を

お ぴ た 灰 褐 色

（ 内 ） 淡 い 肌 色 －

－S X 3 8

9 6 ／／ 高　　 坏 坏 部 ％ 片 復 元 口 径 1 5 ・8 c m 磨 滅 が ひ ど く 調 整 不 明 ° ．
1 － 2 m m 　 －

砂 粒 を 含 む 。
普 通 淡 褐 色

9 7 ／／ ／／ 脚 部 片 復 元 底 径 1 6 ．0 c m
外 面 は 磨 滅 し 調 整 不 明 、 内 面 は ヘ ラ ケ

ズ リ °
金 雲 母 を 含 む 。 ／／ 閏 褐 色

s x 3 9

9 8 ／／ ／／ 筒 部 の み
外 面 は 細 い タ テ ハ ケ 、 内 面 は 上 半 が へ －

ラ ケ ズ リ 。

1 一 2 m m 砂 粒 を

多 く－含 む 。
／／

や や 白 っ ぽ い

明 黄 褐 色

9 9 墳　 恵 器 台　 付 壺 復 元 完 形

復 元 口 径 1 1 ・5 c m

脚 径 1 4 ．8 c m

器 高 1 7 ・2 d m

壺 下 半 は 静 止 へ ラ ケ ズ lL 脚 外 面 は タ

テ ヘ ラ ヶ ズ リ 、 そ の 他 は ヨ コ ナ デ 。
精　 良

良 好

堅 緻
扶 育 灰 色

S X 4 0

1 0 0 弥　　 生 つ月，ヨ E 胴 部 片 最 大 胴 径 2 0 ．7 c m
胴 部 外 面 上 半 丁 寧 な ナ デ 、 下 半 タ テ ハ

ケ 、 内 面 は タ テ 、ナ ナ メ 、ヨ コ の ハ ヶ °
／l 良 好 淡 黄 灰 褐 色

1 0 1 ／／ 甕 兄 現 存

復 元 口 径 1 2 ．6 c m

現 存 高 1 8 ．8 c m

最 大 胴 径 1 6 ・6 c m

口 線 内 外 面 は ヨ コ ナ デ 、 胴 外 面 は ナ ナ

ノ バ ヶ （1 0 本 ） 、 内 一面 は ナ ナ メ 又 は ヨ コ

ハ ケ 。

砂 粒 を 多 く 含 む 。 ／／
淡 褐 色 、 外 は

ス ス カ i 付 着 。

S X 4 6 1 0 2 土 師 器 高　　 坏 ロ 緑 部 兄 片 復 元 口 径 1 6 ．8 c m 内 外 面 と も 丁 寧 な ナ デ °
1 ■ 3 m m 砂 粒 を

少 量 含 む 。
／／

明 橙 色 で 部 分

的 に 黒 灰 色

．S X 4 7

1 0 3 ／／ ／／
日 録 部

兄 欠 失

復 元 口 径 1 5 ．2 c m

器 高 9 ．5 c m
全 銀 ナ デ 仕 上 ° 磨 滅 が 著 し い ° －－1精　 良

や や

． あ ま い

、明 橙 色

1 0 4 漠 式 系 土 器 甕 言 綾 部 ％ 復 元 口 径 1 5 ・7 c m
言 線 内 外 面 ナ デ 、 胴 外 面 は タ テ の 平 行

叩 き （ 5 本 単 位 ）。

1 － 5 m m

砂 粒 含 む 。
良 好

（ 外 ）淡 灰 褐 色

（ 内 ）暗 灰 褐 色

須 恵 質 の 土

器

1 0 5

1 0 6

1 0 7

土 師 器 埼 口 緑 箱 弱
復 元 自 径 1 3 ．0 c m

器 高 4 ．2 c m
内 外 面 と も ヨ コ ナ デ °

1 － 2 m m

砂 粒 含 む 。
／／

（外 ） 明 橙 色

（内 ） 黒 灰 色 味

を お び る 。

／／ ／／ 口 緑 部 易 片
復 元 口 径 1 2 ．0 c m

器 高 5 ．1 c m
内 外 面 と も ナ デ 。 砂 粒 を 多 く 含 む 。 普 通 淡 褐 争

／／ ／／ 復 元 完 形
口 径 1 4 ．5 c m 内 面 か ら ロ ー線 外 部 は ナ デ 、 外 面 下 半 は 1 － 4 m m 良 好

赤 み を －ぉ び た

器 高 6 ．7 c m ヨ コ ハ ケ の ち ナ デ ° 砂 粒 含 む 。 黒 灰 褐 色
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（5）

遺 構 名 N o ． 種　 類 器　 種 器　 部 法　 量 （c m ） 手　 法　 の　 特　 徴 由　　 土 焼 成 色　　 調 備　 考

S X 4 7

1 0 8 土　 師 器 士官E 口 縁 ％ 片 復 元 口 径 1 7 ．2 c m 内 外 面 ナ デ 。
砂 粒 を や や 含 む °

（金 雲 母 ）
普 通 褐 色

1 0 9 漠 式 怒 土 器 甕 口 緑 部 復 元 口 径 2 0 －．5 c m 口 緑 外 面 か ら 胴 部 内 面 ナ デ 。 胴 部 外 面

は ヨ コ 平 行 叩 き 。

1 － 2 m m 砂 粒 、

雲 母 片 を 含 む 。
良 好 淡 褐 色

1 1 0 土　 師　 器 高　　 坏 坏 書隅 一 復 元 口 径 1 4 ．6 c m ナ デ が 器 表 面 は か な り磨 滅 す る ° 砂 粒 を 含 む 。 普 通 淡 褐 色

』1 1 1 ／／ ／／ 脚 部 の み
復 元 脚 端 径 ．

1 2 ．－4 c m

外 面 へ ラ ヶ ズ 11 の ち ナ デ 。 裾 部 ナ デ 、

筒 部 内 面 へ ラ ケ ズ リ °
1 一一 2 m m

砂 粒 混 入
良 好 淡 灰 褐 色

1 1 2 ／／ 器　　 台 口 緑 部 易 片 復 元 口 径 1 6 ．8 c m 内 外 面 と も ナ デ ° 精　 良 ／／ 明 褐 色

1 1 3 漠 式 系 土 器 甕 ‘ 鹿 部 片
内 面 は あ て 具 痕 が 残 る ° 外 面 は 純 帝 文

叩 き を 施 す 。

1 － 2 m m

砂 粒 混 入
1 普 通

（外 ）淡 明 褐 色

（内 ）淡 黄 褐 色

S X 4 8 1 1 ．4 土　 師 器 高　　 坏 脚 部 片 外 面 は ナ デ 、 内 面 は ヘ ラ ヶ ズ 11 °
1 － 3 m m の 砂 粒 を

多 く 混 入 。
良 好

や や く す ん だ

淡 褐 色

S X 5 0

1 －1 5 ／／ －出雲E 白 頸 部 片
口 線 内 外 面 は ナ デ 、 胴 部 外 面 は タ テ 又

Ⅰ－まナ ナ メ ハ ケ 、 内 面 は ナ ナ メ ヘ ラ ケ ズ
リ °

砂 粒 を 多 く 混 入

す る 。
普 通

（外 ）黒 褐 色

（内 ）暗 褐 色

1 1 6 漠 式 系 土 器 鉢 鹿 部 片 復 元 底 径 1 1 ・O c m
外 面 は タ テ 叉 は ナ ナ メ の 平 行 叩 き ° 内

面 は 指 ナ デ °
砂 粒 を ．や や 含 む 。 ／／ 甲 褐 色

1 1 7 土　 師 器 把　 手 現 存 長 7 ．3 c m 指 調 整 上 部 に ヘ ラ に よ る 切 り 込 み ° 石 英 粒 を 含 む 。 良 好 淡 明 褐 色

S E 3 1

1 1 8 ／／ 塊 口 緑 ％ 片 復 元 口 径 1 4 ．0 c m 内 外 面 ナ デ 砂 粒 を 多 く 含 む 。 ／／ こ げ 茶 色 上　　 層

1 1 9 ／／ ／／ 鹿 部 片
外 鹿 部 は 粗 －い ハ ケ 、 内 面 は 磨 滅 し 調 整

．不 明 。
精　 良 － 普 通

（外 ）淡 白 灰 褐 色

（内 ）明 橙 色 ／／

1 2 0 ／／ 高　　 坏 脚 部 片 の 腔 端 座 1 1 ・4 c m 外 面 は 指 ナ デ 、 裾 内 外 面 は ヨ コ ナ デ 、

内 面 は ヨ コ へ ラ ヶ ズ 11 。
細 砂 粒 を 含 む 。 良 好 淡 褐 色 － 下 ．　 層

1 2 1 須　 恵 器 坏　　 蓋
口 径 1 1 ．5 c m

器 高 4 ・4 c m
天 井 部 回 転 へ ラ ヶ ズ lL 　 言 線 内 外 面 は

ヨ コ ナ デ 。
精　 良 ／／ －淡 青 灰 色

ろ く ろ 回 転 は

逆 時 計 回 －り

1 2 2 ／／ 坏　　 身 ロ 縁 猪 片

復 元 口 径 1 0 ．6 c m

受 部 径 1 2 ．5 c m
器 高 4 ．9 c m

内 面 か ら 体 外 部 上 半 ％ 迄 ヨ コ ナ デ ° 外

鹿 部 迄 は 回 転 へ ラ ヶ ズ リ 。
砂 粒 を 少 量 含 む

良 好

堅 緻
青 灰 色 上　　 層

1 2 3 ／／ 高　　 坏 口緑 部 ％ 片
復 元 口 径 1 2 ．0 c m

受 部 径 1 3 ．6 c m
内 外 面 と も ヨ コ ナ デ ° 細 砂 粒 を 含 む 。 ／／ 淡 灰 色　 － ／／

1 2 4 ／／ ／／ 受 部 ％ 片 受 部 径 1 2 ・6 c m
内 面 ヨ コ ナ デ 、 休 部 上 半 ヨ コ ナ デ 、 下

半 へ ラ ケ ズ 11 °
砂 粒 を 少 量 含 む 。 ／／ 淡 青 灰 色 ／／

1 2 5 ／／ ／／ 脚 部 接 片
復 元 脚 端 径

9 ．8 c m
内 外 面 ヨ フ ナ デ 。 精　 良 ／／

や や く ら い

灰 色 ／／

1 2 6 ／／ 甕 口 綾 部 ％ 片 復 元 口 径 2 0 一4 c m 内 外 面 ヨ コ ナ デ 、 2 家 の 櫛 描 波 状 文 。 ／l 良 好 鳴 音 灰 色

1 2 7 ／／ ／／ 復 元 口 径 2 7 ・2 c m
口 線 内 外 面 ナ デ 。 休 部 内 面 同 心 円 か き

ナ ラ ．消 し 、外 面 平 行 叩 き に カ キ 目 を 加
え る 一°

－白 い 松 末 状 の 粒

子 を 含 む 。 砂 粒
を 含 む が 極 少 。

や や

不 良
灰 色 上　　 層

S －E 3 5 1 2 8 土 師 器 一女 ％ 現 存
復 元 口 径 6 ．3 c m 口 線 内 外 面 及 び 胴 部 外 面 ヨ コ ナ デ °

．精　 良
良 好 （外 ）明 橙 色

井 戸　 底璽E 最 大 胴 径 9 ・O c m 内 面 ヨ コ へ ラ ヶ ズ 11 。 墜 緻 （内 －）黒 灰 色

S B 9 1 1 3 0 ／／ 高　　 坏 坏 部 ％ 片 復 元 口 径 1 8 ．0 c m 内 面 ヨ コ ナ デ 、 外 面 は 磨 滅 し 調 整 不 明 。
砂 粒 （ 1 m m 前 後 ）

を や や 含 む 。
普 通 明 褐 色

S B O 5 1 3 1 ／／ 鉢 鹿 部 片 の 復 元 痙 径 6 ・2 c m 外 面 は ナ ナ メ の 細 い ハ ヶ 、 内 面 は ナ ナ

メ ヘ ラ ヶ ズ リ 。

1 － 3 m m 砂 粒 を

多 く 含 む ／／
（外 ）暗 褐 色

（内 ）淡 褐 色

S B O 7 1 3 2 ／／ 甕 鹿 部 の み 内 面 は ヘ ラ ナ デ 、 外 面 は 丁 寧 な ナ デ 。 砂 粒 を 少 量 含 む 。 良 好
や や 暗 い 黄 褐 暗 褐
色 －で 部 分 的 に ス ス
が つ き 黒 褐 色

S D O 2

1 3 3 弥　　 生 ．土 一月互 完　 形
口 径 1 1 ．6 c m
底 径 6 ・1 c m

器 高 1 2 ・4 c m

言 縁 外 面 か ら 胴 内 面 迄 棺 ナ デ 、 胴 外 面

タ テ ヘ ラ 磨 き 痕 を 残 す ° 鹿 部 指 ナ デ 痕

が 残 る 。

精　 良 ／／ 明 灰 褐 色
黒 色 粘 質

土 層

1 3 4 ／／ ／／ ／／

口 径 1 2 ．4 c m
底 径 5 ．8 c m

言 線 内 外 面 ヨ コ ナ デ 胴 部 内 面 拇 ナ デ 、 1 － 2 m m の 石 英
／／

や や 暗 い
／／

器 高 1 3 ．1 c m 胴 部 外 面 は ベ ラ 磨 き 痕 が 残 る ． ° 粒 を 含 む 黄 褐 色 土
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遺 構 名 N o 一 種　 類 器　 種 器　 部 法　 豊 （ c m ） － 手　 法　 の　 特 ∴　 長 胎　　　 土 焼 成 色　　 潤 備 一　 考

S

D

0 2

1 3 5 弥　　 生 ．虫璽 E ％　 片

復 元 口 径 2 9 ・O c m

器　　 高 1 6 ．9 c m

復 元 最 大 胴 径 2 0 ・飴 m －

言 緑 外 面 か ら 胴 外 面 ヨ コ ナ デ 、 鹿 部 と

の 境 ナ ナ メ ハ ケ ° 外 鹿 部 ナ デ 。 胴 内 面

は ナ デ °

精　 良 普 通 淡 明 橙 色 上　　 層

1 3 6 ／／ ／／ 兄　 片
復 元 口 径 1 0 ・8 c m

貴 大 胴 径 1 2 ．5 c m

白 線 内 外 面 ナ デ ° 胴 部 内 外 面 へ ラ ミ グ

キ °
／／ 良 好 明 －褐 色 下　　 層

1 3 7 ／／ ／／ 言 緑 ％ 片 復 元 口 径 4 8 ．0 c m
ロ 線 内 外 面 は 板 状 工 具 に よ る ヨ コ ナ

デ 、 ヨ コ 又 は ナ ナ メ ハ ヶ 。

1 ・－ 5 m m

砂 粒 を 含 む ／／
明 黄 褐 色 －

暗 褐 色
黒 灰 色 粘 土

1 3 8 ／／ ／／ 口 緑 部 分 復 元 口 径 3 0 ・4 c m

日 録 部 外 面 は 板 状 工 具 に よ る ヨ コ ナ デ

頸 部 は ナ デ 。 言 緑 内 面 は ヨ コ 又 は ナ ナ

メ ハ ヶ 、 内 面 は ナ デ 。

1 － 8 m m

砂 粒 を 含 む ／／
淡 褐 色 ．

（灰 色 味 を お び る ）
‘ 下　　 層

－1 3 9 ／／－ ／／ ロ 緑 ％ 片 復 元 口 径 1 9 ．6 e m
外 面 は ナ デ 、 言 緑 内 面 は コ コ 又 は ナ ナ

メ ハ ケ 頸 部 内 面 は －、・デ °

1 － 3 m m

砂 粒 を 含 む ° ／／ 淡 黄 褐 色 ／／

1 4 0 ／／ ／／ 言 縁 部 片 復 元 口 径 1 9 ．5 c m
言 緑 外 面 ヨ コ ハ ヶ 、 下 半 は ナ デ 、 内 面

は ヨ コ ナ デ 。

砂 粒 を 少 量 含 む
／／ 淡 褐 色

淡 暗 褐 色

／／

1 4 1 ／／ ／／ ／／ 復 元 口 径 2 0 ．5 c m
ロ 頸 部 外 面 丁 寧 な ナ デ 、 局 部 ヨ コ ナ デ

内 面 は ヘ ラ 研 磨 、 及 び 指 ナ デ 。

砂 粒 を 多 く 含 む
／／ 暗 褐 色

一 黒 褐 色

／／

1 4 2 ／／ ／／ 頸 吉 に 片

頸 部 外 面 ナ デ 。 胴 部 外 面 タ テ 又 は ナ ナ

メ ハ ヶ 、 頸 部 内 面 は ナ デ 仕 上 、 内 面 は

ヨ コ ハ ヶ °

1 － 2 m m

砂 粒 少 量 含 む
／／

（外 ）赤 み が か

っ た 淡 褐 色
（ 内 ）灰 褐 色

上　　 層

1 4 3 ／／ ／／ 頸 胴 部 片
復 元 最 大 胴 径 頸 部 外 面 ナ デ ° 胴 部 外 面 タ テ 又 は ナ ナ 1 ・－ 6 m m

／／
（ 外 ）暗 灰 褐 色

／／
2 8 ．2 0 m メ ノ、 ケ 、頸 部 内 面 は ナ デ 仕 上 、内 面 ヨ コ ハ 石 英 粒 を 含 む （ 内 ）黒 灰 色

1 4 4 ／／ ／／ 鹿 部 片 底 径 1 0 ．0 c m
胴 部 外 面 は ナ ナ メ の 細 い 刷 毛 、 内 面 は

丁 寧 な ナ デ 。
砂 粒 を 多 く 含 む ／／

（ 外 ）淡 褐 色 （ 娩

ガ 付 着 ）

（ 内 ） 明 褐 色

1 4 5 ／／ ／／ ／／
底　 径 9 ．0 c m 胴 外 面 は ナ ナ メ の 細 い 刷 毛 °　 内 面 は ナ 1 －－ 3 m m の 砂 粒

／／
淡 褐 色 （ 内 面

上　　 層
最 大 高 7 ・6 c m デ 、 外 鹿 部 は 稲 粗 の 痕 跡 残 る 。 を 含 む は や や 暗 い ）

1 4 6 ／／ ／／ ／／ 底　 径 1 0 ・4 ¢ m
脚 外 面 は ナ ナ メ の 粗 い ハ ケ （7 本 単 位 ）

内 面 は 粗 い ハ ケ の ち ナ デ 、 外 鹿 部 は ナ デ

1 m m 内 外 の 砂 粒

を 少 量 含 む
／／

（外 ）ス ス が 付 着 し

黒 褐 色

（内 ）淡 褐 色

下　　 層

1 4 7 ／／ 甕 言 緑 部 片 復 元 口 径 2 5 ．2 c m

ロ 緑 外 面 は ヨ コ ナ デ 、 内 面 は ナ ナ メ ハ

ケ 、 胴 部 上 半 は 粗 い ヨ コ パ ケ 伽 一 1 1 本 ）

下 半 は 板 ナ デ 、内 面 は ナ ナ メ の 粗 い ハ ケ °

1 － ．2 m m

砂 粒 を 含 む
／／

（外 ）暗 褐 色 － 黒 褐

色

（内 ）淡 褐 色
ル

1 4 8 ／／ ／／ 口 緑 部 材 片 復 元 口 径 2 7 ．2 c m

口 線 内 外 面 ヨ コ ナ デ 、 胴 外 面 タ テ 又 は

ナ ナ メ ハ ヶ （8 本 単 位 ） 、 内 面 は ナ デ 、

指 圧 痕 が 残 る °

1 － 5 m m

砂 粒 を 多 く 含 む ／／ 淡 褐 色 ／／

1 4 9 ／／ ／／ 口 緑 ％ 片 復 元 口 径 1 6 ．0 c m
口 縁 外 面 は ナ デ 、 内 面 は ヨ コ ナ デ 。 胴

部 外 面 は ナ デ ° 内 面 は ナ ナ メ ハ ケ 。

1 － 3 m m

砂 粒 を 含 む
／／

や や 暗 い

褐 色

1 5 0

l

／／ ／／ 口 緑 都 ％ 片 復 元 口 径 2 5 ・O c m
白 線 内 外 面 ナ デ 、 端 部 刻 目 あ り 、 胴 外

面 は 細 い タ テ ハ ケ 、 内 面 は 指 ナ デ 。
／／ ／／

ス ス が 厚 く 付 着

（外 ）
上　　 層

1 5 1 ／／ ／／ ロ 緑 部 片
口 線 内 外 面 ヨ ゴ ナ デ 、 胴 外 面 は 租 ．い タ

テ ハ ヶ 、 内 面 ナ デ 。

ス ス が 厚 く 仲

着 （ 外 ）
下　　 層

1 5 2 ／／ 鉢 復 元 完 形
ロ　 経 1 2 ・O c m

器　 高 6 ・1 c m

内 面 は ナ デ の ち ハ ヶ 、 言 緑 外 面 は ナ デ

外 面 は タ テ パ ケ 。
砂 粒 を 多 く 含 む 良 好

（ 外 ）や や 暗 い

褐 色

（ 内 ）褐 色
／／

1 5 3 ／／ ／／ ／／
口　 径 1 0 ．2 c m

器　 高 7 ．3 c m
内 外 商 共 指 ナ デ 、 鹿 部 は ナ デ 仕 上 。

1 m m 一一 1 c m の 砂

粒 が 多 く 含 む ／／

淡 褐 色

部 分 的 に 異 変

す る　 －

／／

1 5 4 ／／ ／／ ／／
復 元 口 径 9 ．2 C 田

器　　 高 4 ・8 c m

内 面 か ら 言 縁 外 面 ナ デ 、 外 面 は タ テ パ

ケ を ナ デ 消 す 。 外 鹿 部 は ナ デ 。
精　 早 ／／

暗 灰 褐 色

． 部 分 的 に 黒 変

黒 褐 色 粘 土

1 5 5 ／／ ／／ 言 線 材 片 復 元 口 径 2 2 ．0 c m 内 外 面 共 ナ デ 、 か －な り 磨 滅 す る 。
1 － 5 m m

砂 粒 を 含 む
普 通 淡 褐 色 上　　 層

1 5 6 ／／ ／／ 言 緑 ％ 片 復 元 口 径 1 8 ．2 c m
内 面 か ら ロ 緑 外 面 は ナ デ 。 胴 部 外 面 は

部 分 的 に ナ ナ メ パ ケ 。
痛　 良 良 好

（ 外 ） 黒 灰 褐 色

か ら 灰 黄 褐 色

（ 内 ） 灰 黄 褐 色

下 壷

黒 灰 色 粘 土

1 5 7 ／／

l

／／ 言 緑 ％ 片 復 元 言 経 2 3 ・5 c m
口 線 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。－ 胴 部 内 面 は ナ デ

外 面 は ナ ナ メ 又 は ヨ コ ハ ケ 。

1 － 4 m tn

、砂 粒 混 入
／／ 淡 褐 色 下　　 層

1 5 8 ／／ ／／ ロ 緑 部 片
復 元 言 経 2 9 ・O c m

胴　　 径 2 8 ・8 c m

言 線 内 外 面 、 胴 部 内 面 上 半 ナ デ °　 内 面

下 半 は 板 状 工 具 に －よ る ナ デ 、 胴 部 外 面

は タ テ ハ ヶ

砂 粒 を 多 く 含 む

（石 英 粒 を 多 く 含 む ） ／／
淡 彿 色 ／／

1 5 9 ／／ ／／ 復 元 完 形
口　 径 1 4 ．6 c m

高 さ 1 2 ．7 － 1 2 ・細 れ

ロ 緑 内 外 面 は 拇 圧 痕 が 残 る 。 胴 外 面 は

ヘ ラ ナ デ ° 内 面 は ヘ ラ ナ デ 、 内 鹿 部 は

指 ナ デ °－

粗 ．砂 を 含 む 。 ／／

（外 ）茶 褐 色 一 黒 褐 色

（内 ）黒 褐 色 （晩

成 に よ る も の か ）

／／

1 6 0 ／／ ／／ 1 4 　 片

復 元 口 径 7 ．2 0 血

復 －元 高 1 3 ．3 c m

復 元 口 径 1 6 ．6 c m

口 縁 部 外 面 指 お さ え 痕 あ り 、 胴 外 面 は

ナ デ 内 面 は ナ ナ メ の 粗 い ハ ケ 。′
精　 良 良 好

外 面 灰 褐 色 で 部 分

的 に 蝶 が 付 着 し

－ 黒 色 を 呈 す

／／
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遺 構 名 No． 種 一　類 器 L　種 器　 部 法　 量 （6m ） 手　 疎　 の　 特　 徴 胎　　　 土 焼 成 色　　 調 備　 考

S　 －

D

0 2

16 1 弥　　 生 鉢 鹿　 部 復 元底 径 7 ．0 cm
胴外面 タテヘ ラナデ、内面は丁寧なナ

デ外鹿部は雑なナデ。

1－ 2 mm の石 英粒

を少 量 含む
良 好

（外 ）淡 褐 色（

部黒 変 す る ）

（内 ）明 褐 色

下　　 層

16 2 ／／ 高　 坏 脚裾 欠失 復 元 口径 16 ．3 cm
杯部内外面 ヨコナデ（赤 色顔料 を施す ）

筒鋸外面はナ ラ、内面はヘ ラケ ズリ。

1 一 2 m m 砂 粒 を

多 く含 む
普 通

（外 ）赤 褐 色（′、

色顔 料 を塗布 ）

（内 ）明 褐 色
／／

16 3 ／／
／／ 脚部 片 脚 立径 1 1 ．8 c m

脚部外面はヘ ラ研磨、内面は しぼ り痕

か残る。
精　 良 良 好

（外 ）赤 褐 色

（丹 塗 ）

（内 ）灰 褐 色

黒灰 色 粘土

16 4 ／／
／／ 林部 片 口径 2 9 ．45 c m

口綾部丁寧なナラ．。坏部内外面檻ナデ

外面はナナ メハケのち タテナデ。

／1 － 5 m m 石 英粒

を 多 く．混 入 ／／

ややくすんだ褐

色外面上部はスス

スが付着

下　　 層

16 5 ／／
／／ 坏部 ％ 片 復 元 口径 3 1 ．2 cm 内外面磨滅 し調整不明 。

1 － 4 m m

砂 粒 混 入
普 通 明 橙 色 上　　 層

16 6 ／／
／／

脚部 片 脚 端径 1 5 ・4 c m
内外面共磨滅がひ どく調整不明、 しぼ

り痕あ lO 。
砂粒 を多 く含む ／／

淡灰 褐 色 （やや

黄味をおびる） ／／

16 7 ／／
／／

／／ 復 元 脚端 径 14．7
外面はナナ メハケ、脚裾 内面 はヨコハ

ケ、端部 はナデ、しぼ り痕あ り。

1 － 2 m m

砂 粒 少 量含 む
良 好 暗灰 褐 区

下層

黒灰 色 粘土

16 8 ／／
／／

／／
復 元 脚端 径

1 6 ．2 ．c m

外面は タテ方向のナデ、裾外面はナデ

内面は ヨコナデ、しぼ rO 痕 あり。

1 － 2 m m

石 英 粒子 含 む ／／ 淡褐 色

16 9 ／／
／／

l／
外面はヘラ研磨、丹塗 り、内面はナデ

仕上。

1 － 2 m m

砂 粒 少 量含 む ／／

（外 ）赤 褐 色（

塗 り）

（内 ）淡 褐 色

上　　 層

17 0 ／／ 器　 台 ．完 －　 形
口　 径 1 1 ．2 c m

器　 高 1 4 ．2 c m

口縁端部ナ ラ、外面 はタテハ ケ、内面は

しぼ り痕残 り、一　言緑内面はナナ メハヶ

内面下半は タコハヶ °

1 － 2 m m の 石 英

粒 子 をや や 含 む ／／ 明黄 灰 褐 色 ．黒 色粘 土 層

17 1 ／／
／／ ほ ぼ完 形

口　 径 1 1 ．2 c m

現 存 高 1 5 ．5c m

底径12 ．3－ 12 ．訟m

外面に しぼ り痕が残 り、内外面共ナデ

仕上 °
／Ⅰ
．．

／／ 明灰 褐 色 黒灰 色 粘 土

17 2 ／／
／／ 口綾部欠失 底　 径 1 2 ．2 c m

しぼ り痕が残 り、外面はナデ、内面は

鹿部が ヨコハ ヶ。

1 － 5 m m 程 度 の

砂 粒 を含む ／／

（外 ）淡 褐 色

（一 部 黒褐 色 ）

（内 ）淡 褐 色

17 3 ／／
／／

／／ 復 元 底径 10 ．1 cm
内外面共ナ ラ、しぼ り痕、指お さえ痕

が残る。

1 ～，2 m m

砂 粒を少量 含む ／／
（外 ）淡 褐 色

（内 ）褐 色
上　　 層

．

17 4 ／／
／／

／／ 復 元 底径 1 1 ．4 cm
内面 しぼ り痕が－残 り、外面は指調整痕

が残 り、脚端部はナデ°

1 － 3 m m

石 英 粒 を含 む
／／ 暗褐 色 ／／

17 5 ／／
／／ 鹿部 ％ 片 復 元 底径 10 ．．1 cm 内面 はナデ、外面は指 調整痕 が残る°

1．－ 2 m m

石 英 粒 を含 む ／／
（外 ）淡 褐 色

（内 ）褐 色 ／／

17 6 ／／
／／ 完　 形

口　 径 6．7 0 血

11　　　　－－．－1－．
外面は上半 にタテハ 与、下半 はナデ、

1 － 3 m m の
／／
灰褐 色 （一部 下　 層器　 南 1 1 ．8 c m

底　 径 7・5c m

言縁内面はヨコハ ヶ、内面 はしぼ り痕

東 男 を。
石英 粒 を含 む 異変 す る）

17 7 ／／
／／

／／

底 怪 長径 12 ．0 cm

短径 1 1 ．5 cm

器 高　 1 1 ．6 cm

口縁内外面 3 3 ナデ、外面は上辛かナナ

メハヶ下半は粗いタテハヶ、内面は上半
が粗いヨコハケ、中央がヘラナデ、下半
がヨコナナメハヶ。

1 － 2 m m の 砂

（石英）嘘 を含 む ／／ 淡褐 色
黒 色粘 土 層

17 8 ／／
／／

口綾部のみ 口　 径 4．4 c m 口緑 外面はナ ナメハ ヶ、内外面 はナデ ／／ 〃 淡 明褐 色 、 下　　 層

17 9 ／／ 鉢 鹿 部 欠失 復 元 口径 30 ．8 c m
言緑外面はヘラヶズリ、内面は楷オサエ
外面は上半が指ナラ、中央がナナメハヶ
下半がヘ ラナラ、内面は粗いナナノバヶ

砂 粒を少量含む ／／

（外 ）淡褐色（一部

ススが付着
（内 ）黒灰色

／／

18 0 土　 師 器 甕 言綾部 復 元 口座 2 3 ．0 c m
内面か らロ緑 外面ナデ 、胴部外面は ヨ

コの平行 叩き。
／／

や や ～

あまい
明橙 色

18 1 ／／ －高　 坏 脚　 部
外面は タテヘ ラケズ 11 の ちナデ。裾部

内面はナデ 、内面はヘラケズ リ°
砂粒 を多 く含む 良好

（外 ）波 灰 褐 色

（内 ）明橙 色

下 層

黒 色粘 土　 ニ

1 82 ／／
／／

／／
復 元 脚端 径

1 0 ・2 c m

外面は指ナデ 、裾内外両横ナデ、内面

はヘ ラ．ヶズ 10 。

砂粒 をやや 含 む
／／ 淡 黄褐 色 上 ’ 層

1 83 須　 恵 器 ／／ 脚 部 13 片
復元 脚端 径

1 0 ・3 c m
外面は ヨコナ デ、内面は棺ナデ。 l／ ／／ 扶 育灰 色 ／／

S D O 3

19 2 土　 師 器 ／／ 口縁 ％ 片 復元 口径 1 9 ・O c m
内外面共ナ デ。外面段部にナナ メハケ 1 m m 細 砂粒

を含む
普通 淡 明橙 色 ／／

1 9 3 須　 恵 器 ／／
鹿 部 25 片 底　 径 11 ．8c m 内外面共 ヨコナデ。 精　 良 良好 － 淡 青灰 色

l

／／

S D ．0 5 1 9 7 土　 師 器 ． 壺　 ／

r

一一一ノ．　－

完　 形
口　 径 12 ・2c m

器　 度 12 ．4c m

言線 内外面 から胴部 外面上半 ヨコナデ

下半 はタテハ ヶのち板ナデ 、内面 は潤

整不明。

／／ ／／ 明 赤 褐 色

－　94　－



（8）

遺 構 草 N 。． 種　 類 器　 種 器 ． 部 法　 量 （ c m ） 手　 法　 の －特　 徴 胎　　　 土 焼 成 色　　 調 備　 考　 －

S －

D

0 5

1 9 8 土 師 器 小 型 丸 底 壺

口 緑 部 を

の ぞ い て

完 形

復 元 口 径 9 ．0 c m

器　　 高 1 3 ．0 c m

最 大 胴 径 1 1 ．2 c m

言 緑 内 面 は ナ デ 、 外 面 は 手旨ナ デ 、 タ ケ

ハ ケ が 残 る 。 胴 外 面 は タ テ パ ケ 内 面 は
ヘ ラ ケ ズ 11 。

1 － 2 m m の

石 英 粒 子 を 含 む
普 通 黄 灰 褐 色 中　　 層

1 9 9 ／／ 壷 ． 完　 形
口　 径 9 ．0 c m

器　 高 1 3 ． 2 c m

口 線 内 外 面 は ヨ コ ナ ラ シ 、 胴 外 面 は ・

ナ ナ メ ハ ケ 、 内 面 は ヘ ラ ヶ ズ 11 °
1 － 5 m m の 石 英

雲 母 片 を 含 む
／／

（外 ）淡 褐 色

（内 ）茶 褐 色
上　　 層

2 。 0 ／／ ／／ 胴 部 片 最 大 胴 径 1 4 ・8 C 田 胴 外 面 は タ テ 又 は ナ ナ メ ハ ケ 、 内 面

は へ ラーケ ズ 11 か 。
雲 母 を 含 む 良 好 －

（外 ）黒 褐 色

（喋 が 付 那

（内 ）暗 褐 色 －

灰　　 層

2 0 1 ／／ 小 型 丸 底 壺 ％ 現 存

復 元 口 径 7 ．8 c m

器　　 高 1 0 ．2 c m

最 大 胴 径 1 1 ．0 0 －

ロ 線 内 外 面 、 胴 外 面 ヨ コ ナ ラ 、 胴 内

面 手旨ナ デ 。

1 － 2 m m の 砂

粒 を 含 む ／／ 明 赤 褐 色 上　　 層

2 0 2 ／／ ．＝ヒ竺 E 言 綾 部 復 元 口 径 9 ．0 c m 言 線 内 外 面 ヨ コ ナ デ ° 精　 良 普 通 白 灰 色 中　　 層

2 0 3 ／／ ／／ 言 緑 部 材 片 復 元 口 径 1 0 ・6 c m 言 緑 円 外 面 ヨ コ ナ デ 、 か な り磨 滅 す る
1 － 2 m m

砂 粒 を 多 く含 む

や や －

あ ま い
明 る い 肌 色

2 0 4 ／／ ／／ 復 元 完 形
復 元 口 径 1 2 ・8 c m

言 緑 外 面 ナ デ 、 内 面 、カ メ ハ ケ 、胴 部

外 面 ナ ナ メ ハ ケ （ 1 0 本 単 位 ） 胴 内 砂 位 を 少 量 含 む 良 好 （外 ）淡 こ げ 茶 色 中　　 層

復 元 尚 1 5 ．0 c m
面 、ヨ コ 又 は ナ ナ メ ヘ ラ ケ ズ リ ° （内 ）淡 黄 褐 色 黒 褐 色 粘 土

2 0 5 ／／ ／／ 鹿 部 猪 片 最 大 胴 径 1 ．3 ．0 c m
胴 部 外 面 は タ テ 叉 は ナ ナ メ ハ ヶ 、 内

面 は ナ ナ メ ヘ ラ ヶ ズ リ °
細 砂 粒 を 含 む － 普 通

（外 ）淡 暗 褐 色

（内 ）淡 明 褐 色
中　　 層

2 0 6 ／／ 九泉 一 部 欠 失 胴 一部 径 1 0 ．3 c m
胴 外 面 、丁 寧 な ナ ラ 仕 上 、内 面 上 半 指

ナ デ 調 整 、大 半 へ ラ ケ ズ 11 °

良 好 で あ る が 1

田 m 前 後 の 石 英 粒

子 等 を 少 量 含 む

良 好

明 橙 色 、部 分 的

に 2 次 焼 成 を 受

け 黒 化 し て い る

2 0 7 ／／ ／／ 胴 部 片 ％ 復 元 胴 径 9 ．4 c m
胴 外 面 は 磨 滅 し 調 整 不 明 、 内 面 は 指

ナ デ 調 整 。
精　 良 普 通 明 赤 褐 色

中　　 層

黒 褐 色 粒 土

2 0 8 ／／ 手 捏 土 器
ロ 緑 部

一 部 欠 失
口　 径 4 ．9 c m 棺 調 整 。 紳 砂 粒 を 含 む 良 好 淡 灰 褐 色

2 0 9 ／／ ．d b 1宣言 言 緑 部 片 復 元 口 径 1 0 ．2 c m
言 線 内 外 面 ヨ コ ナ ラ ．、 胴 外 面 タ テ 、

又 は ナ ナ メ ハ ケ 内 面 へ ラ ケ ズ 11 。

石 英 粒 子 を 少 量

含 む ／／

淡 灰 色 、部 分 的

に 黒 色 を お び る

ス ス が 付 着

2 1 0 ／／ ／／ 言 綾 部 片 復 元 口 径 1 1 ．2 c m

ロ 線 内 外 面 ヨ コ ナ デ 胴 外 面 は ナ ナ メ

ハ ヶ の ち ナ デ 消 し 、 内 面 は ヨ コ へ ラ
ヶ ズ 11 。

1 －， 3 m m

石 英 粒 を 含 む ／／

（外 ）黒 褐 色

（煤 が 付 着 ）

（内 ）明 確 色

上　　 層

2 1 1 ／／ ／／ 言 線 材 片 復 元 言 経 1 4 ．2 c m
ロ 綾 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 、 胴 外 面 ナ デ

胴 内 面 ナ ナ メ ハ ヶ 。

「

砂 粒 を 多 く 含 む ／／
（外 ）黒 褐 色

（内 ）暗 褐 色
下　　 層

2 1 2 ／／ ／／ 言 緑 部 ％ 復 元 口 径 1 3 ．2 c m
言 線 内 外 面 ナ デ 、 胴 外 面 は タ テ 又 は

ナ ナ メ ハ ケ 内 面 は ヘ ラ ヶ ズ リ 。
／l 普 通

（外 ）褐 色

（内 ）暗 褐 色 ．
・砂　　 層

2 1 3 ／／ ／／ 言 緑 部 ％ 片 復 元 口 径 1 4 ・馳 m
日 録 内 外 面 ヨ コ ナ デ 、 胴 外 面 は ナ ナ

メ ハ ケ 、 内 面 は ヨ コ へ ラ ケ ズ 11 °

1 － 2 m m 内 外 の

砂 粒 を 含 む
良 好

麟 褐 色 、 外 面 は

2 次 焼 成 の 煤 が

付 着

中 ・一　 層

2 1 4 ／／ ／／ 言 緑 ％ 片 復 元 口 座 1 5 ・6 c m
ロ 線 内 外 面 ヨ コ ナ デ 、 胴 部 外 面 は ナ

ナ メ ハ ケ 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ °
砂 粒 を 多 く 含 む 普 通 褐 色 ／／

2 1 5 ／／ ／／ ロ 緑 ％ 片
復 元 口 径 1 4 ・O c m

最 大 胴 径 1 8 ．4 c m

ロ 線 内 外 面 ヨ コ ナ デ 、 胴 外 面 は －タ テ

又 は ヨ コ ナ ナ メ ハ ケ 、 内 面 は ヘ ラ ヶ

ズ 11 。

一／ ／／

．（外 ）黒 褐 色

（一 部 二喋 が 付 着 ）

（内 ）褐 一色

2 1 6 ／／ 甕 言 綾 部 片 復 元 口 径 1 4 ．6 c m

口 緑 外 面 ヨ コ ナ デ 、 内 面 は ヨ コ－ハ ケ

胴 外 面 は ヨ コ 又 は ナ ナ メ 六 ヶ 、 内 面

へ ラ ヶ ズ リ °

1 一 5 m m 砂 粒 を

含 む
良 好 淡 黄 褐 色

2 1 7 ／／ ／／ ／／ 復 元 口 経 1 6 ．5 c m
空言 線 内 外 面 ヨ コ ナ デ 、 胴 外 面 タ テ 又

は ナ ナ メ ハ ケ 内 面 は ヘ ラ ヶ ズ 11 °

1 － 2 m m 砂 粒 を

少 量 含 む
／／

（外 ）暗 灰 褐 色

（煤 が 付 着 ）

（内 ）灰 褐 色

2 1 8 ／／ ／／ ／／ 復 元 口 径 1 5 ・5 c m
日 録 内 外 面 ヨ コ ナ デ 、 閲 外 面 ナ ナ メ

ハ ヶ 、 内 面 ナ ナ メ ヘ ラ ケ ズ リ 。

石 英 粒 を 含 む ／／ 淡 明 赤 褐 色
下　　 層

黒 褐 色 粘 土

2 1 9 ／／ ／／ 言 緑 ％ 片 復 元 口 径 1 7 ．8 c m
ロ 線 内 外 面 ナ デ 、 胴 外 面 ナ ナ メ ハ ヶ

内 面 ヨ コ へ ラ ヶ ズ リ 。
砂 粒 を 多 く 含 む 普 通

褐 色 味 を お び ．

た 明 橙 色
／／

2 2 0 ／／－ ／／ 言 線 材 片 復 元 口 径 1 7 ・7 c m

言 線 内 外 面 、 ヨ コ ナ デ 、 胴 部 外 面 タ

テ 又 は ナ ナ メ ハ ケ ナ デ 消 し 胴 内 面 へ

ラ ケ ズ IL

／／ ／／
褐 色 （外 面 は

や や 汚 れ る ）

2 2 1 ／／ ／／ 口 緑 ％ 片 復 元 口 径 1 6 ．0 c m

言 線 内 外 面 、 ヨ コ ナ デ 、 胴 部 外 面 タ

テ 又 は ナ ナ メ パ ケ ナ ラ シ 、 胴 内 面 へ　 －

ラ ケ ズ リ 0

1 － 6 m m

砂 粒 混 入
／／

（外 ）淡 褐 色

（内 ）暗 褐 色

2 2 2 ／／ ／／ 鹿 部 欠 失
複 本 口 径 1 9 ．0 c m －

最 大 昭 径 2 5 ．0 c m

白 線 外 面 ヨ コ ナ デ 、 内 面 ナ ナ メ パ ケ

胴 部 外 面 ナ ナ メ ハ ケ 、 内 面 タ－テ 又 は

ナ ナ メ ヘ ラ ケ ズ 1 。

砂 粒 を 多 く 含 む 普 通 淡 褐 色

2 2 3 ／／ ／／ ロ 頭 部 片
復 元 口 径 1 6 ・9 c m 言 線 内 外 面 ヨ コ ナ デ 、 胴 外 面 ナ ナ メ 1 － 6 m m

良 好

（外 ）褐 色

（大 半 喋 が 付 着 ）
最 大 胴 径 2 5 ・4 c m パ ケ 内 面 ヨ コ へ ラ ヶ ズ 11 ° 破 粒 を 少 量 含 む

（内 ）黒 褐 色
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遺 構 名 N o ． 種　 類 器　 種 器　 部 法　 皇 （ c m ） 手　 法　 の　 特　 徴 ． 胎　　　 土 焼 成 色　　 調 備 一 考

S

D

0 5

2 2 4 土 師 器 甕 一％ 現 存

復 元 口 径 1 7 ．7 c m

貴 大 胴 径 2 8 ．7 c m

器　　 高 2 5 ．8 5 c m

言 線 内 外 面 ナ デ 、 胴 部 外 面 ナ ナ メ ノ、 ヶ

胴 部 内 面 は タ テ ヘ ラ ヶ ズ り °

1 － 3 m m 砂 粒

を 含 む ．
普 通

（ 外 ） 淡 褐 色

（ 一 部 黒 変 す る ）

（内 ） 灰 褐 色

2 2 5 － ／／ ／／ 胴 部 ％ 片 復 元 胴 径 2 5 ．5 c m
胴 部 外 面 は ナ ナ メ 叉 は タ す ハ ヶ 、 内 面

ヨ コ 又 は ナ ナ メ ヘ ラ ヶ ズ り 。 ．

1 － 6 m m

石 英 粒 を 含 む
／／

（ －外 ） 暗 褐 色

（内 ） 淡 黒 色
灰　　 層

2 2 6 弥　　 生 革　 坏 坏　 部 復 元 口 径 2 8 ．4 c m
内 面 は ヨ コ ナ デ 、 外 面 は 磨 滅 し 調 整

不 明 °

1 － － 2 m m

石 英 粒 を 含 む ／／

（外 ）赤 味 を お ぴ た

淡 反 褐 色

（内 ）灰 褐 色

底

2 2 7 土 師 器 高　　 坏 ／／ 復 元 口 径 1 6 ・3 c m 内 外 面 共 ヨ コ ナ デ °
1 － 3 m m

砂 粒 を 含 む ／／ 明 橙 色

2 2 ／／ ／／ ／／ 復 元 口 径 1 6 ・2 c m － 内 外 面 と も ナ デ 。 砂 粒 を 少 し 含 む
や や

あ ま い

肌 色 、 内 面 は

や や 赤 味 が

強 い

中　　 層 －

2 2 9 ／／ ／／ ／／ 復 元 口 径 1 7 ・3 c m
内 面 か ら 休 部 上 半 は ヨ コ ナ デ 、 下 半 は

タ テ ハ ヶ °

1 m m 大 砂 痩

混 入
普 通 明 橙 色

2 3 0 ／／ ／／ 坏 細 見 復 元 口 径 1 7 ・2 c m 内 外 面 共 ヨ コ ナ デ 。 精　 良 良 好 暗 褐 色 セ ク 4 下 層

2 3 1 ／／ ／／ 坏 部 ％ の み 復 元 口 径 1 6 ．5 c m 内 外 面 共 ナ ヂ ° 少 し 砂 粒 を 含 む 普 通 明 橙 色 下　　 層

2 3 2 ／／ ／／ 球 部 復 元 口 径 1 5 ・0 c m 内 外 面 共 ヨ コ ナ デ 。
1 － ， 2 m m

砂 粒 を 含 む
／／

（－外 ） 褐 色

（ 内 ） 明 褐 色
上　　 層

2 3 3 ／／ ／／ ／／ 復 元 口 径 1 6 ．8 c m 内 外 面 共 ヨ コ ナ デ 。
1 － 6 m m

石 英 粒 を 含 む
良 好

明 褐 色

外 面 は 黒 変 す

2 3 4 ／／ ／／ ロ 縁 部 ％ 片 復 元 口 径 1 2 ．8 c m 内 外 面 共 ヨ コ ナ デ ° 砂 位 を 少 量 含 む 普 通 明 橙 色 下　　 層

2 3 5 ／／ ／／ 脚　 部 脚 端 径 1 3 ．0 c m
外 面 は ナ ナ メ 又 は タ チ ノー、ケ 、 内 面 は ヨ

コ へ ラ ーケ ズ リ 、 裾 内 面 は ナ ナ デ 。，
／／ ／／ 明 橙 色 ／／

－2 3 6 ／／ 〃． 鞘 地 租 存 復 元 脚 端 径

1 3 ・2 c m

脚 外 面 か ら 裾 内 面 は 指 ナ デ 、 筒 部 内 面

は ヨ コ へ ラ ケ ズ 11 。
石 英 粒 を 少 し 含 む 良 好

赤 み お び た 黄

褐 色 （ 内 面 は

一 部 暗 灰 色 ）

／／

2 3 7 ／／ ／／ 脚　 部
復 元 脚 端 径

1 1 ．2 c m

脚 外 面 か ら 裾 内 面 迄 は ナ デ 、 筒 部 内 面

は ヨ コ へ ラ ケ ズ 11 °

1 － 6 m m

砂 粒 含 む ／／ 明 褐 色 ／／

2 3 8 ／／ ／／ ／／
復 元 脚 端 径

1 2 ．5 c m

脚 外 面 か ら 裾 内 面 迄 は ナ デ 、 筒 部 内 面

は ヨ コ へ ラ ケ ズ リ °

1 － 2 m m 砂 粒

少 量 含 む
／／ 淡 灰 褐 色 中　　 層

2 3 9 ／／ ／／ ／／ 脚 端 径 1 1 ．6 c m
脚 部 外 面 は 丁 寧 な ナ デ 、 筒 部 内 面 は ヨ

コ へ ラ ケ ズ 10 。
／／ ／／ 明 橙 色 上　　 層

2 4 0 ／／ ／／ ／／ 脚 端 径 1 1 ．0 9 m
脚 部 外 面 は ナ デ 、 内 面 は 磨 滅 し 調 整 は

不 明
／／ 普 遍 ／／ ／／

2 4 1 ／／ ／／ －脚 部 の み
復 元 脚 端 径

1 3 ・O c m

脚 外 面 は 磨 滅 し 調 整 不 明 、 内 面 は ヨ コ

ベ ラ ヶ ズ リ

1 － －3 m m

砂 粒 を 含 む
／／ 淡 灰 褐 色 中　　 層

2 4 2 ／／ ／／
復 元 脚 端 径 脚 外 面 は ヘ ラ ケ ズ 11 の ち ナ デ 、 内 面 昼 1 － 3 m m

／／
褐 色 や や

下　 、層
9 ．6 c m ヨ コ へ ラ ケ ズ 11 。 砂 粒 含 む 暗 い

2 4 3 ／／ ／／
在 部 1 弱 弓

を 欠 牢
復 元 底 径 1 1 －4 c m 内 外 面 共 ヨ コ ナ デ 。 精 ． 良 良 好

淡 灰 褐 色 （ 灰

味 が 強 い ）

2 4 4 ／／ 囁 ロ 緑 ％ 片
復 元 口 径 1 1 ．2 c rn

器　　 高 4 ・3 c m
内 外 面 共 ナ デ °

赤 色 粒 を 少 し

含 む

や や

あ ま い
淡 肌 争

2 4 5 ／／ ／／ 言 縁 ％ 片 復 元 口 径 1 3 ．0 c m 内 面 は 丁 寧 な ナ デ 、 外 面 は ナ デ ° 砂 位 を 多 く 含 む 普 通
（外 ） 明 褐 色

（ 内 ） 明 赤 褐 色

2 4 6 ／／ ／／
復 元 完 形 復 元 口 径 1 3 ．0 0 m 内 面 か ら ロ 緑 部 外 面 上 半 ヨ コ ナ デ 、 外 赤 色 粒 子 （ チ ャ ー

／／
や や 赤 味 を

下　　 層
（一 部 欠 損 ） 器　　 高 4 ・4 c m 面 下 半 へ ラ ケ 二。 リ 。 ト ）を 多 く 含 む お び た

2 4 7 ／／ ／／ ％ 現 存
復 元 口 ′径 1 ．4 ．0 c m

器　　 高 6 ．0 c m
内 外 面 共 丁 寧 な ナ デ 。 精　 良 良 好 明 赤 褐 色

2 4 8 ／／ ／／ ％ 現 存
復 元 口 径 1 0 ・6 c m

器　　 高 4 4 ．5 c m

内 面 か ら 言 綾 部 外 面 迄 ヨ コ ナ デ 、 休 部

内 面 か ら 鹿 部 ナ ナ メ ノ 、 ヶ 一目 °
／／ ／／

（ 外 ）明 赤 褐 色

（ 黒 色 を 呈 す ）
下 一　 層

2 4 9 ／／ 鉢 言 綾 部 復 元 口 径 2 6 ．8 c m
体 外 面 は ナ ナ メ ハ ケ 、 内 面 は ヨ コ へ ラ

ケ ズ 11
砂 粒 を 多 く 含 む 普 通 明 橙 色
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（10

遺 構 套
N o． 種　 類 器 ．種 器　 部 － 法　 圭 一（c m ）一一 手　 恵 一の　 特　 徴 胎　　　 土 焼 成 色　　 調 備　 考

　 S

D

0 5

2 50 土 師 器 鉢
言 緑 部 片

兄 の み
復 元 口 径 1 5 －8 c m

口 線 内 外 面 共 ナ デ 、胴 外 面 は ナ デ ， 内

面 は ヘ ラ ヶ ズ リ
砂 粒 を少 量 含 む 普 通 淡 い 肌 色 中　　 層

2 5 1 ／／ ／／ ％ 現 存
復 元 口 径 1 2 ．2 c m

器　　 高 8 ．8 c m

言 緑 内 面 ヨコ ナ デ 、 外面 ナ デ 、 胴 外 面

は ナ ナ メハ ケ 胴 内 面 は ヨ コへ ラヶ ズ 11

の ち ナ デ

1 － 2 m m

砂 粒 を 含 む
良 好

（外 ）暗褐 色（全体

に ススが付 着 ）
（内 ）淡 褐色

3 5 2 ／／ 〝 口 縁 兄 片 復 元 口 径 1 1 ．．6c m
言 坪 内 外 面 ナ デ 、 胴 外面 上 部 猪 は 指 ナ

デ 、 以 下 は ナ ナ メ ハ ヶ 、体 内 面 は ヘ ラ

ヶ ズ リ
／／

（外 ）暗灰褐 色（ス

スが 付着 ）
（内）黒灰 褐色 （スス）

中　　 層

2 5 3 漠 式 ．系 土 器 ／／ 鹿 部 片 底 径 6 ・5cm
胴 外 面 は 指 ナ デ の ち ハ ヶ 、胴 内面 棺 ナ

デ 、．外 面 は ヘ ラ ナ デ

1 －－ 3 m m
砂 粒 を 含 む

－（外 ）黒 青 灰 色

（内 ）淡 灰 褐 色

2 5 4 ／／ 塊 ％ 現 存
復 元 口 径 11 ・O cm －

器　　 高 6 ．0 cm
内 外 面 全 体 ナ ヂ

1 － 6 m m

石 英 粒 を 含 む

（外 ）異 郷 色
（内 ）明 橙 色

2 5 5 ／／ 鉢 兄 あ み 復 元 口 径 14 ．2 cm 全 体 に 煤 が 付 着 し調 整 不 明 小 砂 粒 を 少 し含む
（外 ）暗 戻 褐 色

（内 ）嘩 褐 色
底　　 面

2 5 6 ／／ ／／ ％ 弱 現 存
復 元 口 径 10 ．2 cm

器　　 高 1 1 ．0 cm

ロ 線 内 外面 ナ デ 、 胴 外 面 ナ ナ メ の粗 い

ハ ヶ 内面 は ナ ナ メヘ ラ ヶ ズ リ
砂 粒 を 多 く含 む

明 褐 色 、 外 面

や や 部 分 的 に
黒 い

下　　 層

25 7 ／／－
彿 復 元 完 形

復 元 口 径 3 1 ・4 cm

器　 ．高 27 ．0 cm

胴 部 外面 タ テ又 は ナ ナ メ ハ ヶ 、 把 手 は

拍 調 整 の ちハ ケ、 内 面 は ロ 埠 部 が ナ デ
胴 部 がヘ ラ ヶ ズ 11

－砂 粒 を 少 し含 む 普 通 淡 褐 色 中　　 層

25 8 ／／ ／／

復 元 完 形

全 体 で
％ 程

復 元 口 径 29 ・O cm

復 元 底 径 1 3 ．0 cm
復 元 器 高 2 7 ・2 5 cm

ロ 緑 外 面ナ デ胴 外面％ はタ テハヶ 、下ガ
は ナデ 、鹿部 の境 は粗 いヨ コハ ヶの 下は
ヘ ラナ デロ緑 内面 はナナ メハ ケ、－胴 内一面
は ヘラ ヶズ 11

／／ 良 好
（外 ）灰 褐 色

（内 ）黒 灰 色

2 59 ／／ 甕 言 緑 ％ 片 復 元 口 径 1 8 ・8 c m
口 緑 外 面 ナ デ 、胴 外 面 は ナ ナ メの 平 行

叩 き 言 緑 内 面 は ヨ コ又 は ナ ナ ノ バ ケ －

砂 粒 を 特 に －石 英

を や や 含 む
明 －褐 色 上　　 層

2 60 ／／ ／／ 言緑部材 片 復 元 口 径 2 0 ．8 c m
ご口 線 内 外 面 ヨ コナ デ 、胴 外 面 は タテ の

平 行 叩 き 、 内 面 は－ヨ コへ ラケ ズ 11
精　 良 普 通

明 褐 色 （外 は

ス スが 付 着 ）
中　　 層

2 6 1 ／／ ／／ 口緑部 ％片 復 元 口 径 1 7 ・8 c m
外 面 は 全 体 に ナ デ 内面 は 言緑 が ヨ コナ

デ 胴 部 は ナ デ ー

1 － 2 m m
砂 陵 を 多 く含 む 1

や や

あ まい

（外 ）淡 褐 色

（内 ）淡 黄 調 色
下　　 層

、2 6 2 ／／ ／／

口 緑 ％ 弱

で 口 径 に
や や 疑 問

復 元 口径 2 4 ．4 c m 内 外 面 共 ナ デ 精 ． 良 普 通
（外 ）ピ ン ク色 を
お ぴ た 褐 色
（内 ）褐 色

下　 一　層

2 6 3 ／／ ／／ 鹿 部 片 底　　 径 9 ・8c m
外 面 は ナ ナ メ の 平 行 叩 き 、内 外 鹿 部 は

ナ チ
細 砂 粒 を 含 む 良 平 淡 褐 色 上　　 層

2 6 4 須 恵 器 坏　　 身 言 緑 部
復 元 口 径 1 2 ．3c m

受 部 径 1 4 ・4c m

内 面 か ら体 外 部 ％ 迄 は ヨ コナ デ ー 下 は

ヘ ラヶ ズ 11
精　 良 ． ／／ 暗 青 灰 色

2 6 5 ／／ ／／ ロ 緑 ％ 片 受 部 最 大 径 13 3 cm
内 面 は ヨ コナ デ 、 体 外 面上 半 が ．ヨ フナ

デ 下 半 は ヘ ラ ヶ ズ リ
／／

良 好

堅 緻

（外 ）や や 暗 い

灰 色
（内 ）灰 色 1

2 6 6 ／／ 高　　 坏 坏 部 口　　 径 8 ．2 cm
内 面 は ヨ コナ デ 外 面 上 部 比 は ヨ コ ナ デ

デ 、下 部 ％ は ヘ ラ ナ デ
／／ 良 好

くす ん だ

淡 赤 褐 色
中　　 層

2 6 7 ／／ ／／ 復 元 完 形
復 元 口 径 14 ・8 cm

番　　 高 10 ．7 cm

杯 内 面 は ヨ コナ デ 外 面 は 言綾 部 がナ デ
下 半 ％ が ヘ ラケ ズ 11 、 脚 部－内 外 面 ヨ コ

ナ デ
／／

良 好

一撃 緻
淡 青 灰 色 上　　 層

26 8 ／／ ／／ 坏 部 兄 片 復 元 口 径 1．5 ．O C田 内 面 か ら外 面 ％ 迄 ヨ コナ デ 、下 部 猪は

ヘ ラ ヶ ズ 11
細 砂 粒 を 含 む 良 好

（外 ）黒 灰 色 （釉

が か か る ）
（内 ）灰 褐 色

上　　 層

26 9 ／／ ／／ 脚 部 片
内 外面 で も ヨ コナ デ 、 杯 内 面 に 自 然釉

が か か る
精　 良 ． ／／ 淡 青 灰 色

2 70 額 ．恵 器 甕 口融 机 片 復 元 口 径 2 1 ．4 cm
言 線 内 外面 ヨ コナ デ 、 胴 部 外 面 は 5 本

単 位 の ナ ナ メの 平 行 叩 き、 内 面 は ナ デ ／／
良 好

堅 徹

青 灰 色 （自 然

釉 が か る ）
中　　 層

S D O 7

2 7 1 ． 土 師 器 高　　 坏 口 緑 ％ 片 復 元 口 径 17 ．6 cm 磨 滅 が ひ ど く調 整 不 明
1 － 2 m m －

砂 粒 を や や 含 む
壷 通 （外 ）明 黄 褐 色

（内 ）明 黄 褐 色

2 7 2 ／／ ／／ 一％ 現 存 復 元 口 径 1 1 ・8 C ？
胴 外 面 は指 ナ デ 、癖 内 面 は ヨ コナ デ の

ち ナ ナ メノ、ヶ 内面 は ヘ ラヶ ズ 11
1砂 粒 を 少 量 含 む 良 好 淡 黄 褐 色

S D 16

2 7 4 漠 式 系土 器 鉢 言 緑 ％ 片 復 元 口 径 1 4 ．2 c m
口 線 内 外 面 、 胴部 外 面 は ナ デ 、 胴 部 内

面 は ヘ ラ ナ デ

1 － ，2 m m

砂 粒 を 多 く 含 む ／／
（外 ）黒 廻 色 L

（内 ）こ げ 茶 色
中　　 一層

2 7 5 須 恵 器 有 蓋 高 坏 蓋 復 元 口径 1 5 ．2c m －　内 外 面 共 ヨコ ナ デ 精　 良 －／／
（外 ）暗 灰 褐 色

（内 －）淡 灰 青 色
下　　 層

2 7 6 瓦 質 土 器　 －
外 面 に 小 さ い 格子 目 叩 きで 、 沈 線 が 入

る ° ／／ 扶 育 灰 色 中 一　　 層
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（11）

遺 構 名 N o・ 種 一類 器　 種 ． 器　 部 法　 量 （c m ） 手　 法　 の　 特　 徴 胎　　　 土 ． －焼 成 色　　 調 備　 考

S P 1 6 2 7 7 －　須　 恵 器 内 外 面 ナ デ 。 精　 良 良 好 く す ん だ 赤 禍 下　　 層

S D t 7 2 7 8 瓦 質 土 器 把　　 手 指 調 整 。 ／／ 普 通 暗 青 灰 色

S D 1 8 2 7 9 土　 師 器 〃 現 在 長 5 ．5 c m 指 調 整 さ し 込 み 式 °
1 － 21 m m

砂 粒 を 少 量 を ／／ 明 る い 肌 色

P － 3 2 8 0 弥 ‘　 生 て量子 言綾 部 ％ 片 復 元 口 径 2 0 ・2 c m
内 面 か ら ロ 縁 外 面 は 磨 滅 か ひ ど く調 整 1 ・－ 3 m m や や 淡 灰 褐 色 （や や

D I I 区璽E 不 明 、 胴 部 は ナ ナ メ ハ ヶ 砂 粒 含 む あ ま い 黄 味 を お ぴ る ）

P － 1 2 8 1 土　 師 器 鉢 鹿 部 片 底　 径 7 ．9 c m
胴 部 外 面 は タ テ 又 は ナ ナ メ ハ ヶ 外 鹿 部

－は ナ ナ メ ハ ケ 。

砂 粒 を 多 く

含 む
普 通

（外 ）黒 灰 色

（内 ）淡 灰 褐 色
E　　 区

表　 採 28 4 ／／ 塊 言 緑 部 ％ 片
復 元 口 径 11 ・0 c m 内 面 か ら 言 緑 外 面 は ナ デ 、 体 部 下 半 は 1 m m 内 砂 粒

良 好
淡 明 褐 色 ・

C　　 区器　　 高 4 ・2 5 c m ヘ ラ ヶ ズ 11 の ち ナ デ 、 外 鹿 部 は ナ デ 。 含 む （燦 が 付 着 ）

〝 28 5 瓦　　 器 高 台 付 境 鹿 部 ％ 片
復 元 高 台 径

7 ．‘O c m

内 面 上 半 は ヘ ラ 研 磨 、 内 鹿 部 は ナ デ

外 面 は ナ デ °
精　 良 ／／ 灰 色 C ．　 区

〝 28 6 須　 恵 器 把　　 手
現 存 長 7－・5 c m

最 大 幅 3 ．2 c m
内 外 面 共 指 ナ デ 調 整 °

1 ・－ 2 m m の

石 英 粒 含 む
／／ ／／ F　　 区

表5・　土　壌（SX）一　覧　表　　　　　　　　　　　　（1）
土 壌

番 号
平　 面　 形

規　　 模（m）
出　 土　 遺　 物

備　　　　　 考

埋　 土・　 そ　 の　 他

旧 遺 －構

番　 号

地

区
F ig．番号

長径 ×短径 ×深さ

1 隅 九 一長　 方 形 1．7 ×0 ．53 ×0．23 須恵器の細片。 土墳墓か。 S　 X　 Ol E I 区 F ig・ 4

1
2 隅 丸 長 L方 形 1、．06－×0 ・63 ×0．38

土師器の細片が 6 点° 炭化物や小礫を含む。

堆積状況はレンズ状堆積。
S　 X　 O2 E －Ⅰ 区 F ig・ 4

3 隅　 丸　 方　 形 0 ・97 ×0 ．94 ×0 ・03 平底気味の土師器 ・鉢。
削平がひどい。

ピット状の落込みあ り。
S　 X　 O3 、E II 区

4 不　　 定　　 形 3．3 ×1．93 ×0．07
土師器の高坏 ．坏部片。

須恵器の細片・量は少ない。

削平がひどく，床面は凹凸がある°

SB 03の柱穴が切 り込む。
S　 X　 O4 E II 区 F ig・ 4

5 楕　　 円　　 形 1・85 ×1．4 ×0．23
弥生後期土器片。

土師器 ．高坏°

覆土中には小礫，炭化物 を含む。

SB 05が切 り込む。
S　 X　 O5 E l II 区 F ig．－4

6 不 整 楕　 円 形 ． 3・32 ×1．42 ×0．3
弥生時代後期から古墳時代。

土師器片を含む°

覆土は黒褐色粘質土で，－炭化物。

小磯を少量混入する。
．S　 X　 O6 E II 区 LF ig． 5

7 円　　　　　　 形 1．25 ×1．23 ×0・13
弥生式土器，器台，鉢。

古墳時代，土師器，高坏 ，中世，土師皿。

．覆土昼黒褐色粘質土に

黄褐色地 山ブロック混入°
S　 X　 O7 E II 区 F ig・－4

8 － 不　 整　 円　 形 （1．93）×1．73×0．15
弥生式土器。

古墳時代，土師器，須恵器の細片。

SX 06 と切－り合 う。

S B06に切 られる。
S　 X　 O8 E II 区 F ig． 5

9 不整隅丸長方形 2 ．9 ×2 ．35 ×0 ．17 土－師器，甕，壷の破片。
．内に焼土，炭化物 を多く痕入する。

圃場整備地区にかかる°
S　 X　 O9 E II 区 F ig・ 5

10 円　　　　　　 形 1 ．12 ×1．06 ×0．．85
古墳時代，域，小型丸底壺。

高坏，平行叩のカメ，細片が多い。
底面に転石が落ち込み S　 X lO E I 区 F ig． 5

11 不 整 長　 方 形 （3．65）火（2．06）×0．12
切 り合いで形状は，はっきりしない。

圃場整備調査区
S　 X ll

12 欠　　　　　 番

1－3 隅 丸 長　 方 形 1 ．0 ×0 ．78 ×0 ．14 出土遺物はない。 床面にピットが2 ヶ見られる。 S　 X 13 E I 区 F ig． 6

14 隅 丸 長 万一形－ 5 ．58 ×1 ・05 ×0・22
弥生式土器片土師器，甕，高坏

手軽土師・細片，漠式系土器，坏，白玉

S－Ⅹ17， 22 を切 る°

炭化物，焼土を多量に混入す る°
S　 X 14 E II 一区 F ig・ 6

15 隅 丸 長 一方 形 1 ．44 ×0二85 ×0・i2 弥生式土器，古墳時代，－土師器塊 S X 28 と切 り合う－。 S　 X 15 E II 区 F ig． 6

16 不 整 楕　 円　形 1 ．83×1 ．13 ×0 ．26
土師器の甕の壊乱　 域，鉢°

須恵器，細片。

黒色粘質土，灰，炭化物，焼土プロ・！ク

を混入。
、S　 X 16 ．E II 区 F ig・ 6

17　－ 不 整 楕 －円　形 3 ・5×2 ．5×0 ．3
弥生式土器，壷，須恵器の

有蓋高坏，砥石°
S X 21 とSX 05に切 られる。 S　 X 17 E II 区 F ig・ 6

18 隅 九 長　 方 形 （3－．3）×（2．73）×0．06．土師器の細片。
溝状遺構やPitと切 り合い

床面はあれる。残 りは悪い。
S LX 18 E II 区 F ig． 7

19 不　 整　 方　 形 2 ．42×1 ．95×0 ．07
弥生式土盛片。

砥石，土師器，甕，深鉢。

削平がひどく，遺溝の残 りは悪い。

S X 14． 18， SD 07 と切 り合う°
S　 X 19 E II 区 F ig・ 7
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土 壌 －

番 号
平　 面　 形

規　　 模 （田）
出　 土　 遺　 物

備　　　　　 考

埋　 土 ，　 そ　 の　 他

旧　 土　 壌

番　 号

地 一

区
F ig ・番 号

長 径 × 短 径 × 深 さ

20 隅 丸 三 角　 形 4 ．2 3 × 2 ．9 × 0 ・7 7
弥 生 土 器 片 ， 土 師 器 ，．甕 ， 域 。

須 恵 器 ， 坏 身 ， 坏 蓋 ， 耳 環 。
－下 層 に 植 物 の 枝 な ど を 含 む 。 S　 X　 20 E II 区 F ig ． 7

2 1 隅 丸 長 方 形 2 ．1 ×－1 ．6 × 0 ．2 8 －
弥 生 式 土 器 片 °

土 師 琴 の 甕 ， 高 坏 。
炭 化 物 ， 娩 土 粒 子 を 多 く混 入 す る ° S　 X　 2 1 E II 区 F ig ・ 7

2 2 隅 丸 長 方 形 ． 2 ．4 7 × 1 ．88 × 0 ．2 3
弥 生 式 土 器 片 ， 土 師 器 の 鉢 型 土 器 。

把 手 ， 高 坏 ， 擦 石 。
S X 2 1 と切 り合 う 。 S　 X　 2 2 E II 区 F ig ・ 7

2 3 隅　 丸　 方　 形 1 ．2 × 1 ．1 × 0 ．13 土 師 器 ， 甕 ， 高 坏 。 南 側 が 削 平 に よ り 消 滅 す る 。 S　 X　 2 3 E II 区 F ig ． 8

2 4 隅 丸 長 方 形 1 ．5 5 × 0 ・5 9 × 0 ．12 8 弥 生 式 土 器 ， 古 墳 時 代 ，土 師 器 細 片 。
S X 20 に 切 られ る 。

土 壙 墓 か 。
S　 X　 2 4 E II 区 F ig・ 8

25
滑 石 製 臼 玉 °－

明 確 に 遺 構 と し て 把 握 出 来 な い 。 S　 X　 25 E II 区

26 隅　 丸　 方　 形 0 ・8 3 × 0 ．8 3 × 0 ．0 7
古 墳 時 代 ， 土 師 器 の 高 坏 。 ．

漠 式 系 土 器 ，盤
浅 くか な り削 平 を 受 け る 。 S ． X　 26 E II 区

2 7 一隅　 丸　 方　 形 1 ．9 4 × 1 ．3 4 × 0 ・2 6
S X 2 1 と切 り合 う 。

中 に 焼 土 ， 炭 化 物 を 混 え る 0
S　 X ′2 7 E II 区 F ig ・ 7

2 8 隅 丸 長 方 形 － 3 ．6 5．× 3 ・4 × 0 ． 1
弥 生 時 代 後 期 の 甕 °

土 師 器 ， 把 手 ， 須 恵 器 ， 高 坏 。

S X 16 ， S X 2 2 と切 り合 う °

P itが 切 り込 む °
－S　 X　 2 8 E II 区 F ig ． 8

2 9 　欠　　　　　 番 E II 区

3 0 楕　　 円　　 形 2 ・0 6 × 1 ．3 8 × 0 ．3 8
弥 生 式 土 器 甕 。 炭 化 物 を 多 く混 入 す る 。 F I 区

F I 区 F ig ． 9
．須 恵 器 ， 杯 蓋 S B 9 ， 10 と 切 り合 う。 S　 X　 O l

3 1 L 不 整 楕 円 形 1 ．8 7 × 1 ．4 × 1 ・3 8
砥 石 ， 土 師 器 高 坏 ， 甕 。

須 恵 器 ， 坏 身 ， 坏 蓋 ， 有 蓋 高 坏 ，．甕
井 戸 S E 3 1 。

F －Ⅰ 区

S　 X　 O 2
F I 区 F ig ． 12

3 2 不　 整　 円　 形 1 ．0 6 × 1 ・0 8 × 0 ・6 3 須 恵 器 ， 坏 身 。 浅 い 井 戸 で あ る 可 一能 性 を 残 す 。
F I 区

S　 X －0 3
F I 区 F ig ・ 9 －

33 隅 丸 長 方 形 0 ．9 × 0 ．7 5 × 0 ・2 4
古 墳 時 代 土 師 器 ， 須 恵 器 の 細 片 を 含

む °

覆 土 は 暗 灰 褐 色 粘 質 土 。

底 面 隅 に 直 径 2 0 cm の ピ ッ トが あ る 。

F I 区

S　 X OA
F I 区

34 隅 丸 長 方 形 1 ．4 8 × 0 ．8 × 0 ・1 5 弥 生 式 土 器 ， 土 師 器 の 細 片 を 含 む 。 S B 1 0 と切 り 合 う 。
F II 一区

S　 X　 0 5
料 II 区 F ig ・ 9

3 5 隅　 丸　 方　 形 2 ．5 × 2 ．2 × 1 ・55
弥 生 式 土 器 。 S X 4 0 を 切 る 。 －F II 区

F II 区 F ig ・ 1 2
土 師 器 ， 壷 ， 鉢 の 細 片 ° 井 戸 S E 3 5 ° S　 X　 O 5

3 6 不 整 楕 円 形 3 ．0 × 2 ・3 3 × 0 ．2
土 師 器 ， 小 型 丸 底 壷 ， 高 坏 ， 甕 ° 炭 化 物 を 含 む 。 F II 区

F II 区 F ig ． 9
鯨 ． 域 ， 鉢 等 多 数 を 含 む 0 土 器 溜 か 。 S　 X　 O 7

3 7 不　 整　 円　 形 1 ・4 4 × 1 ・3 0 × 0 ．1
弥 生 式 土 器 の 細 片 °

古 墳 時 代 土 師 器 片 。
削 平 が ひ ど く東 側 壁 面 が 消 滅 す る 。

F II 区

S　 X　 O 8
F II 区 F ig ． 9

3 8 隅 丸 長 方 形 2 ．3 × 0 ・9 5 × 0 ．1 6 土 師 器 ， 高 坏 。 土 墳 墓 か 。
F II 区

S　 X　 O 9
F IⅠ 区 F ig ・ 9

3 9 不　 整　 方　 形 （0 ．9 ）不（0 ・8 ）× 0 ・0 3
土 師 器 高 坏 ° 削 平 が ひ ど く－壁 面 の 残 り は 非 常 に F II 区

F II 区
須 恵 器 ， 台 付 壷 。 不 良 。 S　 X 10

4 0 一隅 丸 長 方 形 （1 ・8 ）× 0 ．8 5 × 0 ．2 弥 生 時 代 後 期 の 壺 ・甕 °
床 面 は 2 由 掘 り に な る 。

S E 3 5 に 切 ら れ る 。

F II 区

S　 X l l
F II 区 F ig ． 10

4 1 隅 九 一長 方 形 0 ．8 5 × 0 ．8 3 × 0 ．15 す べ て 土 師 器 の 細 片 か 高 坏 な ど 。
P it が 切 り 込 み ， 桂 根 が 残 る 。

建 物 の 柱 穴 の 可 能 性 あ り－。

F II 区

S　 X 12
F I 区 、

42 楕　　 円　　 形 2 ．13 × 1 ・8 3 × 0 ．6 2 工 作 台 石 な ど が あ る 。
S D 02 旧 河 川 内 で 検 出 。

切 合 不 明 °

D I 区

S －Ⅹ　 0 2
D II 区 F ig ・． 10

4 3 楕　　 円　　 形 1 ．37 × 1 ．1 × 0 ．1
古 墳 時 代 土 師 器 の 細 片 °

叩 き の 入 っ た も の も あ り 。
S X 4 9 に 切 ら れ る 。

B II 区

S　 X　 O l
B I 区 F ig ． 1 0

4 4 隅　 丸　 方　 形 0 ．9 8 × 0 ．8 6 × 0 ・27 土 器 の 細 片 を 少 量 含 む 。 中 央 が 2 段 の 掘 り 込 み 。
B II 区

S　 X　 O 2
B I 区

4 5 隅 九 長 方 形 0 ・9 5 × 0 ．5 3 × 0 ．18 土 器 の 細 片 を 含 む 。
中 央 に 直 径 1 2c m ， 深 さ 7 cm の

P itが あ る 。

B II 区

S　 X　 O 3
B I 区 F ig ． 1 0

4 6 隅　 丸 ．方　 形 6 ．1 4 × 3 ．6 5 × 0 ．2 5
弥 生 式 土 器 片 阜 師 器 高 坏

甕 な ど ・ 須 恵 器 細 片
S X 47 に 切 ら れ る 。

B　 －II 区

S　 X ．0 4
B I 区 F i一g・ 11

4 7 不 整 楕 円　 形 2 ．4 0 × 2 ．30 × 0 ・2 1
弥 生 式 土 器 片 ， 土 師 器 ，楓 壷 ，高 坏

器 台 ， 甕
S X 4 6 を 切 る 。

B I I 区

S　 X　 0 5
B －I 区 F ⅰg ． 11

4 8 楕　　 円　　 形 （2 ・1 ）× 1 ．7 7 × 0 ・2 土 師 器 ， 高 坏 ， 甕 の 細 片
炭 化 物 ， 焼 土 ブ ロ ッ ク を 含 む °

S X 4 6， 4 7 に 切 －ら れ る °

B II 区

S　 X　 O 6
B I 区 F ig ． 1 1

4 9 楕　　 円　　 形 （1・44 ）×（0 ．9 7）×0 ．49 古 墳 時 代 土 師 器 の 細 片
植 物 な ど を 含 ．む 。

S X 4 3 を 切 る 。

、B II 区

S　 X　 O7
B I 区 F ig ． 10

5 0 不　 整　 円　 形 （1 ．8 ）× 1 ．4 8 × 0 ・1 6
弥 生 式 土 器 。 ピ ッ トが 切 り込 み 。 A I 区

A I 区 F ⅰg ・ 1 1
土 師 器 ，把 手 ，甕 ，須 恵 器 細 片 床 面 は 凹 凸 が は げ し い 。 S　 X　 O 8
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（1）SDO2（東から）
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（1）SDO3（東から）

（2）SD12（西から）
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（1）SDO5，06，07（南から）
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（1）SD16，17（北東から）

（2）SD18（南西から）
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（1）SDO2土層断面（東から）

（2）SD16土層断面（北から）
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土壌出土遺物（約1／3）
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土壙，井戸出土遺物（約1／3）
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SX36　出土遺物（約1／3）
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SDO2　出土遺物Ⅰ（約1／3，1／4）
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176

SDO2出土遺物II（約1／3，1／4）
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SDO2，05出土遺物（約1／3，1／4）
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SDO5　出土遺物（約1／3，1／4）



PL．30

溝・包含層．表土出土遺物（約1／3，1／5）
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